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序

首里城南殿や北殿は、首里城正殿につぐ城内の核をなす主要な木造建槃物で

ありました。 しかし、威要を誇っていたこの建物群も残念なことに、今次大戦

による戦禍でことごとく焼失してしまいました。けれど、県民の熱い期待と要

望で、平成4年度に正殿をはじとして南殿、北殿などが再び建てられ、現在あ

りし日の姿を首里城公園として一部共用開始しています。その周辺の一部につ

いては建設省、 1附発庁、沖縄県はこれらの焼失した首里城をはじめその一帯に

ついて、沖縄の歴史的風土にふさわしい区域として整備をすすめている最中で

あります。

さて上記の復元工事に先駆けて昭和63年度に、沖縄総合事務局の委託をうけ

沖縄県教育委貝会では、往時の南殿、番所、北殿等の位図、規模の確認と変遷

などを究明し、復元に反映させるため調査を実施しました。調査の結果は、す

でに終了していた正殿跡の遺構地域と異なり旧琉球大学の校舎の建設により（波

壊されておりましたが、基坑の一部や建物の礎石などが検出され、また当時の

造成地業の跡などが確認され予想以上の成果をあげることができました J この

たび調資の詳細を記した発掘調査報告魯を刊行することができました 本占が

首里城跡の研究や歴史研究の分野に寄与できれば幸いです

最後になりましたが、調査の御指禅をいただきました諸先生をはじめ、調査

に御協力をいただきました関係各位に対し、深く敬意を表するとともに、四＜

お礼を"」しあげます。

平成 7年3月

沖縄県教育委員会

教育長 嘉陽正幸



例 言

1 本書は昭和63年度に実施された首里城南殿跡、北殿跡の遺構調査報告書である。

2 本書掲載の地図は国土地理院発行の 5万分の 1地形図の那覇区である。

3 本文中に使用した戦前の首里城写真、平面図は琉球建築に掲載されたもので、関係者の御厚意により、複写し

たものである。

4 遺構実測図の基準点座標値、方位について次のように記録する。

① 首里城の発掘調査および、後続の公園整備工事における基準点の座標値ならびに方位は、測量法に定める平

面直角座標系第15系 （以下公共座標系）に拠るものとする。

② これは、昭和63年度調査（南殿）以降実施する。

③ 正殿追構のように甚だしく (9度）方位が偏し、しかも複雑な遺構が検出された場合はこの限りではなく、

その遺構に則した局地座標を採用することができる。ただしその場合公共座標系との偏角、座標変換値を明確

に記録する。

④ 正殿調査の座標系と公共座標系の間の座標変換要素は次のとおりになる。

公共座標系の北で西へ8°59'36"振った方位が正殿調査方位。

正殿調査の基準原点 (X100, Y 100)は公共座標系では

(X23,602,014 Y22,110,704)になる。

5 迫物の実測図は、その規模や種類によって整理縮小し、各図版にスケール付した。なお遣物の図版については

不定縮尺になっている。

6 本調査報告書掲載の整理された遺物の写真は、矢沢秀雄氏、長田剛氏の撮影によるものである。

7 陶磁器の分類・鑑定については、手塚直樹氏、大橋秀樹氏の協力をあおいだ。

8 石器の石質同定は、大城逸朗氏によるものである。

9 本書作成にあたって首里城跡の地理的環境については我那覇稔が当り、他は上原静が執箪編集した。なお、遺

物の全体の集計、分類は豊見山ゆかりが分担し、陶磁器、土器、瓦器、 貝殻類の集計、観察表の草稿段階につい

ては津留京子、岡村綾子、伊波小百合らの多大協力を得た。

10 本書に掲載した首里城南殿跡、北殿跡に関する調査記録および出土遣物などは沖縄県教育庁文化に保管してあ

る。
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第 1章序 章

第 1節調査に至る経過

首里城は約五百年にわたって琉球王国の政治 ・経済 ・文化の中心的役割を果たしてきた尚王家の居城であり 、琉

球王国の土木 ・建築技術などの枠を集めて築城された沖縄の代表的な城である。そこには正殿、南殿、北殿などの

多数の建造物が在り 、そのい くつかは旧国宝に指定されていた。ところが、その偉容を誇っていた首里城も去る太

平洋戦争で、 1945年（昭和20年）徹底的に破壊され瓦礫の山とかしたのである。さらに戦後は跡地に琉球大学が創

建されキャンパスとして使用されてきた。

首里城をはじめその周辺の文化財は、沖縄県が戦災文化財の復元整備計画を立て、昭和47年の本土復帰後すぐに、

沖縄開発庁の補助を得て歓会門を復元した。事業はその後も続き久慶門、および歓会門 ・久慶門の内郭などが復元

されてきている。こられ復元事業に拍車がかかったのは、昭和42から始まった琉球大学の移転である。移転に伴う

跡地利用計画が検討され、その結果を踏ま えて、昭和57年の 『第二次沖縄新興開発計画』の中で「首里城一帯の歴

史的風土をいかしつつ、公園としてふさわしい区域についてその整備を検討する」との首里城一帯の整備が提言さ

れ、これを受けて昭和59年には沖縄県が復元整備の指針となる 「首里城公園碁本計画」を策定した。 また、首里城

の中核となる正殿などの建造物の復元が検討された結果、昭和61年に首里城公園計画区域約18ヘク タールのうち城

郭1:1、j恨ljの区域約 4ヘクタールを、沖縄本土復帰を記念する国の「都市公園整備事業 （国営沖縄記念公園首里城地

区）」で復元整備することが閣議決定され、あわせて、城郭外側の区域約14ヘクタールを「県営公圃事業」として、

また城郭は同じく沖縄県の「首里城城郭等復元整備事業」として整備されることとなった。これにより 、正殿は昭

和6~年に実施設計が完成し、つづいて南殿、北殿についても実施設計に反映すべき情報収集の一貫で、国営沖縄記

念公園事務所から沖縄県教育委員会文化課が遺構調査の委託を受けて、昭和63年度に調査を開始したのである。

第 2節迫構調査の経過

発掘調査は、昭和63年 6月24日から開始し平成元年 3月25日までの約 8カ月おこなった。 調査の手順として、

南殿、北殿跡がそれぞれ一部は道路敷きになり、正殿復元工事の搬出道の確保から 、同時平行した調査は不可能で

あることから、まず正殿の南側地域の南殿跡部分から着手した。当該調査地は、発掘の直前まで鉄筋コンクリート

造りの法文ビルが建ち、追構の存在について否定的にみるむきもあった。調査はまず上物の撤去後その基礎部分に、

グリソトを設定し瓦礫を注意深く堀さげていくことからはじめた。その結果、南殿の遺構は今大戦と琉球大学のビ

ル建設時に大きく破壊されていはいるが、正殿側との接続地域（南殿の東側）および南殿の西側地域においてよく

辿っており 、そこには、礎石列や石置、石敷きの階段および溝などの追構が保存良好で認められた．また出土した

礎石列のさらに下から古い時代に埋められ、火を受けた石灰岩の礎坦と正殿に接続する幾つもの石積も発見された。

これら検出された遣構から南殿が正殿とともに数回にわたる焼失と修改築を繰り返していたことが確認できた。一

方、北殿跡地域は年を越した昭和64年の 1月4日から開始した。この地域は殆ど、樹木などがはえる地域で、とく

に校舎の建物をみることはなかった。植物類や地上にみられる構造物は南殿跡地域と同じく 、地上部分のものが払

われ、その後攪乱箇所の除去を目的とする発掘をおこなった。着手後まもなくして北殿跡地域は、すでに往時の地

表面とともに基壇が削平されていることが判明した。つまり北殿の基礎はことごとく破壊されて存在しないことを

示していた。 しかし、それでも建物の地下に位置していたとみられるさまざまな遺構を確認することができた。さ

らに調査は北殿が存在していたと目される地の状況を観察するため、断割りト レンチを三加所に入れた。その結果

北、殿地域の平場も元来斜面地域を埋め立て造成して確保されていることが明らかになった。調査の終盤にいたり、
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昭和64年 3月10日には大方検出された遺構および遺物を現場説明会を開き一般公開をおこなった。同月の25日に遺

構の写真測批による記録をおこない調査を終了した。

第3節調査体制

昭和63年度組織 （遺構調査年度）

事業主体 沖縄県教育委員会 ・….... ……• 教育長

事業所管 沖縄県教育庁文化課 …………… 課長

事業総括 ，， ．．．．．．．．．．．．．．． 課長補佐

ヶ

事業事務 ク

，，， 

.... ..... .... .• 主幹兼係長

・・・・・・・・・・・・・・・ 文化振興係長

..............• 主事

発掘調査調査員 沖縄県教育庁文化課 ・・・ 主任専門貝

ク … 専門員

・・・指消主事

．．． 嘱託

．．． 嘱託

平成 6年度組織 （報告書刊行年度）

事業主休

事業所管

事業総括

事業担当

事業事務

ク

// 

ヶ

沖縄県教育委員会••…………• 教育長

沖縄県教育庁文化課 …..……• 課長

ク ・・・・・・・・・・・・ 課長補佐

専門調査指導

// 

，，， 

// 

……… 埋蔵文化財係長

池田光男

宜保栄治郎

当間一郎

嘗真嗣一

小橋川順市

波平淳

徽浜嗣一

上原静

玉津博克

内間靖

嶺井雄

嘉陽正幸

西平守勝

知念勇

大城慧

……… 埋蔵文化財史跡班 上原静

……・・・ 文化振興係係長 比屋根正治

..........................• 主査 新垣和子

...... . ...................• 主任 伊波盛治

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 嘱託 高宮とり

宮本長二郎氏 …… （建築史） 奈良国立文化財研究所 建造物室長

小野正敏氏 ……… （陶磁器） 国立歴史民俗博物館 考古研究部

伊東太作氏 ……… （調査測屎）奈良国立文化財研究所 主任研究員

小西龍三郎氏 •….. (建築史） 九州造形短期大学 助教授

松井 章氏 ……… （自然遺物）奈良国立文化財研究所文部技官

佐藤 信氏 …．．．．．． （調査指導）文化庁記念物課 文化財調査官
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発掘調査協力

首里城復元期成会 （那覇市首里）

琉球大学 （西原町）

発掘調査作業員

呉屋正一 玉城善徳 小波津政子 玉城富子 小橋川政枝

幸地ヨシ子 小波津ヨシ子 小波津夏子 小橋川恵子 金城春江

呉屋光子 呉屋 救 王城善徳 比嘉さとみ 比嘉すが子

東風平洋子 赤嶺春美 新垣千恵子 諸見里幸子 新垣美津江

島袋秀人 金城一美 並里富子 大城ひとみ i勇川初美

渡嘉敷春子 呉屋啓子 新垣消子 小橋川幸子 照屋光江

平良 トヨ 島袋ミエ子 俄間 トヨ 小浜信子 新垣 ヒデ

新垣 シゲ 城間ハル子 裔里信子 屋比久春 屋比久孟松

宮城末子 森田良子 仲里恒子 宮城 則子 辺土名キヨ子

仲村ツル 俵間和美 比嘉展寿 大城弘也 稲福政彦

資料整理及び協力作業員

城間光子 新距千恵子 渡慶次ゆかり 城 間光 子 西銘定子

比嘉俊子 上原富士子 城間悦子 石骸真由美 池田悦子

赤嶺京美 上原シズ子 上原キク 島袋エミ子 上原トシ子

古(TTJ.,-,..呂. とり 岡村綾子 城間桂子 知 念純 子 安和千代子

伊波小百合 崎原美智子 大城美智代 王城早苗 大嶺利恵子

上良小百合 金城すがの 大城かおり 川満倶仁子 上原 久

津留京子

発掘調査に関わる調査機械および器材

発掘大型機械

前田重機 （浦添市前田） ユンボ (04型）、10トノ トラック、スカイマスター (20M)

基準点測鼠および写真測従

与那嶺測屈株式会社（那覇市泉崎）
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第11章遺跡の位置と環境

第 1節位置と地理的環境

首里城跡は、沖縄本島南部にある県都那覇市の東部、那覇市首里当蔵町 3丁目 1番地に所在する （図 2)。城跡

からは、古くからの交易活動の拠点として重視されてきた那覇港が視界の範囲内に入る。城跡周辺には、北に当

蔵 ・池端 ・大中など、東に赤田 ・鳥掘、南東に崎山、南に金城、西に寒）II・ 山川などの各字がある。

首里城跡は、地形学的には石灰岩堤と呼ばれる標高130m前後の北西ー南東方向に走るリソジ上にある。この

リッジは、沖縄本島中南部地域において広がっている標高50-150m程の中位段丘面の一部に含まれるものである。

この段丘面は、琉球石灰岩からなり、断層によっていくつかに分断されて変位している。城跡の東約 1kmに標高

165 .6 mの弁ヶ岳があり、琉球王国時代以降現在まで御嵐として人々の信仰の対象になっている場所でもある。こ

の山を源流とする金城川が、城跡の東側を南に流れ （この箇所では河川名はナゲーラ川と呼ばれる）、城跡の南東

およそ700mで西へ流路を転換し城跡の南を流れている。この金城川によ って、城跡の東側 ・南側は比較的深い谷

が刻まれており、特に南側の識名との間は比高が70-SOmもあって比較的急勾配の斜面を形成している。この急斜

面の形成については、一部は断層による。一方、城跡の北側には、真嘉比川が最初は北西方向に、そ して首里儀保

町辺りで南西方向へと流路変更して流れており、狭谷状の地形を形成している。この二つの川によって首里城跡の

周辺はほほ取り囲まれた状況になっている。真嘉比川と城跡の間には、上流部にあたる場所 （現在の首里公民館周

辺）に湿地帯があったこと、当蔵町を東西方向に走る県道が若干高いこと等、まわりの地形条件等から判断して、

小さな谷があったと推定され、龍i悶はそれを利用して作られたと考えられる。さらに真嘉比川の北側には、安謝川

が西へ流れている。真嘉比川と安謝川との問には、虎瀬山と呼ばれている北西ー南東方向に延びる琉球石灰岩の

リッジがある。

首里城跡のある石灰岩堤は、厚さ数mの琉球石灰岩からなり、その碁部には砂岩 ・泥岩からなる新第三期の島尻

層群が不透水基盤として存在している。琉球石灰岩と島尻層群との不整合部分からの湧水がみられる。これは、極

めて多孔質な岩石で保水能力の大きい琉球石灰岩が、水を透しにくい島尻層群の上を覆っている結果によるもので

ある。その結果、城内及び周辺に龍樋 ・金城大樋川 ・仲之川などをはじめ多くの湧泉がみられ、高台にあるにもも

かかわらず水は十分確保出来たと考えられる。こうような状況は、琉球石灰岩が広く分布する沖縄本島中南部一帯

や宮古島において一般的にみられる。

今回の発掘調査地区の南殿 ・北殿は、本城のほぽ中央部に位置し、標高は125m前後である。これまでの発掘調

査によって、元々の地形は北側に傾斜していたが、埋め土等によって平坦な平場を形成していることがわかってい

る。
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第2節歴史的瑛境

首里は、首里城が国王の居城となって以降、琉球王国時代を通じて沖縄の政治や文化の中心地として栄え、特に

首里城周辺に多くの施設がつくられた。

首里城の創建年については不明であるが、1392年に数丈の高楼が建てられたという記録があることから、 14世紀

の終わり頃にはすでに城は作られていたと推定される。首里城及びその本格的な整備は、第一尚氏の第 3代王尚真

の頃に行われた。

主な引用参考文献

沖縄県(1983) 土地分類基本調査ー沖縄本島中南部地域一

~ 
首里城跡遠望 （南方より ）
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第m章南殿の調査

第 1節南殿建物の沿革

南風殿 （フェーヌウドゥン）ともいう 。『球陽』に、天啓年間 (1621-27)南御殿を創建し、在番を歓待しけい

節に倭札をおこなうところとなすとある。薩摩侵入 (1609)後、薩摩との修交の必要上、中国との修交に用いた北

殿にたいして造られたものと思われる。首里城正殿に向かって右 （南側）、北殿に相対して建てられ、東側は王や

王妃の居室である内原書院をへて正殿と連続し、西側には番所が接続、裏に書院がある。1709年 （尚貞41)に正

殿・北殿とともに焼失、 12年 （尚益 3)ごろに再建さ‘れたとみられる。廃藩置県 (1879)後、陸軍省の管轄下に

あったが、 1909年 （明治42年）首里区に移管、 45年に （昭和20年）沖縄戦で焼失。構造外観は日本様式の書院造り

に似ている。高さ0.9mの石造碁壇上に建てられ、二階建て、九間八面で、入母屋造り本瓦葺き、建坪72(約

237. 6m') である。北側正面の一階は雨端 （雨廂）で独立柱が列をなし、その上の二階部分は廊下である。柱は角

柱、壁はたて羽目 ・目板打ち。床は侵敷きと推定される。渡り廊下で接続する番所は南殿の玄関的役割の建物で、

六間五面、平家建て、廊下も含めた面積は約190.8m'である。北側正面はやはり雨端で列柱があり、内部は畳敷き

で長押をめぐらし、内壁は白漆喰仕上げであった。南殿よりも日本様式が濃く、主としてこれをさして日本建物と

いったのであろう 。

引用文献

又吉真造 「首里城南殿」 『沖縄大百科辞典.J 中巻 沖縄タイムス社

第 2節遺構の概要

今回調査した地域は、南殿や番所などが昭和初期の図面にも記録されるほど厳然と存在していたが、その全てが

沖縄戦によって破壊を受けてしまい、その後さらに琉球大学のキャンパスとして造成され、ほぼその直上に鉄筋コ

ンクリート建ての校舎 （法文校舎、別館、教育校舎など）が造られるにいたった。

発掘調査は、事前調整の協議で地上部分の校舎については先に除去をおこない、地下部分について、つまり埋

まった校舎の基礎については立ち会いのもとに慎重に撤去をおこなった。それと同時に人力による発掘を実施して

校舎の基礎の間に遺構が遺存していることを想定して作業をすすめた。調査の結果、校舎の建設基礎工事時により、

破壊がなされとくに西側に移行するにつれそれが著しい状況にあったが、逆に東側の正殿との接合する東側隅地域

は比較的残りがよいことが明らかになった。これも東側地域が当初から建物が建てられず駐車場の閉連施設として

利用されていた最大の理由からであった 第 8図。

以下、検出された遺構について説明する。

遺構はその性格により、石列 (SR) 4件、基墳 3件、階段 (STW) 3件、溝 (SWP) 6件、方形石組逍構

(SW) 1件、 55件土坑 (PiT)37件が確認されている。 土坑 (PiT)37件はすべて南殿の建物の前面地域つまり

御庭地域に検出されたものである。

-13-
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第 8図 発掘調査のグリ ット配り図
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1. 石列 (SR)

S R 1、2、 3、 6の各石積は僅か一段で構成される遺構である。全て上部については破壊され、その本来の

高さについては不明である。石面の大きさは2.5-3.5cm台のもので、控えは30-40cmで規格的である。一部は

セメントが使用された。SR 1、2、6は遺構の軸が一致するもので同時期のものと理解される。戦後の所産で

旧琉球大学の瓦葺きの木造校舎の基礎とみられる。

2, 基壇

3基確認することが出来た。SR 7がそのひとつである。加熱を受けていて表面は亀裂や剥離がみられほぼ全

面に赤褐色に変色している。正殿に近い東側に基壇石の残りがよく、逆の西側に移行するにつれ破壊が著しく残

りが悪い。ただし当該西側地域の基礎は岩盤のハッリが明瞭に認められそのラインをある程度追跡することが可

能である。当該基壇の化粧石積みは布積みに近い切り石で構成されている。この石積みの大きさ、シックイの附

着、被災の状況は正殿の第II期甚壇に酷似している。旧大学の送水管の埋設と発掘地区外のため破壊はかな り進

んでいる。

S R 5は同基壇 SR 7に並行する石列である。石は切り石では一段のみである。上面は平坦に調整されている

ことから基壇の周囲を巡る犬走 りの縁石をなすものと判断された。なおこの平面上には一点ではあるが赤い地瓦

が確認されていることから、あるいわこの面に敷かれていたことも予想される。

2番目の基壇がSR 9である。SR 7に対して直角に接合した基壇を構成する石積みである。正殿の南側階段

の裏ごめ部分に残った資料で間違いな<S R 7に接続されている。大きさは約25cm台の大きさのやや小形の切

石で構成されている。正殿側から伸びてくるものである。

3番目の基壇がSRllである。SRllは正殿基壇の一部を構成する石積みで南殿碁壇と接合する部分が確認さ

れた。ちょうど正殿の階段の下をくぐり遺存した石積みである。

3. 階段 (STW)

STWl、正殿の南側階段にあたる。二段認められ蹴上の差は約25cmにある。正殿の 7期の時期にあたる。Y

105、X598-601。

STWZ、Yl13、X598にわずかな部分が検出された階段。蹴上の差は22cmになる。

STW3、Y114-115、X598-599で出土した階段、全面に火炎を受け赤く変色している。段幅は広く約60cm

で、蹴上の差は約22cmをはかる。

STW4、Y107-109、X582-584より出土。南殿の南東隅に位置する。石畳と組み合す幅広の階段で、蹴上

の差は約16cmと比較的ゆるやかである。

4. 溝 (SWP)

SW  P 1は南殿建物の東側にある石敷き面に使用されたである。J5 -7 -101。南北軸に付設されいるが北

側に移向するにつれ破壊が著るしい。石縁で構成され幅約16cmを計測する。

SWP2は南殿建物の内側に位置する溝である。溝の構造は内北軸に配され、南側は左右に分枝するが、北側

は破壊されてあいまいになる。溝幅が約30cm、深さ15-ZOcm。岩盤をハッって溝にしたものである。
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第14図 南殿跡遺構平面図 5
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SWP3は地上に蕗出している石敷き溝である。Y113、X598-601検出。縁石の段差は 2-3 cmと浅い。正

殿と南殿の渡り廊下に相当する。

SWP4は博を組み合わせた暗渠である。Y597、X112検出。東西軸にあり石畳の下位にある。すでに機能は

なく 、溝内は砂が充填している。

SW P 5はSR 8、SWlOの石列の間につくられた溝である。東西軸に展開。溝幅は約20cm。

SWP6は地を組み合わした構造の溝である。東西軸にある。蓋は破壊され残っていない。

5. 方形石組遺構

J 7 -117グリソトで検出された。 SWl遺構である。方形の北辺が大き く欠落している。床面に敷かれた一

段のみ残り、本来の高さについては定ではない。遺存した一辺は長さ1.5cmをはかる。

6, 土坑

基盤を大き く掘り抜いた穴で直径約60cm台で、深さ約50cmをなしている。、内部の土はクチャ （砂礫混り）が

全体にみられ、 中央部のみに赤土が混入しているのが多い。所によっては樹木の根そのものも認められた。造物

の混在もあり 、陶磁器や現在ガラス破片が出土している。旧大学の植栽配罹（第 6図） をみると 、ビルの周辺ほ

ぼ同追構に重なり 、戦後の仕事であることが判明した。

第 3節造物

南殿跡で検出された遺物は多種多様である。ただ遺構の項目で概述したがほとんど、戦後の破壊と攪書が著しく、

明確な一括遺物として確信をもてるものは極めて少ない状況にある。追物の記述の方法は種類ごとに掲載してある

が、集計では遺構 で得られたものについては各遺構ごとに掲載してある。

遺物の種類は下記のとおり多岐にわたもので、大略して材別に分類し報告する。

石造製品 （龍柱、欄干、礎石類）

瓦製品 （明朝系瓦、高麗系瓦、大和系瓦、地瓦類）

銭貨 （中国銭、 日本銭、琉球銭、米国銭）

玉類

石製品 （硯、砥石、碁石類）

自然追物（貝殻）

その他 （円盤状製品、煙管、プラシ、石筆）

石器 （石斧、敲打器、砥石、石弾）

なお今回、当該地区出土の陶磁器、土器、陶質土器および金属製品は整理の都合で次回に委ねることにする。
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南殿基壇(SR7)正面図

北殿(SR11)正面図

rios r109 y100 y101 

混珠赤 I:

北殿(SRII)正面図

f599 砂゚ ?01 

。
2m 

第 19図 南殿SR7正面図・北殿SR11正面図
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1 . 屋根瓦

屋根瓦資料は1916点余出土した。ただほとんどが撹乱する堆栢陪からの出土で、追構に伴なうものは極めて少
ない状況にあった。得られた瓦は造瓦技術の違いから明朝系瓦、大和系瓦、邸麓系瓦の三種類に分類された。破
片査料を含めて出土砿で比較すると明朝系瓦1638点、大和系瓦186点、高麗系瓦47点の順にあり，全体の85%が
明朝系瓦で占めている。以下、祉の多い明朝系瓦から順次概略したい。なお集計にあたっては便宜的に大和系瓦
を古瓦 I、商麗系瓦を古瓦Ilとして記号化してある。

a)明朝系瓦

明朝系瓦は、接合して完全な形をみせるものはなくすべて破片賓料からなる。特徴的な部位から形態別に分類す
ると軒丸瓦85点、軒平瓦85点、丸瓦435点、平瓦1033点の内訳になった。なお報告にあたって瓦当面の文様の分類
については、北殿側からも同質の瓦類が得られているため、説明の重複をさける意味からも北殿跡出土査料も含め
た分類で報告をおこなう 。

(1) 軒丸瓦

文様の施された瓦当部と丸瓦の接合からなる瓦である 瓦当面に施された文様の違いから分類すると、巨視的に
A-Dの四つのタイプに分けられた。

A類 第20図 lは約 4分の ］破片壺料である。文様が兎の耳状に表現される花弁がみられ上、横、下のパーツに
区分されるなかの、上側に広がる花弁の一つと考えられる。珠文の数は正確な数は不明であるが、約20点以
上になるものと推鉢される。遥元焼成炎の灰色瓦である。

B類明らかに花を横側からみた構図をする文様で、得られた狩料中で品もバリエイシ ョンがみられた。還元焼成
炎の灰色瓦と酸化焼成炎の赤色瓦があり、文様により四つのサプタイプがみられた。
B 1類 第20図2は花の中心が瓦当の中央に配される文様である 花弁は全体に丸く広がり、花芯は無文に

なっている。珠文が13点を数える。還元焼成炎の灰色瓦。瓦当径約13.5cm
B 2類 第20図 3は僅かに瓦当の上部のみの査料であるが、花弁先の表情が三つに分かれていて上記のBl

とことなる。還元焼成炎の灰色瓦。

B 4類 第20図4は破損品ではあるが遠元焼成炎の灰色瓦賽科で、文様は後述のB5とほぼ似る。ただ弁の
先との表現と珠文の数が多く若干異なる。

B 5類 第20図5は瓦当部が完全に残る資料で、花の花芯が瓦当の中央部からやや下側に以降し、したがっ
て花弁の広がりが上側に展開する文様になる。花芯には格子文の刻みが施される。珠文の数は B1 
に比較して12点と少ない。酸化焼成炎の赤色瓦である。瓦当径約14.8cm。

c類後述のDタイ プと同じく牡丹の花を、横からみた構図ではあるが、やや真上からみた印象を合わせもつ花模
様である。このタイプには灰色瓦はみられず、すべて酸化焼成炎の赤色瓦である。珠文の数は 9点になる。
花芯や花弁の形状からニタイプに細分した。

C 1類 第20図6は文様の下半分を欠落した査科で、それぞれの花弁および花芯の線彫りがシャープになる
もの。

C 2類 同図 7は文様の線彫りがやや浅いため、やや平面的になるもの。瓦当径15cm。

D類同じくすべて酸化焼成炎の赤色瓦で、珠文の数は 9点になる。文様の表現がことなるため二つに細分される。
D 1類 第20図8は瓦当が残る資料で、 C類の様な花弁に線描きがない特徴がある。瓦当径約14.7cm
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第20図 南殿跡 明朝系軒丸瓦
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D 2類 同図 9はD1の文様に同じであるが、花弁の表現を若干変えて輪郭の線彫りが人る文様になる。

(2) 軒平瓦

四枚桶巻き造りの平瓦と瓦当との接合からなる瓦で、瓦当面が倒三角形をなす賓料である。瓦当面の文様は、お

およそ三種類に区別される。

A類 第21図 lは破損しているが、中央部に具像的に描いた牡丹の花がみられる資料である。還元焼成炎の灰色

瓦になる。

B類の瓦当文様は南殿跡にはみられず、北殿跡で得られている。

C類は花柄がかなり抽象的になった資料で、中央に上下に花芯状の円が二つあり、上が円＜格—f状の刻みがはい

り、下側が水滴状に縦位の沈線で表現されたもので、後述のDに比べると偏平である。またそれぞれの両側

には小さい花弁が配されている。両側の斜め上にのびる葉はソテツ状に葉脈が強調して描かれている。酸化

還元炎の赤色瓦。

C 1類第21図 1で、全体にやや肉厚い的に表現されている。

C 2類同図 2は、より刻みをシャープに表現するものである。

D類とした第21図3の資料はほとんど全体の形を失っているが、明らかにこれまでの資料とことなる文様タイプ

である。 C類に近似して花芯状の文様が中央に上下で二つあり 、上側が丁寧な円で、下側がより突出した水

滴状になるものである。酸化還元炎の赤色瓦である。

(3) 甲瓦

ほんど破片からなる資料で1033点出土した。四枚桶き巻作りでなされたもので、側面には分割の目安になる突起

の痕 （縦位の棒のくぼみ）がみとめられ、それを境に側面は割り面になる。凸面はナデ調整がなされ、凹面は上下

側に桶を留める紐痕や布目痕が覆っている。

(4) 飾り瓦

雲型の赤色瓦で 1点出土している。第20図10で半分以上を欠損している。屋根棟の横側に取り付けられるものと

みられ、資料裏面には漆喰の付滸が確認される。酸化焼成炎の赤色瓦になる。

古瓦は便宜的に分類、集計表では、大和系瓦瓦を古瓦Iとし、嵩麗系瓦を古瓦 りと記号化している。

b)大和系瓦（古瓦 I)

大和系瓦の形態別による内訳は、軒丸瓦 0点、軒平瓦 1点、丸瓦26点、平瓦75点の計102点になる。

軒平瓦は第21図5、6に図化した。いずれも唐草文が一部みられる程度で、全体の様子がわからない。

丸瓦は簡部の凸面上に綾杉目と縄目の叩き痕を有するもので、とくに側面に丁寧な調整がなされている。裏側に

あたる凹面には紐目痕が存在し、また離型剤としての白砂が一面にみられるものである。色の内訳は灰色が18点、

褐色が8点になっている。

第21図7、8はいずれも灰色瓦で、凸面に綾杉状の叩き文があり、凹面に紐痕がシャープに残るものである。側

面は丁寧に仕上げられ、8は端部の整形で凹面が面取りがみられる。
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第 1表 南殿跡 明朝系軒丸瓦文様別分類表
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第21図 南殿跡明朝系軒平瓦 I ~ 4. 古瓦軒平瓦 5・6
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第4表南殿跡大和系平瓦 （古 I)残存状況一覧表

携5喪高紛紐高舅藁平瓦 （古D)鰻存状況ー買賽
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第 6表南殿跡高麗系丸瓦 （古II)残存状況一覧表

地 区 名 SR 3 表 土 正殿南flll/試掘 小 計 合

分類 角残 赤 灰 褐 赤 灰 褐 I赤 灰 褐 赤 灰 褐 計

右

I 角
上

杢 I 残
叩 右

I 下
I 

左
下

古 き 計 I 
上

有 角 下 I 
II 残 右

り 2 左

＾ 
計

上
丸 右

羽
-F 

角 ょ
下

7マ

I 状 残 右
上

I" 
瓦 3 ム

• 一・ 上

叩き計有り

完 形

- 角 無 l I 1 

小 計 l I I 
品一

右
上

開 角 左
上

叩 残 右

I 下
系

左I 
下

｀ き 計 I 
上

無 角 下

残 右

し 2 左 I 
計

上
t:; 
下 I 

＇ 上
角 左

下

下

I 
I I 残 右

上
下

3 ム
上

計

完 形

角 饂 1 l I 

叩き計無し 1 I 1 

小 計 I I I 1 2 

合 計 I I 2 
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平瓦は一枚造りとみられるもので、桶巻きの痕や分割面がみられないものである。特徴点は両側面が丁寧に調整

されていて、さらに叩き板の痕がみられず無文様になっている。さらに、表裏面には丸瓦の場合と同様に白砂が付

滸するものが多 く、 布目がみられないないものである。なおこの類の集計では明朝系瓦の場合のように狭端、広端

の区別が明瞭ではないが、便宜的に凹面に広く面取りがなされる端を下とし、面取りがみられない端を上側として

分類集計をしている。色調は赤色 1点、灰色15点、褐色19点に分けられる。

平瓦 第21図11は凹面に面取りがなされる端部側の賓料である。器面には白砂が付約する以外はめだった特徴が

みられない。側面は面取り調整されている。

壊瓦（雁振瓦） 大川清氏により S字瓦と称された系統の資料で 2点出土している。第21図 9は、小さい丸瓦と

湾曲の強い平瓦をつないだ形状をとるものである。破損賓料ではあるが、全体の形態からすると平瓦は両側に存在

するものと推定される。棟の上側などに用される役瓦の一つとして考えられる。瓦の表面の凸面には綾杉状の叩き

がlHあり 、その後撫で調整がなされているが完全に消しきっていない。また表面には細かい白砂が付箔しているの

が観察される。還元焼成炎とみられるが色調は褐色になっている。なお他に叩きがみられない灰色をおびる破片脊

料が 1点得られている。

C)高麓系瓦 （古瓦11)

この系統に屈したft料は計47点で、内訳が軒平瓦 1点、丸瓦 2点、平瓦44点で軒丸瓦は得られていない。丸瓦の

特徴は、表面の凸面に綾杉状の叩き目文があり、一方の裏の凹面には布目痕がみられ、両側の端が、それと分かる

いわゆる分割目安の切り口痕が存在する。いずれも凹面側から鋭い金屈様なものできり込みあれ、残る半分を割っ

た状態のものをしたもので、割れ面は未調整になったものがほとんどである。色調は灰色と褐色がみられた。合計

2点である。

平瓦は桶巻きに近い道具を使用したものとみられ、器側面が分割目安となる切り口痕が凹面側ある。その断面は

半分が金属器具で仕事をしたようにシャープな面をもち、残る半分が割り断面になるものである。凸面には綾杉状

の叩き痕があり 、裏の凹面にはきめの細かい布目痕が存在する賽料である。器面の調整でさらに縦軸の一方は斜め

に広い面取りがなされるが、他方は狭い幅で面取りがあるものもあればないものもあった。総計44点で赤色 1点、

灰色34点、褐色 9点に分けられる。

第21図10は分割目安となる切り込み痕が側面に残る査科で、凸面に綾杉状の叩き文が明瞭にあり 、凹面に布目と

擦痕がみられるものである。

2. 敷瓦

いわゆる斬と称する敷き瓦で、建物の軒下部分や溝などに利用されている。猟は破片；介料を含めて197点得られ

ている。色調や形態で幾つかのタイプに分けられる。報告にあたっては r首里城跡歓会門 ・久慶門内側地域の復元

整備事業にかかる追構調査報告書」記載の基準にそっておこなう。また該分類にない新たな資料については上記分

類に順次加節をした。また色調により赤色と灰色に分けると前者が91点、後者が106点になる。形態的にはC、D、

E、F、Hの五種類が出土している。実測図は第22図に提示した。

分類甚準を提示し森科を報告すると次のようになる。

Aタイプは溝の蓋になる製品で、平面形が長方形、表裏面に袂りが造られ噛み合う造作になっている。

Bタイプは、 Aタイプと組み合わせる資科で、扶りが互い違いになる。上記ニタイプは当該地区からは出土せず、
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外郭の歓会門 ・久慶門内側地域の低い地域で得られている。

Cタイプは下駄の様に二本の足が付く形態のもので高さが約7.2cmを計測する。南殿地区からは28点出土してい

る。第66図10は灰色を帯びている。大き さは縦16.5cm、横15.7cm、厚さ3.2cm、SWP5より出土して

いる。

Dタイプは平面形が長方形で、原さが5.5-6.0cmをはかる。長軸部に袂りが付くものと横側にも袂りが付され

るものがみられる。総数 7点得られている。第22図 1は灰色、縦27.4cm、横26.3cm、厚さ6.0cm、表

土。同図 2も灰色で縦10.8cm、横11.2cm、原さ 5.5cm、表土出土。同図 3は灰色、縦28.15cm、横

18.1cm、厚さ6.5cm、正殿南側階段地区から出土している。

Eタイプは正方形を呈するもので、厚さ別にみると 3-4 cmクラスが45点、4-5 cmクラスが15点、 5cm以上ク

ラスが 2点あり、総数62点になる。第22図4は赤色、縦24.5cm、横24.lcm、厚さ 3cm。 5は赤色、縦

25.3cm、横25.0cm、厚さ3.4cm。 6は灰色、縦24.3cm、横23.9cm、原さ3.3cm以上の三点は正殿と南

殿の接触地域から出土。7は灰色、縦24.6cm、横25.9cm、厚さ4.1cm、表土より出土。

Fタイプは三角形を造るもので僅かに 2点得られている。

Hタイプは平面形が長方形で袂りがみられないものである。ほとんどのこの査料にシックイやセメントの付箔が

認められた。大きさでは以下の七種に細分される。

H 1--・ 長軸23-24cm、短軸ll-12cm。H2…長軸30-31cm、短軸ll-12cm。H3…33-34cm、短軸21-22cm。H

4・・・ 長軸33-34cm、短軸l7-18cmで側面が角が削られているもの。また H4'…として長軸は不明であるが、短軸

が23cmになるもの。H5・・・ 長軸29-30cm、短軸16-17cmで厚さが約 4cmになるもの。H6…長軸30-33cm、短軸

19cm。H7・・・長軸30-31cm、短軸18cmで、厘さは4.5cmになるもの。

今回当該地区から得られているのは Hlが 1点、H2が 1点、 H4が 1点であった。第22図8はHlタイプで赤色、縦

24.9cm、横13.6cm、厚さ3.7cm、正殿前の消水管溝より出土。同図 9は赤色、縦31.4cm、横11.5cm、厚さ4.4cm、

表土出土。

レンガ

大きさのわかる資料は出土せず16点の破片からなる。色調は赤～橙褐色をおびる。表面に部分的ではあるがセメ

ントの付滸がみられ、旧琉球大学時期に花境の縁取りにも使用されたケースもあり 、その関連が用心される。第22

図8は赤色、縦13.6cm、横9.85cm、厚さ5.5cm J 8-J 10、118-120グリットの表土。第66図8は赤色、縦12.1cm、

横10.7cm、厚さ6.1cm、J117の畦より出土。

3. 1t銭

本査料は489点余り得られている。ただし錯化が著しくまた、破損 したものが多く文字の配列から確実に確定で

きるものは172点で全休の35%になる。行銭の種類別では28種を数える。生産地別では中国銭が23種、大和銭 1種、

琉球銭 2種、他に近世以降の新しい時期の日本銭 1種 （大正時期）、米国硬貨 1種からなる。時代別では、中国で．

唐代14点、 北宋代75点、南宋代 1点、明代23点、消代 1点、琉球王代11点、になる。他に江戸時代 7点、大正時代

2点、昭和時代 6点、そして不明査料が317点になる。判読された貨幣の種類を明記すると次のようになる。開元

通宝、太平通宝、 淳化通宝、至道元宝、景徳元宝、祥符通宝、 天祗通宝、天聖通宝、景祐通宝、皇宋通宝、治平元

宝、熙寧元宝、元豊通宝、元祐通宝、紹型通宝、型宋元宝、崇寧重宝、大観通宝、政和通宝、咸淳元宝、洪武通宝、

永楽通宝、大世通宝、党水通宝、乾隆通宝、無文銭 （旭目銭） 、一銭、 1セント硬行などになる。追構での出土状
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第 8表南殿・古銭一覧表

拓本 晶 古銭名 出土地点 時代 初鋳年・西暦 直径 重砿 咎体 残存文字
NO 

36 l 閑元〇宝
SR 2 唐 会昌5年後 845- 2.38 2.55 隷 上・下・左 背上「洛」
B石列

41 2 太平通宝 自~10-119-K0-120 北宋 太平典国元年 976 2.45 3.3 楷 完形品

28 3 淳化元宝 J J0-118地畔区畔 北宋 淳化元年 990 2.51 4.4 行 完形品
J 10-118 

5 4 〇道元宝 南殿表土 北宋 至道年間 995-7 2.48 2.45 草 右・下・左
r至」の文字が欠損していると思われ「至道冗宝」と
与えられる。

7 5 景徳元宝 南殿表土 北宋 穀徳 2年 1005 2.50 9.95 楷 完形品 N012 3枚直ね 「皇宋通宝」と重ねる

8 6 祥符元完 南殿表土 北宋 大中祥符元年 1008 2.54 10.5 楷 完形品 4枚重ね

30 7 祥00宝 表土A 北宋 大中祥符元年 1008 2 43 1.4 楷 上 ・左 ＂と羊名 「ら宝れ」が欠l"Jlしていると思われ「祥符元宝J
え る 。

40 8 天紐00 J 10-]18地区畔 北宋 天●年間 1017-21 1.4 楷 上 ・右
r;ili」「土」 が欠祖していると思われ「天紺通

J 10-118畔 宝」と考えられる。

14 ， 天聖元宝
J 9-)]3地桜区畔
J i-113 土 北宋 天聖元年 1023 2.55 4.0 

ざ勿., 
完形品

12 10 天聖〇宝 西方遺構確認試掘 北宋 天堅元年 1023 2.47 2 2 楷 上・右・左 「元」が欠損していると思われ「天聖元宝」と考えられる

13 ］］ 景祐00 南殿表土 北宋 禁祐元年 1034 1.55 楷 上 ・右 rと元名」 「ら宝れ」が欠祖していると思われ「棗裕元宝」
Jえ る。

7 12 臭宋通宝 南殿表士 北宋 宋元元年 1038 2.46 9.95 蒙 完形品 NO 5 3枚重ね「景徳元宝」と匝なる。

33 13 梨宋通宝
!ti殿
J 10-K表土 北宋 宋元元年 1038 2 .44 3.75 袂 完形品

32 14 臭〇通宝 南殿 J8-113 北宋 宋元元年 1038 2.53 2.25 紐易 上・右・左 「宋」が欠損していると思われ「皇宋通宝」と考えられる。

39 15 嘉00宝 南殿表土 北宋 嘉祐年間 1056-63 1. 75 楷 上 ・左 「嘉祐通宝」が「涵祐元宝」のどちらかと考えられる。

27 16 治平元宝 南殿表土 北宋 治平年!Ml 1064-7 2.42 3.2 楷 完形品

43 17 熙率元宝
S R I 北宋 熙率元年 1068 2.33 3.65 .,,家, 完形品
石例A

3 18 元数通宝 南殿表土 北宋 元翡元年 1078 2.36 3.65 行 完形品

3 19 元澁〇宝 南殿表土 北宋 元翌元年 1078 2.38 2 40 行 上・右・左 「通」が欠損していると思われ「元豊通宝」と考えられる。

I 20 元祐〇宝 南殿J8-9113表土 北宋 元祐元年 1086 2.44 2.8 袋 上・右・左 「通」が欠損していると思われ「元祐通宝」と考えられる。

29 21 元祐00 J 9-119毅土 北宋 元祐元年 1086 2.42 1.95 が家 上 ・右 「通」「宝」が欠損していると思われ「元祐通宝」と考えられる。

2 22 紹聖00 J 9-ll3地区畔 北宋 紹堅元年 1094 3.38 4.1 行 上 ・右 「元」「宝」が欠損していると思われ「紹聖元宝」と考えられる。
J 7-113 ， 23 座宋元宝 南殿表土 北宋 建中靖国元年 1101 2.42 3 4 蒙 完形品 拓本直し

31 24 崇〇重〇 J 9-113地区畔覆 北宋 崇率元年 1102 3.45 隷
（半~ 分） 「寧」「宝」が欠損していると思われ「崇寧重宝」と考えられる。

Tli駁 J7-113 土 上 ・ 右

10 25 〇観00 J 9-113 SR I 北宋 大観元年 1107 1.0 楷 下
「大」 「通」 r宝」が欠損していると思われ 「大観

SR I 撹土 通土」とサえられる。

15 26 政和通宝 南殿表土 北宋 政和元年 1111 2.48 3.55 袋 完形品

18 27 政000 市J殿 SRI 北宋 政和元年 1111 0.9 隷 上
「和J r; 恥 「:;ii:jが欠担していると思われ「政和

9-113 SRI覆土 通宝」とどえられる。

21 28 〇和通宝 J 9-111表土 北宋 宜政和和年元年間1119-112151 2.57 4.2 隷 右・下・左 「政和通宝」か「直和通宝」のどちらかと考えられる。

17 29 〇和00 南殿表土 北宋 'h政:和和年年1用JI19-25 
間 1111 1.5 隷 下 「政和通宝」か「宜利通宝」のどちらかと考えられる。

4 30 咸〇元0 南殿J9-JJ0-117 南宋 成淳5年 1269 2.29 1.35 楷 上 右 寮」 「考立え』が欠損し(·~て..tい.「る五と思われ「成浮元
.:li.Jと られる（ 」の文字）

6 31 洪武通宝 排表土土より採集 明 洪武元年 1368 2 31 4.5 楷 完形品

24 32 洪武通宝 !t区i穀畔跡・地区J11覆3地
J 8-7-113土 明 洪武元年 1368 2.20 3.55 楷 完形品

26 33 洪武通宝 Th区殿跡地
K3-112 明 洪武元年 1368 2.10 3. 75 楷 完形品 背右「一銭」の文字

42 34 水楽通宝 南殿表土 明 1411 2.51 3.4 楷 完形品

19 35 大世通宝 南殿 琉球 1457 2.36 4 2 楷 完形品 大世王尚泰久

38 36 究永通宝 南殴表土 rヽ日l-, 本J -• 1624 2.47 2.55 楷 完形品

20 37 乾隆通宝 J 10-119-120 .. ()-.,, J 乾隆元年 1736 2.55 3.3 楷 完形品 裏に文字有り

11 38 無文銭 南殿表土J8-113 2.0 1.25 無文 完形品

22 39 無文銭 南殿表土 1.39 0 45 無文 完形品

25 40 無文銭
SR 2 1.90 1 2 無文 完形品
B石列

34 41 無文銭 J 5-117表士． 1.90 1.4 無文 完形品

16 42 銭 南殿表土 大正
- (大正9年製） 2.30 3.65 完形品1920 

23 43 銭 J 10-118 大正
- (大正9年製） 2.30 3.55 完形品1920 

35 44 1セント 束束!lJ南階階段段表土 - 1958年製 1.90 3.0 完形品

44 45 1セント K 4 -lll表陪 - 1964年製 1.90 3 1 完形品
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第 9表 北殿跡 ① 円盤状製品地区別表 （比率）

＼ 材質

lトレンチ Iトレンチ？トレンチI3トレンチI3トレンチコンクリート 石垣 正殿北
樹穴 弾穴 螂 IL6/1東北部表． 土 計

材伐
一試掘l 下 層 下層 ＝試揺3 下層 パイプ溝 北側 側壁面 ~LS.119-1?0撹乱層 比宇計

瓦
I 

1.10% 

I 

I 14.29% 
14115.38% I 13 

褐釉陶 器
I.IO% I.IO% I.IO% 2.20% 2 I 2 2% 5.49 36.26% I 

45 49.45% 1 I I 2 5 I 33 

無 釉陶器
I I 

I 7.69% i 1 / 7.69% 
I 

施釉陶 器 l.10~ I 4.40% I 2.20% 

I I 
I 3.30% 31 10 I 10.99% 4 2 I 

磁器 （染付）
l 10% I 

I 

I 1.10% 1.10% 2.20% 
5.49% 1 ， I l 2 

5 

I 10% 2.20 I I 1.10% 
磁器 （青磁）

2 I 
4 4.40% I I I I 

磁器（白磁）
I I 

I l 10% l I I 10% 

I 

I I 3 3% I I 
土 器

I 3 
3 3.30% 

瓦 器 l 1.10~ I 
I I 

I I/ 1 IO% 

ガ ラ ス I I 
I 

1.10% 
l I 10% 

1 

合 計 I 4 
I 71 31 31 3 I I 51 64 91 I 100% 

地区別比率計 I 10% 4.40% I I 7.69% I 3.3% 3 36% 3 30% 1.1% I s.49% 70 32% 100% 

第10表 ② 円盤状製品 大きさ別表 （比率）

~ J 1.0-1.9 2.0-2 9 3.0-3.9 4.0-4.9 5.0-5.9 6.0-6 9 1 7.0-7.9 計 材質比率計

瓦 s. 78~ I 2.2% 2.2% 
I 

2 2% 
14 I 15 38% 

2 2 2 

褐釉陶器
30 77% 14 .29% 3.3% 1.1% 

45 I 49 45% 28 13 3 1 

無釉陶器
1.1% I.!% 3.3% 2.2% 

7 I 7.69% 1 1 3 2 

施釉陶器
3.3% 5.49% 2.2% I 

1。1 10.99% 3 5 2 

磁器（染付）
1.1% 2.2% 1.1 % 1.1 % 

I 
5 5.49% 1 2 I 1 

磁器（肖磁）
2.2% 1.1% 

I 

1.1% 

I 
4 4.4% 2 1 1 

磁器（白磁） I 
I 

1.1 % 

I 1 I 1.1 % 
l 

土 器 I
1.1 % 2.2% 

I 3 I 3.3% 1 2 

瓦 器 I
I 

1.1% 

I 1 I 1 1 % 
l 

ガラ ス
1 1 % 

I 1 1.1 % 
l 

合 計 7 40 25 I 10 7 2 91 100% 

I 

大きさ比率計 7.69% 43.96% 27.47% 10.99% 7.69% 
I 

2.2% 100% I 
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第11表地区別一覧表

No / 地 区 名 材質 直径 厚さ 直釦）

1 首南 殿表 土 褐釉 2.05 0.65 4 第12表 円盤状製品サイズ別②

2 南 殿 )10118 褐釉 1.91。.8 4 三材質

1.0 , 2.0 3 0 4.0 5.0 6.0 
合計

材質
-1.9 -2.9 -3.9 -4.9 -5.9 -6.9 比率計

3 南殿 Jgll3S R 1 褐釉 1. 5 0.8 3 瓦
2.78% 5.56% 1.39% 2.78% 

9 12.5% 
2 4 1 2 

4 南 殿 表 土 無釉 1. 7 0.5 2 褐釉陶器
2.78% 36 11% 27. 78% 6.94% 1.39 

54 75% 2 26 20 5 l 

5 南殿 T p 褐釉 3 .1 0.85 12 無釉陶 器
1 39% 2.78% 1.39% 

4 5.56% 1 2 ］ 

6 南 殿 表 土 褐釉 3.4 0.8 13 施釉陶 器
1.39% 1.39% 

2 2. 78% 1 1 

7 首 南 殿 褐釉 3.5 0.7 12 磁器 （染 付）
1.39% 1.39% 1.39% 

3 4 17% 1 1 1 

8 
南殿 覆土

染付 2.8 0.65 8 
K。-K 1120-121 

合 計 4 30 24 10 l 3 72 100% 

， 南 殿 表 土 褐釉 4.0 1.05 30 大きさ比率計 5.56% 41 6i% 33.33% 13.89% 1.39% 4.17% 100% 

10 南殿東南階段表土 染付 3.6 0.4 8 

II 南 殿 表 土 褐釉 4.0 0.75 18 

12 南殿 S W P 2 瓦 4.5 1. 5 38 

13 南 殿 表 土 無釉 4.9 0.8 32 

14 表 土 J 6 .114 褐釉 6.4 1.0 64 

15 南殿 2号溝(S¥¥IP 2) 瓦 6.0 1 7 86 

16 南殿 S W P 2 瓦 6.5 1.75 75 

第13表素材別一覧表

心区 SR I SR 2 SR 3 SR 4 SR 7 S¥VP2 I SWP5 
19113 東南 南殿

表土
正殿南

合計
材質

地区畦 階段 T・P 側試掘 比率計

瓦 6.94% 1.39% 4 .17% 
9 12.5% 5 1 3 

褐釉陶器
1.39% 1.39% 1.39% 1.39% 1.39% 1.39% 2.78% 1.39% 4.17% 55. 55% 2.78% 

54 75% 1 1 1 1 1 1 2 I 3 40 2 

無釉陶器 2.78% 2.78% 
4 5.56% 

2 2 

施釉陶器 1.39% 1.39% 
2 2. 78% 

1 l 

磁器（染付） I 
1.39% 2.78% 

3 4.17% l 2 

合計 l 1 1 1 I 5 l 2 3 3 48 5 72 100% 

地区別比率計 1.39% 1.39% 1.39% 1.39% 1.39% 6.94% 1.39% 2. 78% 4.17% 4.17% 66.67% 6.94% 100% 
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況については第 8表に示した。第23図。

4. 円盤状製品

総数72点得られている。素材に瓦、黒褐釉陶器、無釉陶器、施釉陶器、磁器 （染付）の五種類の破片を使用して

円盤形にした二次製品である。最的には第13表に示すように最も黒褐釉陶器が多かった。大きさでは、最も小さい

もので直径が約1.5cm、最も大きいもので約6.5cmを計測する。任意に大きさ別に分類すると第12表のような分布

になる。羅的には瓦、黒褐釉陶器が比較的多く使用されている印象があり 、大きさ的には施釉陶器、無釉陶器、磁

器などは中サイズか小形のものに集中する傾向が強かった。第24図。

5. 硯

図化 した資料は 4点である。第25図 lは池部分が破損した資料で、墨を擦る部分には斜位方向の数条の掻傷が

残っている。素材の色調は灰色の資料である。裏面には図で示すように「六ノ三、儀間仁應」の引っ掻き文字が残

されている。同図 3は摺り部分の破片で赤紫を呈する。完全資料ではないが大型の査料と考えられる。同図 2は灰

白色を呈する破片である。池部分がこれまでの資料に比較 して深い特徴がある。石質はやや粗い。同図 4は先の 3

と同質の赤紫色の胴部の破片である。大きさは最も小型の資料になる。

6. 砥石

第25図 5は欠損資料であるが、平面形が短冊型をした定角の石製品である。残った部分は吊り下げる頂部にあた

り有孔になる。器面は黒く光沢があり細かな擦痕がみられる。素材は千枚岩質。孔の大きさ0.4cm。残存重羅20g。

焼石 2

7. 玉類

図示したのは大中小の三点である。いずれも丸玉の有孔品である。大形は半分欠落しているが大きさは復元可能

でやや楕円を呈する。水色をした器面は風化しいて光沢がなく細かい気泡が観察される。中形は完全形で水色の光

沢が残っている。大中の二つは同じ製造法とみられ細かい無数の平行した曲線がめぐっている。小形は前記の二点

に比べ透明度のあるやや緑色に近い色をして、器中に大きな気泡がみられる。

8. 煙管

形状が釣金状をした吸い口部分が二点得られている。いずれも素材は磁器質で、表面の釉の剥離と風化が進み灰

白色をおびるが、僅かに緑釉が残り 、全体に掛かっていたことが知られる。第24図15は J10-K 0、同図16は表土

出土。
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第25図南殿跡 硯 1-4、砥石 5、骨製品 7- 9、石製品 6・13、王 10-12・14、煙管15・16
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， 骨製品

第25図 8は立方体の骨製賽で、極めて大きい丸の掘り込みで目を付てある。器面は研磨されているが、風化のた

め彩色の有無は不明である。一辺の長さが 1cmをはかる。 J9 -117覆土。

第25図 7は鮫の背骨を筒状に加工したもめで、側面に研磨痕が認められる。すり鉢状の中央部に極めて小さい孔

がみられる。ただし人為的には小さく自然の様に観察される。器の直径が2cmになる。首里正殿南側試掘 1出土。

第25図 9は骨製歯ブラ シの柄の部分資料である。縦軸にやや反りがつけられ、柄の断面は図に示すようにやや多

面体になるような研磨がなされている。現存長9.4cmを計測される。首里正殿南側試掘 ］出土。

10. 石筆

残存の長さ 3cm、太さ0.4cmの箸状資料。表面は風化し灰白色をおびる。第24図13。

11. 石製品

ここで紹介するものは小物に属する資料である。小破片で全体の形状は不明であるが、一面のみに彫 り込み模様

と透し模様が施されている。第25図6。 J7-113の覆土出。

12. 石器

石を素材として、その大きさが手持ちで可能な製品を当項目として報告する。形態により石斧 (1)、叩き石

(1)、石弾 (3)、砥石 (1) の四種類からなる。

第26図 1は平面形が幅広でやや偏平の石斧で、側面には稜線が残る研磨品である。刃縁は細かい剥離痕が観察さ

れるが、その上から細かい叩き痕がおおい、いわゆる刃つぶしがなされている。報告書によっては皮なめ し石器と

も称される資料である。器面の研磨は比較的丁寧になされ、わすかに胴部と頭部に製作時の叩き痕が残されている

程度である。素材は斑レイ岩。法最は長軸10.7cm、横軸7.lcm、厚さ2.8cm、重抵355gになる。表土出土。

同図 2の叩き石は、長軸に長い自然の礫を素材とした資料で、湾曲した一面のみに細かい叩 き痕が覆つている。

逆側の端部は自然面になるが手擦れの様な風化面になる。長軸 9m、横軸 6cm、重址510gになる。表土出土。

同図4、 5、6はいずれも半分を欠する球体の資料である。器面は全体に細かい整形による叩き痕がめぐってい

る。 4は7.9 X8.3cm、璽量375g、SR 3遺構出土。 5は7.4 X 8.3cm、重最250g、 J7 -115表土。 6は8.3X

8.2cm、重籠430g 0 

同図 3は鋭く細い金属を研いだとみられる偏平な砥石資料で、平たい両面は、数条の細い溝をつくっている。厚
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第26図 南殿跡 石器 （石斧 1、叩き石 2、砥石 3、石弾 4- 6) 
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さ2.8cm、重醤510g、首里城南階段跡出土。

13. 石造製品

建物に付属する石造物製品で、欄干の部材になるもからなる。親柱の小破片 (1)、束柱部分 (1)、龍柱小破片

(2)の四点が表土から得られている。なお微細片であるため、当該地区の資料は図化を省略した。

14. 自然遺物 （貝殻）

首里城北殿地区から得られた貝類は、戦中、戦後の攪乱にあ ったためか、総個体数の56.68%の 6割りが攪乱陪

からのものである。貝種は、 25科62種類からなり、総個休数367点を数えた。生息地別にみると 、海産22科57種類

(359点）、陸産 3科 3種類 (8点）に大別される。さらに海産貝は、巻貝と二枚貝からなり前者が17科44種 (248

点）と67.57 %を示し、後者が7科15種 (111点） 30.25%と圧倒的に巻貝が主として持ち込まれていたことが数字

で知られる。なお、巻貝、二枚貝いずれも個体数の集計分類に際しては、完形賽科、殻頂部を残す賽料、破片資料

の三種に分け、数批として表に掲載されるのは完形賓料と殻頂部賽料を対象にした。

巻貝を種類別に、最的な採集状況をみると、マガキガイ 15.53% (57点） と最も大批に採集された貝になってい

る。つづいて、ヤコウガイの蓋9.54% (35点）、チョウセンサザエの蓋5.72% (21点） 、オニノツノガイ5.72% (21 

点）、ヤコウガイ4.63% (17点）となる。

同じく 二枚貝を種類別にみると、アラスジケマンガイ18.8% (69点）、ホソスジイナミガイ2.72% (10点）、ウラ

キッキ1.63% (6点） 、チョウセンハマグリ 1.36%とになる。

生息地別にその数が多い科でみると、リュウテン科25.89 % (95点）、その生息環境は潮間帯中 ・下部、千瀬、礁

斜面およびその下部の岩礁、転石である。続く科目の記述をすすめると、マルスダレガイ科25.34% (93点）、 潮間

帯中 ・下部の岩礫底、砂泥底、砂底、スイショウガイ科17.44% (64点）、亜潮間帯上縁部岩礁、タカラガイ科

7 .63% (28点）、潮間帯中 ・下部、潮間帯上部、千瀬岩礁と、いずれにしても岩礁に生息する貝を主として採集さ

れている。

陸産貝については、 3科 3種類で総数8点と、全体からすると2.18%とわずかに出土したにすぎない。

参考文献

沖縄県教育委貝会 r古我地原貝塚』

沖縄県教育委員会 rカイジ浜貝塚』

沖縄県教育委員会 r喜如嘉貝塚』

肥後俊ー ・後藤芳央 『日本及び周辺地域産軟体動物総目録」

波部忠重 ・小菅貞男 『標準原色図鑑全集 3、貝』

-61-



貝の生息地の分類

外洋～内洋 水深 底質

I 外洋 ・サンゴ礁域 〇 潮間帯上部 (Iではノッチ、 mではマングロープ） a 岩板
1 潮間帯中 ・下部 b 転石

n 内湾 ・転石地域 2 亜潮間帯上縁部 (Iではイノー） C 岩礫底、破泥底、破底
3 干瀬 (Iにのみ適用） d マングローブ植物上

III 河口干湯 ・マングローブ域 4 礁斜面およびその下部 e 淡水の流入する礫底

N 淡水域
5 止水

6 流水

7 林内
V 陸域 8 林内 ・林縁部， 林縁部

10 海浜域

11 打ち上げ物
'i1 その他

12 化石

個体数の算出は下記のようにおこなった

1. 巻貝は殻頂部を有する貝と 、殻頂は欠損しているが3/4以上残存している完形に近い貝を 1個体とした。

また、リュウテンサザ工科の貝は殻数／藍数を示し、その多い方を飛少個体数とした。

2. 二枚貝は殻頂を有する貝を左右それぞれ集計し、その多い方を最少個体数とした。

丸瓦破片集計概略図 （平瓦の場合も同様の区分）
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平瓦破平集計概略図 （丸瓦と同様の分割でおこな う）
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第14表 首里城南殿巻貝出土状況
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第15表 首里城踪南殿二枚貝出土状況
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第1V章北殿跡の調査

第 1節北殿建物の沿革

俗に （ニシヌウドゥン）と称し、 （議政殿）ともいわれる。創建年は明かではないが、首里城正殿と同じく尚真

王代 (1477-1526年）と推定されている。正殿に向かって左（北側）に南面して建ち、正殿とは郭で連結され、南

殿に相対する。中国からの冊封使接待のための建物で、ふつうは評定所に使用されていた。すなわち、王府の三司

官が下僚の評定主取や執者などと政務を執る所だった。さらに廟議もこの御殿で開かれた。そこで御殿のことを一

名、議政殿ともいう。その規模も正殿に比べて小さく 、質素である。1709年（尚貞41)正殿 ・南殿とともに焼失し

たが、その後再建。 19年（尚敬7)渡来の冊封副使、徐保光の 『中山伝信録』には （北宮）として出てくる。廃藩

置県 (1879)後、陸軍省の管轄下にあったが、1909年 （明治42年）首里区に移管、その後放置されていたのを36年

（昭和11年）に修復して沖縄郷土博物館として用いていた。45年、沖縄戦で焼失。建物は0.9mの石造碁壇上に建

てられ、規模は十一間四面、平家建て入母造り本瓦葺き，面積は462m2である。正面中央3見は葺下ろしの向拝が

突出して玄関となっており、左右と背面にそれぞれ一間の出入り口があり、各入り口へは石段で上がるようになっ

ている。壁はたて羽目 ・目板打ち、柱は円柱、内部は高さ約l.lmの板張りの嵩床。柱や梁などには竜が描かれ、

中国風の装飾になっているが、建物自体は中国建物ではなく、琉球独特であったという 。

参考文献

又吉真造 「首里城北殿」 r沖縄大百科辞典』中巻 沖縄タイムス社

第 2節 遮構調査の概要

北殿跡の地域は、発掘調査時点では樹木林と 、旧大学の校舎の床面にあたるコンクリート敷きが残り、また東側

の一部は駐車場（正殿跡）へ向かう道路敷きになっていた。いずれにしても当該地はすでに平坦地になっていて地

上の歴史的構造物はみられなかった。以上のように平坦地であることからグリット設定はおこないやすく 、表面の

瓦礫攪乱部の除去からはじめた。その後、調査地区全休に旧琉球大学の排水管、電気管などの埋設物構造物や植樹

による植え込みの土坑、さらに直径が約 8mの砲弾の穴などが多く現れた。遺構はわずかに旧大学の構造物の間に

はさまるように発見された。追構の種類は方形石組迫構、石列、石積み遺構などからなる。 しかし北殿の基壇に相

当するような石積はついに終盤まで確認されず、すでに調査が完了し埋め戻されている正殿の北側脇に付く階段遺

構の接続関連から追跡することにした、その結果、北殿地域にあった往時の地表面およびその上部にあるはずの構

造物は、ことごとく削平され、確認された調査レベルは当時の地表面より40-50cm下になってるいことが判明した。

当該レベルに検出した遺構は、したがって当時の建物の地下部分におよんだ施設であることが知られた。なお、こ

れら追構の検出と並行して北殿の甚壇下部の状況を調べるため東西南北軸を考慮して三本の断割りトレンチを設定

した。発掘の結果、この地域が造成されて平場が確保されていたことがわかってきた。以下、前述の遺構、造成地

業について略述する。

1. 方形石組遺構

SWlは、L5 -ll2グリットより検出された。旧琉球大学のパイプ埋設により南側の一辺が破壊されているが、
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平面形が長方形になる。長軸の残存長1.3m、短軸0.5m、深さが約0.8mになる。

SW2は、 L8 -112グリット出土。ほとんど破壊され、その規模がつかめない。深さは約 1111をはかる。SR

4の石積みと切り合い関係にあり、当遺構が古くなる。

2. 溝

S WP 1 南北方向に敷かれた地瓦で確認された。ほぼ5m程の長さで残っていた。溝は同質の地瓦を立て組み

合わすものであるが、破壊され根元部分が僅かに認められるのみである。溝幅は24cmになる。出土状況から地下

に埋設された暗渠になっていたものとみられる。

SWP2 南北軸に付設された石組みの溝で、残存状況は悪く長さ約1.5m残っている状況である。溝の内側幅

24c~ ・をはかった。

SWP3 南北軸に長さが約2.5mのみ残る石組み遺構である。溝幅は約2.4cmになる。

3. 石列

S R 1は、正殿の北側にあって、L字状にさらに北側面に展開する石垣である。

S R 2は、南北軸に積まれているもので、根石は砲弾痕の客土の上に存在していることから旧琉球大学の石垣で

あることが判明した。

S R 3は、正殿側に最も近い東西に展開する石積みで西側では SR 5に若干軸をずれながら接続するようにある。

S R 4は、現調査地区の最も北側に位僅し、東西方向に積まれた石積みである。約33111の長さで遺存し、東は正

殿側へ、西は奉神門側へと展開している。今同の調査地区ではその接読状況については確認できなかった。石の大

きさが30-40cm台のものを使用している。

SR 5は、前記の SR4に平行するように内側へ約2.4mにさがった位置に積まれている。石の大きさは30-

40cm台の石が多く認められる。その展開は西は奉神門側へ、東は SR 4へやや接近しながら正殿側へつづている。

4. 造成地業

北殿の基壊は往時の表土面ごと 、そっくり削りとらてれていて検出するは不可能であった。いずれにしても基壇

以下の土層の確認は必要であったため、建物の位置に相当する部分に三件のトレンチを入れて下陪の状況をみるこ

とにした。 トレンチは現地面から約3.4mまで掘り下げた結果、人為的な造成層を確認する ことができた。以下、

その状況を記述する 第 8図。

第I層 暗褐色の石灰岩礫混じりの土層で、部分的に赤土と灰色土が筋をなすところや、土層のみが多くみられ

るなど、部分的に変化がみられるが、基本的には一つとみられる。得られた賽料では貝殻、瓦類が多くみられた。

本層の上位は旧大学の造成で攪乱をうけ、図面の表面は旧大学の構造物 （コンクリ ー ト敷き）を撤去後の整地面に

なる。なお部分的に赤土と黒色土が確実に分離して堆積している箇所がみられ、それぞれを次の様に細分してある。

I a層は暗茶褐から暗赤色をおびる土が帯び状に堆積するもので石灰岩礫も多く滉じるている。 lb層は石灰岩礫

滉じりの赤～灰色の土層である。

第II層 石灰岩礫を中心とする層で、礫が石粉になった状態の箇所もみられた。南側の第 1トレンチではほぽ水

平体積をするが、北側に移行する第 2、3トレンチでは北側にむかって傾斜面になる。

-68 -



-69 -



~---
／ ＼

ノ

一
/
 ー）。

＼
 

ヘ

i¥
,-/

 

竺
ぐ（。。

ヽ
／
 

)

‘qノ

E
 

/

＼

l
 

し

r
ー

0

(

 

／
 ノ

／
 

/
-

．
 

)
 

。
＼
 一

0

,

｀
）
 

＼
 

（
 

／
 

0

チ
．
ン

I
）
 

（
 

レ卜3

/

 

第

ノ

ー
-0 。O

゜

。

/

0
 

゜
一

l
 

0

0

]
 

0

、1
1

9

(

＇
、ク

0

0

 

-
0
0
 

---,,.._--べヽ I✓----.. 
I ;- '-, V " 

／ ' 0 
I 

＼ 

L~I ゜ O <> oo u万
I -フ

I " I l ~'\ ~ -) '- r,✓ ..__ q'、/ ＼ 、-、 <>. 0 ¥ 

＼ ゜) )
¥ f 
'--ノ

》ヽ

。

/
（
¥／

ー
／

＼

ー
／

＼

ー

／

、-

＼
 

＼
ー
(
¥

＼

＼
 

＼

＼
 

＼
 

＼
 

＼
 

¢
(O
 (／＼＼、ー／

ー＼＼ー

I/iJ:
／
 

／
 

／
 

ーー
l
l
 I

 

ー

゜
oo 

正殿跡

l
l
ir
-
I

—
ー

―

--
第27図 北殿跡 遺構平面図

-70 -



-71-



。O

r-~ 
＼ノ， J,

.;~ . 
~ 

dO  

.; /: . ¥ごヽソ 、--'¥ ,,,0'1 
幻 y_ ・o)) "'l 

叉つ 。o'-~o~'-

。`ぺ~ow、へ （ ．
〇 ッ 0 •• 

0

0

 

゜

ク
．
 

0
)
 

o
;
 

0
 

J
 

8
 

Q／
ー

o

]

）／

＼
 

＼
 

一
/

.
 
．
 
＼
 

アスファルト

校内道路

北殿跡遺構平面図 10

-72-



-73 -



゜d 

．
 

0

0

 ．
 

此
啄
o
o
o
 .
.
 

. oo 
゜

o゚。

9
 乙

ヽ
）

.,̀̀ 
．

＼

 

}

＼

 一

。

ゞ

會

0

0

7

(

O

o

 

/

/

｀

`

 

ダ

／

0

/

/

 

0
.
 

o
/f. 

。

り。

.゚
0
 

-
。

1、°

゜

女
ー
＞
＼

£。
、(S
 

/

I

 

。O
0

0

 
0

0

 

。

9

e

o

 

f
¥`
＼`

o
 

＼
 

ヽ

一~.. ．．、

アスファルト
校,,、J迅路

第29図北殿跡遺構平面図11

-74 -



-75 -



／
 

。°。
()0゚

0が゚

ヘ＼＼心芯砂
＼ご｀戸°ジ

（ 
／る 0,舟 ('

, i 

b ¥¥.,_;----, 涵
00  ---...., 
＼望ヽ

‘ 
゜

ヽ _,,,l I 

(、{~ICo 

oO 

＼ 

)̂ 
0

0

 

第30図

~I 

゜

-76 -



-77 -



ご
゜゚
゜O 0 

゜
゜遠舎

° ゚.., 

?o 

第31図北殿跡遺構平面図 13

-78 -



|  7 9  |  

第
3
2
図



第皿層 赤土と黒色土が混在した土層で、不揃いではあるが石灰岩礫も含まれている。 また第 3トレンチでは間

に礫層を挟み互層をなしている。堆積状況は下層面は北に傾斜している。石灰岩粉石混じりの黄褐色土層で、部分

的に礫層をかむでいる。

第w層 土はほとんどみられない下位の石灰岩礫の堆積陪で、厚さが約80cmをはかる。

第V陪 赤土～黒色土混じりの土層である。

第VI層 石灰岩礫層である。

第VN層 第皿層、第V層に類似した赤土と黒色土が混在した土層である。第 2トレンチにて基盤の暗褐色を確認

され、厚さが約85cmを計測した。

第 3節遺物

北殿跡で検出された遺物は多岐にわたる。ただ遺構の項目で概述したがほとんど、戦後の破壊と攪書が著しく 、

明確な共伴資料として確信をもてるものは、試掘トレンチから出土した極めて一部のものであった。遺物の紹介は

種類ごとに一括して掲載し、集計では遺構で得られたものについては各追構ごとに掲載してある。出土した遺物の

種類は次のとおりである。

石造製品 （龍柱、高欄、礎石）

金属製品 （釘、鎧、兜、弾丸、鉄鏃、その他）

瓦製品 （高脆系瓦、大和系瓦、明朝系瓦、載瓦）

陶磁器 （中国産陶磁器、高麓系陶磁器、東南アジア系陶器、日本陶磁器、沖縄製陶器、その他）

瓦器

陶質土器

土 器 （グスク系土器、タイ産土器）

銭 貨 （中国銭、大和銭、琉球銭、米国銭）

骨 製品 （骨鏃）

玉 類

石 製品 （硯、砥石、碁石類）

自然遺物 （貝殻）

石 器 （石斧、敵打器、砥石、石弾）

現代遺物 （砲弾、弾丸類）

その他 （円盤状製品、煙管、骨製柄ブラシ、石筆）

なお、陶磁器類については資料が膨大で今だ整理が完結してないため、今回は北殿跡地区の断割りトレンチから

一括資料として得られものに限って報告することした。

• 第 1トレンチ
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出土遺物

器類はすべて破片で、青磁 (880点） 、白磁 (44点） 、高麓青磁器 (15点） 、染付 (21点）、束アジア系染付 (1点）、

黒褐釉陶器 (531点）、天目 (22点） 、瓦器 (26点）、土器 (138点）、須恵器 (2点）などが出土している。また僅か

ではあるが樅乱部からの混入した沖縄産施釉陶器類 (17点）がみられた。

1. fr磁

破片査料ではあるが、器種別に分類すると碗 （口縁部198点、底部57点）、皿 （口緑部59点、底部 4点）、盤（ロ

緑部37,i,罰、底部21点）、壺 （口縁部 3点、取っ手 1点、底部 2点）、香炉 （口縁部 0点、底部 1点）、不明破片 （ロ

縁部 7点、胴部486点、底部 4、1罰）になる。時期を示すよう な特徴的な器種で概観するなら、碗では無鏑蓮弁文碗、

無文の玉縁碗、外反碗があり、皿では外器面に蓮弁を配した口折れ皿、内外面に凹面の蓮弁を施した腰折れ皿、内

外面や口唇部に凹面の迎弁を施した輪花型の皿がみられる。盤はいわゆる鍔縁盤が多く、口唇が直状に立上るタイ

プと n唇が水平方向に肥厚し輪花状になるタイプがみられる。また内面に蓮弁文を配した内湾口縁盤、無文外反口

緑盤が得られている。壺では洒会壺の蓋、身（器）が出土している。以下記述は観察表に示した。

2. 白磁

白磁は破片；行料からなり総数44点が出土している。器植別には碗 （口緑部 9点、底部 0点） 、皿 （口緑部 8点、

底部 2点）、杯 （口縁部 1点、底部0点）、不明破片 （口縁部 1点、胴部17点）からなる。特徴的な器種をあげると、

碗では外反口縁碗で見込みに花のスタンプ文様が施文されている。皿では第40図6、11の外器面に突出する線描の

蓮弁校様があり、べた底 （内面中央は上げ底）になるものがある。

第40固8は口径推鉢8.lcrnをはかる小碗である。口縁部は外反する。素地は淡灰白色で釉も透明なものを使用し

ている。貰入が器面にみられる。

同図 7は素地が黄色味を呈する白磁皿である。外反する口縁部の口縁推算12.6cmである。極めて細かい貰入が

はいる。高台脇は無釉になる。

同図 3は微弱な外反をみせる碗の口縁部破片である。胴部から口縁部までそのまま厚さを減じないで整形したも

のである。淡水色を呈する白磁で釉も安定し光沢がある。器面の部分的に小さい気泡の痕跡がたまに認められる。

同図 6は口緑部が内湾し、底部は平底でやや底衷は凹面になる。外面の口縁部から底部脇まで突出する線描きの

連弁様の文様がある。釉は白色で内面はすべてと、外器面は口縁部の僅かな部分のみで、口唇はかきとり、またそ

の他も霧休している。中国福建、徳化窯の白磁。

同図10は商台の低い皿の高台査料である。見込み部分に魚の浮き文が破片ながらみることができる。素地は暗黄

色味をおびる白色で細かい貫入が走っている。高台は削り出しによるもので低い。また邸台部分は無釉になる。邸

台推鈴5.9cmになる。

同図 9は高台底径が5.3cmと小さい皿の麻台破片である。素地は白色で釉も光沢がある。貫入がほとんどみられ

ない。窃台脇から無釉になる。14世紀~15世紀に相当する。

同図 2、4は碗の裔台賽料である。 2は畳付けの幅が1.0cm、4も1.0cmと広く 、また高台裏は浅い削り出しな

る。釉は邸台脇から裏ま で無釉になる点は共通するが、前者は見込み部分は無文でそのかわ り細かい貫入が無数に
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はしっている。後者はスタンプ文が配されている。素地は灰白色をおびる。

同図 5は一見は青磁になるもので、素地が青灰色を呈する。見込み部分に菊状の文様をスタンプしている。釉は

光沢があり、畳み付けから裏面が無釉になる。高台径が5.8cmをはかる。

3. 高麗青磁

破片総数15点で、内訳が口縁部 9点、胴部 6点からなる。器種はほとんど皿形をなすものと推定されるもので

あった。第39図 9-11、12は素地が灰色～褐色をおびた内湾した資科である。

4. 染付

破片資料ではあるが、器種別に分類すると碗 （口縁部 9点）、皿 （底部 1点）、杯 （口縁部 3点）、不明破片 （ロ

縁部 1点、胴部 7点）になる。また口縁部の 1点であるが東南アジア系染付がえられている。以下代表的な資料を

記述する。

第39図13は元染付けの碗型の口縁部資料で内湾しいる。外器面に唐草文様、内器面の口縁部に平行して波状の文

様を描く 。釉は部分的にとくに箪がとまり、濃くなったとろこが黒く他の部分にくらべ光沢がなく鉄錆状にもみえ

る。器壁は厚く0.6cmになる。

同図14は腰部で深く内湾し口縁部で外反する破片である。小型の碗になる。外器面に文字や花柄文がはいされ、

内器面では口縁部に二状、見込み部分にも破損が著しいが二条の円圏がみられる。

同図15は同様に外反した口縁部の資料で、外器面には菊文様が描かれている。

同図17は壺の肩破片である。破損面はガラス質で光沢がある。内器面は無釉で外器面に三条凹線でえがきその上

から呉須が塗られている。なお二次的な焼成を受けている模様で器面が荒れている。東南アジア系の磁器とみられ

る。

5. 黒褐色陶器

破片資料からなるが、特徴的な部位で器種別に分類すると 、碗 （口縁部4点、底部 1点）、皿 （口縁部 l点）、鉢

（口縁部10点）、急須 （胴部 1点）からなる。

6. 天目

口縁部 6点、胴部13点、底部3点の計22点出土してる。図化は代表的なもので第43図7-11に示した。
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7. 瓦器

瓦質土器は合計25点出土した。そのうち特徴的な 7点を図化した。口縁部は 2点 （第 1図 1、 2)、把手 1点

（第 1図3)、胴部 2点 （第 1図4、5)、底部 1点 （第 1図6)、不明 1点 （第 1図7)が出土している。

第44図 1の口縁部は口唇部が平たく、肩部が張った鉢型で、色調は灰褐色で中心部は灰黒色をしている。胎土に

は石灰質砂粒が含まれている。文様は 1条の沈線文が引かれ、その下に菊花文 （直径1.5cm、花弁15枚）がスタン

プにより連続して施されている。

同図 3の口縁部は鉢型で、色調は淡灰褐色である。胎土は精練されており密、混和材に石灰質砂粒が含まれてい

る。文様は無く 、器面調整に箆による回転擦痕、撫でがみられ、手ざわりはとてもスムーズである。

同図 5の把手は土鍋様の耳型にあたるもので、少し湾曲している。色調は灰色で、胎土には微量の石灰質砂粒が

含まれている。文様は把手側面に箆による沈線文が4条引かれており、上面にはスタンプによる菊花文 （直径

1.5cm、花弁13枚）が2つ、下面には 3つ連続して施されている。なお、この菊花文の直径は、第44図 1のものと

同じ大きさであるが、花弁の数が異なる。

同図 4の胴部破片は、色調が表は暗灰色で裏は灰色である。胎土は精練されていて密、極めて細かい気泡が含ま

れている。器面調整は外面には回転擦痕があり、内側には箆（幅約 3cm)による撫で、削りがみられる。

同図 5の胴部破片は、色調が表は暗灰色で裏は灰色である。胎土には細かい気泡、混和材として石灰質砂粒が含

まれている。文様はスタンプによる菊花文 （直径1.5cm、花弁17枚）が3つ連続して施されている。

同図 6の底部は、色調が灰褐色で中心部は灰色をしている。胎土は精練されており、微羅の石灰質砂粒が含まれ

ている。器面調整は内側には箆による撫でがある。側面は剥離し、凹凸があるため調整痕は見受けられない。底部

から胴部への立ち上がり部分が若干外へはみでる形で立ち上がっている。

同図 6の不明破片は、色調が表は灰黒色で裏は灰色をしている。胎土には石灰質砂粒が含まれている。文様は表

に格子目（直径約2.5mm)が叩きにより全面に施されている。器面調整で裏側はそれほど丁寧に調整されてなく粗

面である。

8. 土器

土器は 1トレンチから口縁部が 1点 (0.74%)、胴部が134点 (99.26%)の合計135点が出土した。胎土及び、整

形の違いからニグループに大別できた。

I類 ・・ 混入物に石灰岩粒子がみられるもので、器面上に多くそれを露出するものとそれが剥離し多孔面でおお

うものがある。本グループの整形はナデ調整が主体で、概して調整時の指頭痕を残すものがあり 、器面に凹凸がみ

られる。

[I類 ・・ このグループは石灰岩粒子が含まれず、きわめて粒子の細かい黒色物質、ガラス質の鉱物が大最に混じ

るものである。器面の調整は I類に比較すると、その調整は良好でスムーズな曲面を保持している。また特徴的な

点は混入物が器面上に露出するものが多く、手触りはザラザラ感じるものがある。

I類は41点 (30.37 %)、[I類は94点 (69.63%)と分類できた。なお、器型については、すべて破片のため現段

階では判別できない。

第 1図 1の口縁部破片は口縁部が直口状ないし若干外折し、立ち上がりは短く、肩がはるように胴部に移行する

壺形である。色調は明褐色、胎土には滉入物として極めて粒子の細かい黒色物質、赤色物質、ガラス質の鉱物が含

まれている。器面調整は箆によるナデがみられ、手触りはザラザラ感じる。Il類に分類される。
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首里城北殿跡青磁観察一覧表

第図 トレンチ 府 器種 分類 ロ径底径 I器高釉（外面） 釉（内面） 素地 器形、文様、貰入

第33図 1 下 層 碗 廿磁 14.71 - - 施釉厚く、 淡緑色 百灰色 微弱な玉縁、直□口緑。箆描き
l 口緑部 光沢有り。 気胞有り の蓮弁文様

淡緑色 微粒子
堅緻

2 ,, ，， ，，， ，，， 
17. o I― 淡緑色 ，，， 淡青灰色 直口口縁、箆描き蓮弁文様（内

気胞有り 面に曲線文）、貫入有り
微粒子

3 ，， 上陪 ，， ，，， 13.0 5.4) 15.5 i炎腎緑色 I淡存緑色 青灰色 微弱な玉縁、外面に箆彫 り蓮弁

I I 
気胞有り 文様、高台裏は無釉

I 徴粒子

4 ，， 下陪 ，， ，， -I - 淡l火杏色 淡灰冑色 行灰色 ロ唇部は舌状になる 、箆彫りに

I 
気胞有、微 よる蓮弁文様
粒子、堅級

5 ,, ，， 'l ❖ 
- I - I― 暗灰緑色 暗灰緑色 淡青灰色 箆描きの曲線文、外反口縁釉は

気胞有り 匝く光沢がある
微粒子

6 " ，，， ,, ，， -I― I ― 
暗緑色 I暗緑色 淡青灰色

微粒子
箆彫りの線にちかい蓮弁文様

7 ,, ，，， ケ I 17.0 I - I― 耀緑色Ii炎醗緑色 行灰色 微弱な外反口縁、釉は光沢があ
気胞有、微 るが細かい貫人が多い
粒子、堅緻

8 ク

下陪I ，， ，， 14.7 暗灰緑色 賠灰緑色 暗行灰色 口縁器壁薄く 、外反する器面に
白色混入物 細かい気胞有り
微粒子， ，，， ケ ，， ,, 15.4 -Ii炎黄緑色 1淡剪緑色 淡黄灰色 内底広く、王縁口縁

釉だれ 釉だれ 白色混入物 無文様
気胞有り
微粒子

10 ，， ，， ，， ，， 15.35 -I― 淡灰緑色 淡灰緑色 淡行灰色 内底広い、外反口縁

I 
やや微粒子 器面にロクロの擦痕有り
気胞有り

11 ，， ❖ ,, ❖ 15.81― I -i炎褐緑色 淡褐緑色 百灰色 王縁口縁、縦位の貫入がみられ
白色混入物 る
やや微粒子

12 ,, ,,. 

I 
ケ ，， -I ― I B音褐緑色 l暗褐緑色 暗行灰色 玉緑口縁、貫入あり 、器面風化

黒、白色混 が進む
入物
やや微粒子

13 ，， ,, ，， ，，， I -I― 
暗灰緑色暗灰緑色 百灰色 王縁口縁、透明な釉買入がめだ

白色混入物 つ
I 気胞有り

やや微粒子

14 ク I上荊 I❖ ケ -I― 
-i炎灰野色 淡灰斉色 青灰色 器壁は薄い。外反する口縁

微粒子

I 堅緻

第34図 ケ I下庖
，， 

1 

,, 
|― |― |― 

暗灰緑色暗灰緑色 暗灰色
微粒子

匝手の口縁、微弱な外反を示す

2 ,, 

I 
ク ，， ，，， -I― . 

，，， 

I "' 暗灰色 玉縁口縁、貫入がみられる
気胞有り

I 徽粒子

3 ,,. ，，， 碗 ，， 4.1 -Ji炎青緑色 淡青緑色 青灰色 畳付は四角に丁寧に整形、無釉
古"'' ム口 白色混入物 になる。釉は安定

I I I 気胞有り
微粒子

4 ,, 

） 

，， ，， 
5.4 • - I ,,. ，，， 青灰色 内底而にスタンプ文様

白色混入物 岱付より内側は無釉
気胞有り

I 徴粒子

5 ，， I下培
，， ，， -I 6.o 暗灰緑色 暗灰緑色 暗緑灰色 高台脇に蓮弁文様、内底面に花

気胞有り 文様、代付より内側は無釉
微粒子

6 ,,. ，， ，， ，，， 5.8 暗緑色 暗緑色 灰色 見込み中央露胎、高台哀は無釉
白色混入物 になる

I I I I やや微粒子
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第図 トレンチ 陪 器 種 分類 ロ径 底径 器高 釉（外面） 釉（内面） 素地 器形、文様、四入

第34図 1 下陪 碗 冑磁 6.6 淡灰緑色 淡灰緑色 灰褐色、底 嵩台低く広い。畳付より赤く露

7 高台 部にいくに 胎している

したがって
淡茶褐色、
白色混入物

8 ケ
,, .. 4.8 "' 

，， 行灰色 畳付より内側は灰色に露胎して

白色混入物 いる
微粒子
堅緻

， ，， 下層 図面復元 ，，， 13.0 5.55 3.65 11 ，，， 冑灰色 口折れ皿、折り部の稜は明確、

可能な皿 白色混入物 外面に箆彫りの蓮弁、内底面に

微粒子 奥の文様あり

堅緻

10 ，，， ,, 皿 ，， 11.8 暗灰緑色 ，，， 暗育灰色 口折れ皿、外面に箆彫りの連弁

ロ縁部 気胞有り 文様、釉は匝く、貫入多い

微粒子
堅緻

11 ❖ .. ,, ，，， 12.0 5.5 3.9 淡褐緑色 淡褐緑色 淡腎灰色 口折れ皿、外面に箆彫りの蓮弁

白色混入物 文様、窃台裏は無釉になる

微粒子

12 ,, ケ ケ 11.6 暗緑色 暗褐色 青灰色 傾めの口折れ皿、釉は厚く安定

気胞有り する。外面に箆彫り迎弁文様

徴粒子

13 ，， ，，， ，， ,,. 21. 7 暗灰緑色 暗灰緑色 胄灰色 口折れ1lil、箆彫りの蓮弁文様施

光沢あり 光沢あり 気胞有、微 釉は邸くなされている

粒子、堅緻

第35図 ,, ，，， 

’’ 
,;, 12.45 6.6 3.85 淡斉緑色 淡守緑色 粁灰色 内外面、箆彫りによる細かい蓮

1 気胞有り 弁文様が丁寧に施されている

微粒子

2 ，，， /; 内湾皿 ，，， 12.5 胄緑色 脊緑色 行灰色 口唇部に刻目、内外に箆彫りに

,, 気胞有り よる蓮弁文様

微粒子

3 ，， ,, ，，， 11.8 淡緑色 淡緑色 青灰色 口唇部に刻目あり、内外面に凹

微粒子 線状の連弁文様

堅緻密

4 ，，， 下 層 ，，， ❖ 12.4 緑色 緑色 冑灰色 内面1こ箆彫りの曲線文様

気胞有、微
粒子、堅緻

5 ,, .. ，， ,; 11.6 6.1 3.7 淡灰緑色 淡灰緑色 淡青灰色 外反口縁、内底面は赤く露胎、

気胞有り 、代付より内側は無釉

微粒子

6 ，，， ，， ，，， 暗緑色 暗緑色 行灰色 外反口緑皿、釉は光沢がある。

微粒子 四入明瞭

7 ，，， ，，， ，， ，， 淡褐緑色 淡褐緑色 淡灰褐色 外反□縁皿、釉は匝く、光沢が

気胞有り ある
微粒子

8 ，， 上陪 ，，， ケ 淡灰緑色 淡灰緑色 行灰色 口折れ皿、釉は厚く施釉される。

気胞有、微 光沢有り

粒子、堅緻

， ，，， 鉢 ，，， 9.5 ，，， ，， 淡灰w色 高台は低く、代付より内側が無

高台 気胞有、微 釉になる
粒子、堅緻

10 ケ 下陪 ，， ，，， 7.6 釉はl豆く、 淡緑色 淡胃灰色 内底面に花のスタンプ文様、外

光沢有り、 気胞有り 器面に箆彫り連弁文様、嵩台裏

緑色 微粒子 は赤く館胎している

11 ，， ，， ,,. ，， 6.5 淡褐緑色 淡褐緑色 淡茶褐色 内底面は露胎し、文様も象lj離し

白色混入物 ているが存する、代付より内側

気胞有り は無釉
やや微粒子

12 ，， ,, ，，， ,., 6.8 淡育緑色 淡百緑色 行灰色、底 外面に蓮弁文様、邸台裏は赤く

部は茶褐色 露胎している

気胞有り
. 1敗粒子
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第図 トレンチ ~ 器種 分類 1口径底径器高釉（外而） 釉 （内面） 素地 器形、文様、四入
第36図 1 I 下序碗 廿磁一 7.0 i炎灰緑色淡/:J-i籍色 灰色 内底面にスタンプ文様

l 古l"l ム口

I 
底部は茶褐 窃台裏ぱ蛇ノ目状の施釉

I 
色、気胞有
微粒＋

2 ，，， 

I 
，， ，，， -I 11.0'- I ，，， 淡灰緑色 暗粁灰色 I内底面に花のスタンプ文様、:I'::

微粒子 付から内部は露胎しているI 

密I 
3 ケ 下 殴皿 ,,. 6.0 -I ,, ，， 淡胄f灰色 器壁が4-5 mmと薄い。伐付が

I 
舌向 ム口

気胞有 り 細く 、鈴胎しているI I 微粒子

4 ,, .,. 碗 ケ

- j 7.0'― 
青緑色 青緑色 Ii炎加灰色 箆彫りの述弁文様。内底面は赤I 古「句 ム口 微粒子 ＜露胎する

密堅緻

5 ,, I I ，， ，， 
- 14 2 ー 暗緑色 暗緑色 胃灰色 外面は蓮弁文様、代付から内側

I 
黒色混人物 は無釉になる, I 微粒子

I 堅緻

6 ，，， 下 吊 ，，， ，，， 

|― 
4.9 暗灰緑色暗灰緑色 灰色、白色 施釉は薄い。翌付から内側は露

混人物 胎するI I 微粒十

7 ，，， 上 附盤 ，， 27.4 暗黄褐色暗黄褐色 存l;J(色 口唇部が立上がる 内面は細か
口縁部 気胞有り い蓮弁文様、細かい四入多い

＇ I I 
I 

I 微粒子
堅級

8 ，，， 下 庖 ,, ,, 28.4 -I -淡存緑色 i炎存緑色 淡灰色 ロ唇が直口、内面に細かい蓮弁

I I I 気胞有り 文様が配される
微粒子， ,, ,, 

I 
，，， ,,. 25.5 淡灰縁色淡灰緑色淡i'r灰色 I 口唇が直口、内面に細かい；迅弁

気胞有り 文様、大きい四入布りI I 微粒＋

第37図 ,, ，，， ,, ,, 25.6 昭緑色 暗禄色 淡廿灰色 内側に蓮弁文様、施柚は序く光l 気胞布り 沢がある

I I I I I 微粒子

2 .,. ，， ，，， 

"' I 22. 5 暗灰緑色暗11く録色行灰色 弁先が四角い蓮弁文様を内側に
白色混人物 施す。袖は光沢有 りI 

I I 気胞布りI 微粒 f-
3 11 ，，， ,, ，， 24 .8 

― |― 
淡灰褐緑淡灰褐緑 茶褐色 内面に細かい蓮弁文様
色 色 白色混入物

I I I 
気胞有りI やや微粒子

4 ,, .,, ，，， ク 淡青緑色.i炎存緑色 淡灰色 玉縁口松、内面に細かい蓮弁文
気胞有り 様

I I 微粒子

5 ，， ,, I <- ，， -I I --暗灰緑色暗灰緑色 淡サ灰色 内面に蓮弁文様、柚はfit<光沢
気胞有 り をもつ

I 微粒子

6 ，， ，，， ，，， ，， 

-I― |― ; 

,, 

I 

,, 
存灰色 内面に細かい蓮弁文様
気胞有り

I 微粒子

7 ，， ，，， I ，， ，， 
l ― |― ― | 

，， I ,, 甘灰色 内面に蓮弁先が四角い文様、柚

J 気胞有り は光沢があるI 微粒子

8 ,,. 

I 
I ，， 1, ―l― , -Ii炎茶褐色 淡茶褐色 淡肌色 内面に細かい蓮弁文様

白色混入物 施柚は薄くなされている

I I ; 気胞有りI 微粒＋， ，，， 下居 ，，， ,, -I --i炎青緑色 淡寺緑色 i炎行灰色 口唇は波状になる
＇ 気胞有り I内面は幅の広い蓮弁文様

＇ I I I I 微粒＋

10 ,,. 
’’ I ,, ❖ 

― |―I -I ❖ 
！ 

，，， 甘灰色 1口唇が肛く、幅広の巡弁文様を
施す
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第図 トレンチ 陪 器種 分類 ロ径 底径 器高 釉（外面） 釉（内面） 索地 器形、文様、貫入

第38図 1 下層 盤 行磁 22.6 淡茶褐色 淡茶褐色 肌色 内符口唇を呈する

1 口緑部 気胞有り 釉は薄いが光沢がある

微粒子

2 ，，， ,, 皿 ，， 24.1 淡W緑色 淡青緑色 淡f.r灰色 口唇近くで外反する原手の皿、

口縁部 白、黒色混 内面に圏線有 り

入物、微粒
子

3 <, ❖ 古l'>J ム口 ，' 8.1 ，，， ,, 淡茶褐色 ゴケ底、嵩台裏は赤く露胎して

気胞有り いる。釉は原い

微粒子

4 ，，， ,,. 皿 ，，， 5.0 淡灰褐色 淡灰褐色 淡斉灰色 高台は低く、見込みと窃台裏は

古fU) ム口 微粒子、密 同様に円＜鈴胎する

5 ,,. ,,. 盤 ，，， 10.4 暗灰緑色 暗灰緑色 淡W灰色 線に近い述弁文様 （内面）高台

窃台 気胞有り 裏に焼窯の石が附苅

微粒子

6 ，，， ,, ケ
,, 15.0 暗緑褐色 暗緑褐色 淡行灰色 内面に波状の箆彫りあり。高台

気胞有り 裏中央は赤く露胎

微粒子

7 ,, /; 
,, ，， 9.4 淡灰緑色 淡灰緑色 淡灰褐色底 釉焼成が悪いため、ほとんどつ

部にいくに やがない。高台衷中央は赤く露

したがって 胎する

淡茶褐色、
白色混入物、
微粒子

8 ,,. ~ ，， ，， 8.9 暗緑色 暗緑色 行灰色、黒、 内面に線に近い蓮弁文様が施さ

白色物質混 れている

入気胞有り
微粒子

， ，， ,, ，， ，，， 10.46 淡灰緑色 淡灰緑色 淡胃灰色 内底に隆起する圏線有り

白、黒色混 釉は匝く半光沢

入物
気胞有り
微粒子

10 ,, ，， ,, ,., 13.6 淡斉色 淡守色 淡1-r灰色 内面に蓮弁文様の凹が認められ

微粒子 る。高台裏中央は無釉

第39図 ，， 上培 ~ 一 白磁 白色 白色 淡胄白色 ロ縁が薄く外反を呈する。釉は

1 口縁部 黒色混入物 光沢がある

微粒子
堅緻

2 ，， ？ 胃磁 暗緑色 暗緑色 斉灰色、 t牧 口緑部が直口する

口縁部 粒子、密、 ロ唇部のみ無釉

堅緻

3 ,, 下培 ,, ,, 5.4 ,, /,, 行灰色 すかし彫の器の破片

微粒子
堅緻

4 ，，， 底 部 ，，， 3.0 淡灰緑色 淡灰緑色 淡1引灰色 ゴケ底をなす

気胞有り
微粒子

5 ，，， ~ ,ー4、ピ "' 
，，， ，， 濃灰色 把手中央に凹線有り

把手 気胞有り 釉に光沢がなく、窃罷l''f磁に似

微粒子、密 る

6 ,, 上層 香炉 ,,. 暗灰緑色 ，，， 青灰色 すかし彫の器の可能性有り

（足）？ 気胞有り

底部 堅緻

8 ，，， 下 府 酒会壺 ❖ 
,,. ク’ 百灰色 酒会壺（菟）

（盗） 気胞有り

ロ縁部 白色混入物
微粒子

7 ，，， 酒会壺
,,,. ，， ,,. 斉灰色、微 酒会壺底部

高台 粒子、堅級 高台脇に線状の述弁文様
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第図 トレンチ 陪 器種 分類 I口径底径 器高 釉 （外面） I釉（内面） 素地 器形、文様、貫入

第39図 1 下陪 皿 耀 青 磁 14.5 - )― 行灰色 行灰色 寺灰色 口縁部は内湾
9 

I 
ロ縁部 文様沈線文様→ 白 堅緻 器面は光沢が少ない

I I , は白色 色 微粒子

10 ~ ク ，，， ，，， I -I - 行灰色 淡黄灰色 内側が淡茶 内而の文様が半円状

I 
文様→白文様→白 褐色、外が

I 色 色色 ・黒灰 青灰色、堅

I 緻、微粒子

12 ，， 

F 

❖ ，， 
I -I――  存灰色 青灰色 青灰色 半円状の文様は白色と暗緑色の

文様→淡文様→i炎 気胞有、微 線からなる

I 黄白色 黄白色 粒子、堅緻

ll ，，， I 

I 
ケ ケ - -I -I緑灰色 緑灰色 百灰色 文様はささの葉状

I 

文様→白文様→白 気胞有り
1 色 色 ・黒褐 微粒子

I I色 堅緻、密

13 /,, ケ 碗 染付 14.8I - 青白色 青白色 淡冑白色黒、 元素地を食う（特徴）
口縁部 呉須は紺 白色混入物 鉄が多いユウリ黒

I 
色の濃 気胞有 り

I 

I 
微粒子
堅緻

14 ケ ，， ク ，，， 9.7 青白色 行白色 淡存白色 文様は「屈蘭」の字「唐草文」

I I 
呉須、暗呉須、淡 微粒子 「花文」がみられる

I 行色 iそ色 堅級

15 ，，， I ケ ,,. ／／ 

- ' I 

ク

I 
，， 淡行白色 外面「花文」

I 
微粒子
堅緻

17 ，，， 

I 
❖ 壺 ，， 

I -I — • 一
淡灰色 淡灰色 淡灰色、気 東南アジア系

頸部 呉須は紺 胞有、微粒
色 子、堅級

16 ,, 皿 ，， 
|― 

6.2 淡斉白色 淡胃白色 淡行白色 小破片のため文様の形状は不明
底部 I呉須は淡 呉須は紺、 微粒子

I 音色 I 淡ff色 堅緻、密

第40図 'l 下陪 碗 白磁l19.4 ―Ii炎音白色 淡胃白色 淡行白色 微弱な外反口縁
l 口縁部 黒色混入物

I I 
I I 気胞有り

微粒子
I I 

2 ク ,, i底部 ,, - 5.5 - l炎灰色 行灰色 胄灰色 邸台は広く低い、釉は高台脇ま

I I I I 
黒色混入物、でなされる

I 
気胞有、微
粒子、堅緻

3 ，， 
i 碗 ，， 

118.4 一 I淡緑白色 淡緑白色 青灰色、微 微弱な外反口縁
口縁部 粒子、堅級 縦位の買入がみられる

4 4脅 I下陪 1喜台

，， 5.5 淡青灰色 淡青灰色 淡黄灰色 碗中央にスタンプ文様がある
黒色混入物、 高台裏の削りは浅い

I 気胞有り
I 

やや微粒子

5 ，， 
’’ 

，， ,, 5.8 百灰色 胄灰色 行灰色、微 見込み中央に菊花文様
粒子、密、 釉は光沢がある

I 堅緻

6 ,, 

I 
,,. 皿 ，， 13.7 -Ii炎灰白色 淡灰白色 淡灰白色 第 8図11と同一個体、「福建徳

口縁部

I 
気胞有、微 化窯白磁」
粒子、墜緻

7 ，，， ク ，，， ,, I 12.6 ― , ― 淡黄白色 淡黄白色 淡黄白色 外反する口縁、器面には細かい
気胞有り 買人が多数入る

I やや粗粒子

8 ,, ❖ 小碗 ，，， 8.1 淡青白色 淡脊白色 淡白灰色 口縁は外反、光沢のある釉には

I 
口縁部

I 
気胞有、密 貫人多い

I 微粒子
堅緻， ，， 皿 ,, 5.3 淡黄灰色 灰褐色、気 見込みにスタンプ文様

I 
古r↓•l ム口

I I I 
胞有、微粒

I 子、堅緻
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第図 トレンチ 庖 器 種 分類 ロ径 底径 器高 釉（外面） 釉（内面） 素地 器形、文様、貫入

10 1 下層 皿 白磁 5.9 淡黄灰色 黄灰色 淡黄灰色 見込みにスタンプ文様

古＇ロ ムロ 気胞有、微
粒子、堅緻

11 ,, ❖ 
,,. ❖ 7.7 淡灰白色 淡粁白色 淡灰白色 外面に凸帯の蓮弁文様

気胞有、微
粒子、堅緻

12 ，，， ，， ，，， 5.1 ，，， 淡灰白色 淡灰色、と 高台の削り出しが粗い

ころどころ
暗い灰色
気胞有り
微粒子

13 ❖ ，，， 碗 ’’ 16.3 （クリー 淡黄白色 淡黄白色 軽い外反口縁

口縁部 ム色） 気胞有 り 縦位の大きな買入が走っている

淡黄白色 やや微粒子

第41図 ,,. ,, I,, 施釉掏器 12.3 淡灰褐色 淡灰褐色 淡肌色と灰 磁器質

1 色、白色混
入物
微粒子

2 ，，， ，， ~ ，， 14. 7 淡白灰色 淡白灰色 淡灰茶褐色 沖縄製陶器

白色混入物 下地に白化粧

徴粒子

3 ，， ，， ,.., ヽnd• ，， 17.6 黒褐色 涅褐色 淡褐色、白、 大形の逆 L字状肥原口縁

ロ縁部 茶色混入物
やや粗粒子

4 ，， 下 層 <, ，，， 18.4 ，' 褐色とi炎 淡灰褐色 逆 L字状肥瞑□縁

肌色 白色混入物

5 ，， ，， ，，， ，， 16.9 淡緑褐色 淡緑褐色 灰褐色 逆 L字肥原口縁

6 ,, ，， ，， 茶黄枯困器 18.9 淡黄褐色 淡黄褐色 淡黄灰色 逆 L字状口縁形で、釉に光沢が

微粒子 ある。
第15図2.11に類似

7 ，，， ，， ,, 施釉掏器 14 .0 淡茶褐色 淡茶褐色 肌色、茶、白 ロ唇部が無釉

色混入物 逆 L字状口縁

気胞有り
やや微粒子

8 ，，， ❖ ，， ,., 13.1 暗褐色 淡褐色と 肌色、茶、 玉緑口縁、釉は光沢がみられる

淡肌色 白色混入物
微粒子

， ，， ，，， ，，， ，， 10.4 黒褐色 茶褐色 淡茶褐色 玉縁口縁
白、茶色混
入物
微粒子

10 ，， ，， ，，， ，， 10.4 淡灰褐色 淡茶褐色 淡茶褐色、 王秘口縁

白色混入物
微粒子

11 ，，， ，， ，， ，， 9.5 無釉 肌色 肌色、砂粒、 玉縁口紋で、口唇部が菟を受け

黒色混入物 る様な凹をめぐらす

やや粗粒子

12 ，， ,, ,, ~ 12.6 黒褐色 淡茶褐色 淡黄褐色 玉縁□緑
白色混入物
気胞有り
微粒子

13 ，，， ，， ,, ,, 13.4 茶褐色 淡灰褐色 暗灰色、白、 玉緑口縁

茶色混人物 内面は無釉

気胞有り
やや微粒子

14 ，，， ，， 鉢 ，， 16.2 ，， 茶褐色 肌色、茶、 玉縁u縁

口縁部 白色混人物 内面は無釉
微粒子
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第図 トレンチI陪 I器種 分類 口径底径器裔 I釉（外面） i釉（内面） 素地 器形、文様、貫入

第41図 1 下層 1香炉施釉陶器 11.5 - 灰色 淡灰色釉 淡灰褐色 二次焼成を受ける
15 

I 
白色混人物 玉緑状の口縁形
微粒子

16 I ，， 上層壺 ，，， 淡黄褐色淡茶褐色 中心は灰色、I逆 L字の肥厚口縁

I口縁部 外にした
がって淡茶
褐色、茶、

I I 
I I I 白色混入物

I やや微粒子

第4/図 I ❖ 下陪碗 ，，， 5.6 -I; 炎灰褐色 暗灰緑色 灰色と黄灰 器窃の低い碗、口縁部の内外面

I 
底部 色、黒、白 と内面のみが施釉、謀台は低く

色混入物 広い

2 I ‘‘ ク 口縁部 里褐色掬器 15.9 無釉 無釉 淡茶褐色 同部でくの字状に曲る器
白色混人物 口縁部は曲線のすかしが施され
微粒子 ている

3 I ヶ ，，， I胴 部 I施釉掏器 -I― |― 淡黄褐色 淡黄褐色 淡黄灰色 光沢のある釉、内面もきわめて
（茶黄） 微粒子 簿く施釉されている

4 I ケ 'l ,, 黒褐色悶器 淡褐色 淡茶褐色 茶、茶褐色、 紐状の凸帯文様を付した胴部片
白色、ガラ

I 
ス質、茶色
混入物、気

J I 胞、やや枡
粒子

5 I ❖ ，， l壺 ,, - 17.0 - Ii炎茶褐色 茶色 外而は1紅褐 1胸部、底部の器/.r,J:は近い
底部 色で内面は 立上りがななめに呉っすぐ向う

I I I 
淡肌色とう
つりかわる
茶、白色混
入物

I I I -II閃？ ' 気II包有り
やや粗粒子

6 I ，，， I ケ I ,, I ,,. -I 14.4 破片 露胎破片 外面が肌色，I底面からの立上りが直に近い
め釉のため釉内にいくに

I I 
色不明 色不明 したがって

淡黄灰色、

I I 白色混入物、
気胞有り
徴粒子

7 I ,, ，， ，， 'l 12.8 ,,. 淡褐色 茶褐色、白 I立上りがそりかえる形
色、ガラス

I 
I I 質混入物

微粒子

8 I ,, ,, ，， I ，， -I -I -Ii炎灰褐色 茶褐色と 茶褐色、白 I外器面の整形は粗い
淡灰褐色 色混入物

徽粒子

第4i3図 I
,, 上層 ，，， ，，， 16.5 底部近く 無釉茶褐 内側茶褐色 そりかえる様な立上をみせる素

の た め 釉 色 で外側へい 地は赤褐色

I 

色不明 くにした 気胞有、やや微粒子
がってi炎茶

I I 褐色、白、
茶色混入物

2 I ,, 下層 ,, ,, 12.4 暗草色 淡茶色 淡茶色 底部森料で、この部分は基本的

I 
（無釉） 白色混入物、 に無釉、釉だれで色が判別され

I 
I I 

気胞有り た

I やや粗粒子

3 I ,, ，， ，，， ク 13.4 底部近く 無釉 淡茶褐色 I畳付から斜めに真っすぐ立上る

I 
のため釉 淡茶褐色 茶、白色混

I I がおよば 入物
なし、 やや微粒子

4 I ，， ，， ,, 施釉掏器 15.41 - 淡黄褐色 施釉淡黄 淡黄灰色 外而は畳付近くまで施釉、内面
（茶黄） 褐色 微粒子 は薄く全体になされている

5 I ，，， ，，， I ❖ ，， 13.4 底部近く 茶褐色 茶褐色 器面調整として箆削り 、箆によ
のため釉 白色混入物 るナデ、底部は争I)離している
の色不明 やや微粒子

-102-



第図 トレンチ 層 器種 分類 ロ径 底径 器高 釉 （外面） 釉 （内面） 素地 器形、文様、貰入

第43図 1 下陪 弱 土器 11.4 茶褐色 黄褐色 茶褐色、赤 頸の短い口緑音ll'tt料

6 口緑部 （無釉） （無釉） 黒、白色、
ガラス質混

入物
微粒子

7 ,,. 碗 ，，， 濃茶褐色 濃茶褐色 淡黄灰色 口唇が舌状に尖がる

口縁部，， 気胞有り
白色混入物
微粒子
堅緻

8 ，，， ，， ❖ ，， 淡灰褐色 淡灰褐色 淡黄灰色 器面は二次焼成のためかいちじ

微粒子 るしく風化している

堅緻密

， ，， 上層 ，， 天 目 12.0 濃茶褐色 i&l茶褐色 淡黄灰色 口唇はやや丸くなる

微粒子

堅緻

10 ，，， 碗 ，， 4.4 茶褐色 ❖ 中心灰色 削り出し高台、内底中央凹む

高台 外にむかっ
て淡灰褐色、
白色混入物、
微粒子
堅緻

11 ,,. -le 
,., ，， 4.8 淡灰褐色 慇褐色 灰色 内底中央わずかに凹む

白色混人物
微粒子

堅緻

12 ，，， 下 層 水注 陶器 無釉 褐色 褐色 素地は黒灰色

堅緻

13 ，， 鉾 ❖ 8.6 黒褐色 淡灰褐色 淡黄灰色 内面灰白色釉が施される代付か

.... (u). .L.-口ヽ 気胞有り ら内側は無釉

堅緻
微粒子

第44図 ,,. 下培 鉢 瓦器 無釉 無釉 中心部は黒 内沼形の口縁部

1 ロ縁部 褐色外にい 横位に菊花文のスタンプ文様有

くにつけi炎 り
灰褐色
白色混入物
気胞
微粒子

2 ,,. ，， 鉢 ’’ 
，， ，， 灰色、白、 菊花文のスタンプ文様有り

胴部 黒色滉入物
やや微粒子

3 ，，， ，，， 小 鉢 ，， 14.0 ，， ，， 灰色、白色、 ロ唇断面が舌状を呈する

口縁部 ガラス牲混 内沿形の口縁

人物
微粒子

4 ❖ ，， 底部 ❖ 28.6 ，， ，， 淡灰褐色、 器内外面を丁寧になで整形

口縁部 白色、ガラ
ス質混人物、

気胞有り
やや粗粒子

5 ，， ，， 把手 ケ ，， ，， 灰色 横位の把手、上下面に菊花文の

白色混入物 スタンプ文様

微粒子

6 ，，， ,, 胴部 ，，， ，， 淡灰褐色 表面全体に格子状の叩き痕があ

白、黒色混 る

入物、気胞
有り
やや祖粒子

7 ，， ，， 円盤状 ，， ,, 灰色、茶色、 円盤形の破片

俯衣IJ aCl a 白色混人物、底面の角が丸くなる

気胞布り
やや柑粒子

8 ，，， ，， 胴部 ，，， ，， 灰色 外面はやや黒色にススがつく

気胞有り
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ハンネラ

蓋形状土器が1トレンチから 3点出土した。器形は凹面し、口縁部は内側に返るように折り曲げられて肥厚しそ

の上面は凹線状に口縁を囲しゅうしている。また折り曲げにより内面側との境には稜をつくっている皿形をした製

品である。焼成は良好、すべて Il類に分類された。

• 第 2トレンチ

出土遺物

得られた器類はすべて破片からなるもので、接合して完全形をなすものはない。釉、焼成、 素地などから分類す

ると、青磁 (516点）、白磁 (31点）、高脆青磁 (11点）、黒褐釉陶器 (233点）、天目 (7点）、染付 (3点）、瓦器

(13点）、須恵器 (2点）、土器 (40点）からなる。以下、特徴的な資料を概略し他は観察表に記した。

1 . 青磁

特徴的な部位で器種を分類すると、碗形 （口縁部200点、底部23点）、皿形 （口縁部39点、底部 5点）、盤形 （ロ

縁部200点、底部 7点） 、壺 （口縁部 2点、底部 l点）、香炉 （口縁部 2点、底部 1点）、その他不明資料 9点からな

る。時期の目安にもなる特徴的な器形でみると、碗では無鏑蓮弁文碗、無文の玉縁碗、外反碗があり、皿では外器

面に蓮弁を配した口折れ皿、内外面に凹面の蓮弁を施した腰折れ皿、内外面や口唇部に凹面の蓮弁を施した輪花型

の皿がみられる。盤は鍔縁盤が多く 、口唇が直状に立上るタイプと口唇が水平方向に肥厚し輪花状になるタイプが

みられる。また内面に蓮弁文を配した内湾口縁盤、無文外反口縁盤が得られている。壺では酒会壺の蓋、身 （器）

が出土している。

大型盤

第47図 7は内底面の一部の破片である。素地は青灰色でややガラス質になる。見込み部分には唐草状の箆描きの

文様があり、裏には円圏状のかきとりがなされ赤く露体している。

皿

第45図 l、2、3はほぽ同形態をし、見込み部分に幅の細い蓮弁がみられる口縁部破片である。 1は青緑色で、

2は光沢のある深緑色をおびる。 3は褐色系の緑色を呈している。 4は素地が褐色をなす資料で釉も同系色になる。

見込み部の蓮弁はさらに細いためか釉によっておおわれてはっきりしない。

同図 5は皿の高台片である。高台脇と同部の境はやや不明瞭で、高台裏が丁寧に削り出している。見込みは盛り

上がりをなしスタンプ文が描かれている。また内器面には細い蓮弁がみえる。素地は淡灰色で、釉は淡緑色を呈し

ている。

香炉

第45図8は直口の小破片で、内面に無釉部分がみとめられることから香炉になるものとみられる。外器面に箆掻

きの文様が施されている。
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壺

第48図3口径が4.8cmと小さい壺形をなす。素地は淡褐灰色で、釉も褐色味をおびた青磁である。口唇は露体し

赤みを呈する。

第48図 2はいわゆる酒会壺となる底部行料である。素地は青灰色で釉が厚く施されている。外器面には大きな幅

のある蓮弁を配する。底径推算20.0cmをはかる。骰み付けは露体し赤くなる。

碗

大きく施釉の仕方で二つの群にわけられる。岱み付け部分から邸台裏まで無釉になるものが34、a2、3、8、

40で高台裏まで施すものが4、8になる。

第46図4は高台資料で外器面には突出した蓮弁文がつくられている。水色に近い青緑色である。内底面と立ち上

がり部分に明確な稜線があるほどに折り面がみられる。素地は褐色味をおびる灰白色。

同図 7は高台径6.35cmの破片である。素地は暗灰色で砂質の感をいだく 。内底面は蛇の目状の施釉になる。

同図40は内底面の中央が丸く露休し赤くなる。またその部分には花状のスタンプ模様が丁寧ではないが施されて

いる。索地は灰色になる。高台脇には施釉が丁寧ではないためか釉むらがみられる。

同図 a8は素地が粘性のある灰白色で、釉も安定した粁緑色をおびる。悦み付け部は細く削りだされ、薄く釉が

塗付されたるためかその部分が赤く光沢がみられる。見込み部分には花模様のスタンプが施されている。

同図 9は整形は先の a2に類似しているが、釉が保み付け以外は全面になされている点で大きく異なる。釉は光

沢がみられ、大きな貰入がはしっている。内底面にはヘラ描きの線が僅かに観察される。

同図 6は素地が褐色味をおびる灰色で、釉も褐色をおびる緑色を呈している。釉は高台裏までめぐらされ、裏中

央の窪んだ部分にも塗られている。内底面には小さいスタンプ文が施文されている。釉内は細かい闘入がみられる。

同図 3は濃緑色をおびる光沢の釉で厚く塗付されている。素地は灰白色で粘性がみられる。内底面の器壁は比較

的薄く、高台が高くなる。高台裏の脇まで施釉され、また中央部分にもなされ、蛇の目状になる。

2. 高開青磁

口縁部4点、胴部7点で、特徴的なものを図化した。

第49図11は内湾する皿の口縁部破片である。素地が暗行灰色をおびとくに中央部が黒味をおびる。口唇部に部分

的に鉄釉状にまだら部分がみられる。文様は図に示すような口縁部に沿うような文様が展開している。内面にわず

かに円い竹管状の文様の一部がみられる。同図 9も同様の文様および口縁部の形状を呈している。素地は褐色から

青灰色をおびる。同図10は同部の賓料である。外器面に横線と鱗状の文様をはいし内器面には円い竹管でおしつけ

たような三つを一組とした文様を施してある。

3. 黒褐釉陶器

特徴的部位で器種ごとに分類すると、碗形（口縁部 1点）、皿形 （口縁部 1点）、盤形 （底部 7点）、壺 （口縁部

3点、底部 1点）、鉢形 （口縁部4点、底部 5点）、すり鉢 （口縁部 1点）、その他不明資料 （口縁部 1点、胴部198

点、取っ手 1点、底部 9点）からなる。

第50図4は玉縁口縁部を有する府の張った壺の破片である。現査科の肩の部分には縦位の耳が付されている。器

-105-



面の釉は風化のためか光沢がなく黄褐色をおびている。素地は褐色を呈し、石英、赤色物質がみられる。

同図 7は素焼きの陶器で、口唇が平坦になった鉢形の口縁部破片である。素地は精練されて緻密である。色調は

赤褐色をおびる。

同図 5の口縁部は小さい玉縁を形成する資料で、淡黄緑色の釉を薄く外器面に施釉している。ただし口縁部側は

さほど丁寧ではなく 、部分的に無釉になるところもみられる。なお現在の破片部分で同部に横方向にやや濃い同系

の釉で線描がなされている。釉は薄いためか外器面では素地の細かい石英粒子が多数露出して手触りでざらつきが

みられる仕上げになっている。

同図第51図 lの底部は僅かに残った外器面の上部に淡黄緑色がみられる以外は赤褐色に露体した資料である。底

径が推算11.9cmをはかる。この資料は第 1トレンチ下層出土の資料と接合できた。

4. 瓦器

瓦器は合計12点出土した。そのうち特徴的な 3点を図化した。口縁部は 1点 （第49図14)、肩部 2点 （第49図13、

15) である。

第49図14の口縁部は口唇部が平たく、肩部が張る鉢型である。色調は淡灰褐色で、胎土は精練されており密、極

めて細かい気泡が含まれている。滉和材として微批ながら石灰質砂粒が混入している。文様は外面に 1条の沈線文

が引かれ、その下に菊花文 （直径2.1cm、花弁18枚）がスタンプにより連続して施されている。内面には調整痕と

して指頭痕が均ーに残っている。

第49図13の肩部破片は最大直径61.4cmと肩部が張る鉢型である。色調は外面は暗灰色中 3/1は灰色、内面は灰

色である。胎土には気泡、微堡の石灰質砂粒が含まれている。文様は外面に箆による 3条の沈線文が二組平行に引

かれ （幅約 3cm)、その中に箆で 3条の沈線による波状の文様が施されている。器面調整は外面に回転擦痕、内側

に箆削りと撫でがみられる。

第49図15の肩部破片は最大直径40.lcmの壺型である。色調は淡灰褐色で中心部は灰色である。胎土は第 2図 1

と同様、器面調整は外 ・内側に箆による撫でがみられる。剥離面から口縁部を璽ねた調整痕がみられる。

5. 土器

2トレンチから胴部破片34点 (94.44%)、底部 2点 (5.56 %)、合計36点の土器が出土した。特徴的な底部 2点

（第51図 9、 7) を図化した。 I類は 4点 (11.11%)、 II類は32点 (88.89 %)と分類できた。なお、器形につい

ては、すべて破片のため現段隋では判別できない。

第51図9の底部は、色調が外面は淡明褐色で部分的に黒褐色、内面は半分が灰黒色で残りが灰色をなしている。

胎土には混入物として極めて細かい黒色物質、ガラス質の鉱物が含まれている。器面調整は箆によるナデがみられ

る。底部から胴部への立ち上がりはゆるやかな丸みをもっている。焼成は良好、 II類に分類される。

第51図 7の底部は、色調が外面は茶褐色で所々黒褐色、内面は黒褐色である。胎土には混入物として細かい石灰

岩粒子が多く含まれ、土器表面に白く浮き出ている。器面調整は箆によるナデがみられる。器面は全体に小さな気

泡がありポーラスになる。底部から胴部への立ち上がりは45度の角度にスッキリと伸びている。

ハンネラ

蓋形土器が2トレンチから口縁部 3点、内部中央摘み部分 1点、その根元部分 1点の合計4点が出土した。口縁
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第45図北殿跡第 2トレ ンチ青磁
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第 図 トレンチ 陪 器種 分類 口径 底径 器高 l釉（外面） 1釉（内面） 素地 器形、文様、貫入

第44図 1 下陪 底部 瓦器 - I無釉 無釉 胎土中央は 外器は祖れている， 
黒色内外面

I 
は褐色赤色

I 
紺混入物
気胞有り

10 ク ，，， 鉢 ,, 42.o I -

I -I 
,, ，，， 淡灰褐色 内湾形の口縁、器面は半光沢が

口縁部 白色混入物、あるほど丁寧な整形
I 微粒子

11 ，， ，， 胴 部 ，，， 

-I― |― | 
，，， 

I ，，， 胎土は褐色、ラマ状文様がみられる
赤色混入物
外面は灰色
気胞有り

第45図 2 黒色培 碗 行磁 19.8 淡音緑色 淡育緑色 灰白色 外反口縁、胴部の位罹に蓮弁文
］ 口縁部

I 
微粒子 がめぐらされ、内面に曲線文が

施文されている

2 ,, ，， ,, ，， 
112. 61― -I暗緑色 暗緑色 存白色 直口する口緑、内底に圏線有り 、

微粒子 箆彫りの蓮弁文様

3 ,, ，， 

I 
，，， 'l I ] 5. 3 I J ― I ー I 暗灰緑色 Il暗灰緑色

❖ 直口口縁、外面に述弁文が配さ
れるが、弁内にも線抽が施され
ている

4 ヶ ，，， ，， ❖ 16.41 - I― 淡緑色 淡緑色 灰白色 口唇部で微弱な外反を呈す。箆
微粒子 彫りによる蓮弁文様

5 ，，， 

I 
，， 皿 ケ 11.6 -Ii炎秤緑色 淡斉緑色 引そ白色 口折れ皿、外面に箆彫りによる

口縁部 微粒子 蓮弁文様

6 ケ I ，，， .,, /,, -I― 淡緑色 Ii炎緑色 灰白色 王縁口縁、外面に一条圏線、内
微粒子 面に箆抽き文様

7 ，，， 

I 
,, 碗 ,, 

|― , ― |― 緑灰色 緑灰色 淡褐色 玉縁に近い原みのある口縁細か
ロ縁部 I やや微粒子• い貫入多し

8 1, I下陪 香炉 ，， ,, ,, ，， 直口口縁、外而に箆文様内面は
口縁部 露胎する， ，， 黒色附 illl ,, 13.l 6.7 3.8 淡冑緑色 淡胃緑色 灰白色 外反口緑で口唇部に細かい蓮弁
口縁部 微粒子 の刻目がある。内面金面に箆彫

I りの蓮弁文が施される

10 ク・ ，，， 

‘‘ 
，，， 12.0 暗緑色 暗緑色 斉白色 口折れ皿、稜はみられない。外

微粒子 面に蓮弁文様

11 ケ ❖ ，， ，，， 12.5 
I 

淡緑色 淡緑色 灰白色 胴の立上りが直状の折りロJill口
微粒子 唇部に一部扶りが認められる

12 ，，， 

I 
ケ

I 
,, ，， i 12.8 淡青緑色I;炎音緑色 ノ／ 微弱な外反をみせる口縁口唇と

I 胴部に線に近い兜彫蓮弁が施さ

I れる

第46図 ,, 下庖 碗 ，，， 6.85 I - 暗灰緑色暗灰緑色 灰色 完込み中央がスタンプ文様また
1 底部 白色微粒子 露胎している。ft:付から内側は

祝胎している

2 ，， ，， ，， ，， 
|― 

7.3 I 黄緑色 黄緑色 淡黄灰色 高台裏は蛇ノ目状に施釉、また
気胞有り 凹がある

3 ，， 

I 
，， ,,. ク 7. 751 - 涙緑色 濃緑色 灰白色 見込み部に花のスタンプ文様

徽粒子 釉は匝く光沢有り、嵩台衷は蛇
ノ目様に施釉

4 ，， 
黒色陪 I,, ，， 

s.3 I -I暗緑灰色 暗緑灰色 胄白色 高台脇に蓮弁文様が残る
微粒子 内底面にスタンプ文様有り

I 高台裏は霧胎している

5 ❖ 

下層 I，，， ,, - 5.251 - 淡行緑色 淡存緑色 灰白色微粒 箆彫り蓮弁文様、見込みにスタ

I 子 ンプ文様、畳付から内側は露胎

I やや微粒子 する

6 ，， 黒色陪 ，， ，，， 7.4 I -I ，，， I ク 茶褐色 高台は大き く嵩い。高台衷は蛇
やや柑粒子 ノ目状に施釉される

7 ，，， 下 陪 ，， ケ

|― 6.35 暗灰緑色 暗灰緑色 灰色 蛇ノ目状に施釉。伐付より内側
砂混り は無釉

8 ，， ，， 

I 
，， ,, 6.0 廿緑色 百緑色 灰白色 畳付は細整形されている。高台

I 
微粒子 裏は赤く露胎、見込みスタンプ

I I 文様
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第図 トレンチ 庖 器種 分類 口径 底径 器高 釉（外面） 釉（内面） 素地 器形、文様、貰入

第46図 2 下層 碗 青磁 5.5 行緑色 冑緑色 灰白色 伐付のみ無釉、釉は厚く光沢が， 古l"'l ムD 微粒子 ある

10 ，，， ，， ，， ケ 5.7 緑灰色 緑灰色 灰色微粒子 労：付より内側は無釉。
底部は無釉 高台哀中央はトキン状に光かる

の為だいだ
いいろ＋お
うどいろ

11 ，， 黒色陪 皿 ，，， 13.8 淡緑色 淡緑色 灰白色 釉は厚く施釉。高台裏に重ね焼

底部 微粒子• きの付消物が残る

第471図l ケ ❖ 盤 ,, 27.2 ，，， ，， ❖ 口唇部が立上る。内面は線に近

］ 口縁部 い箆彫りの蓮弁文様

2 ク ，， ，， ，， 27.0 淡黄緑色 淡黄緑色 灰白色 玉縁の内湾口縁
やや祖粒子 内面に細い箆彫り述弁文

3 ，， 下培 ，， ，' 淡緑色 淡緑色 灰白色 釉は厚いが貫入が多 くはいって

微粒子 いる

4 ，， ケ ❖ ，，， 淡緑褐色 淡緑褐色 うすい灰色 内面折り部が稜線が出来る。釉

微粒子 は厚く訊入多し

5 ,, ，，， ，，， ，， 暗緑色 暗緑色 青灰色 釉は厚 く光沢がある。内面の折

微粒子 り部分・は明瞭に稜がある

6 ，， ,, ケ
,, 淡茶褐色 淡茶褐色 うすい茶褐 きわめて浅い蓮弁文を内面に施

色 す
白い粒と気
胞あり

7 ，，， ，，， 盤 ，， 11.4 淡青緑色 淡行緑色 胄灰白色 見込み中央に花文様、その周辺

底部 微粒子 に箆彫りの蓮弁文様を配する

8 ，， 黒色陪 ,;, ，， 11.1 11 ケ 行灰色 破片であるが見込みをめぐる圏

微粒子 線がある。高台裏は重ね焼きの
ため露胎している

第48図 "' 
，，， 菟 ，， 18.5 暗緑色 淡緑色 ，， 菟の縁は波状になる。

1 大きな貰入が縦位に走る

2 ，，， 下 層 ケ
,, 淡緑色 淡緑色 ク 見込みに箆彫り文様

庶台哀は重ね焼きのための露胎
部がある

3 ,, ,, '.!::>= '. ，， 4.8 淡緑褐色 淡緑褐色 淡灰はだ色 口唇部に篠胎する

ロ縁部 やや微粒子 小形壺
気胞有り

4 ，， /,, 香 炉 ，， 暗緑色 暗緑色 宵灰色微粒 足の部分のみ無釉

（底部） 子

5 ，， ，， 志.,,,. ,, 20.2 淡脊緑色 淡斉緑色 胄灰色 外面に幅広の蓮弁文様

底部 微粒子 岱付は赤 く露胎する。釉は1厚く
光沢がある

第49図 2 ，， 皿 白磁 12.5 6.5 3.1 淡青灰色 淡冑灰色 行白色微粒 性付から内側は無釉

1 口縁部 子 14C後-15C前半どまり
底部無釉に
赤色混入物
有

2 ，，， 3陪 杯 ，，， 8.0 3.3 3.0 淡白色 淡白色 淡クリ ーム 八角杯、見込みには重ね焼きの

コーラル 口縁部 白色 痕跡が残る

層下部 やや微粒子
気胞有り

3 ，， 下居 .,, ケ 6.9 3.0 3.0 淡百白色 淡青白色 白色 内湾形の口縁

微粒子 釉は簿く施釉される

4 ,, ,, ❖ ，，， （やや灰 （やや灰 灰白色 ，， 

色強い） 色強い） 微粒子

淡灰緑色 淡灰緑色

5 ,,. 黒色界 碗 ,, 14.4 淡緑灰色 淡緑灰色 ，，， 口唇部で微弱な外反をみせる。

ロ縁 釉は安定し光沢がある

6 ，， 下層 碗 ，， 5.7 ，， ，，， ❖ 高台脇以下は露胎する

底部 高台はやや高い

7 ，， ,, 皿 ケ 4.3 淡行白色 淡行白色 青白色 見込みは璽ね焼きのため無釉部

底部 微粒子 が円圏になる。
14C末-15C前半

8 ,,. ,, ，，， ,, 4.1 （灰色強い） （灰色強い） 灰白色 高台径は小さ く、 全体に無釉に

淡灰緑色 淡灰緑色 微粒子 なる
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第図 トレンチ 庖 器種 分類 ロ径 底径 器嵩 I釉（外面） 釉（内面） 素地 器形、文様、貫入

第49図 2 下層 皿 高麗粁磁 淡緑灰色Ii炎緑灰色 灰色 高台径は小さく、全体に無釉に， ロ縁部 微粒子 なる

10 ，， ケ 胴部 ，，， -I― I - （うすく Icうすく 灰色微粒子 内外面に文様施す
黄がかっ 黄がかっ うすい灰が
ている） ている） サンドされ

I 淡灰色 淡灰色 ている

11 ，，， ，，， 皿 ，，， 

20.21 I --I; 炎灰緑色Ii炎灰緑色 灰色微粒子 内湾形の口縁、内外面に白線に
口縁部 濃い灰がサ よる文様を施文

ンドされて
いる

12 ❖ ，， 瓦器 ，， 

-I -I -I悶褐色
無釉 薄い灰褐色 内湾形の口縁

口縁部 暗灰褐色 祖粒子
赤混入物有
り

13 ク ，，， 井または甕 ，， 
無釉 1無釉 灰色租粒子 器面はナデ整形

I 
胴部 黄はだい茶混り 赤い混入物

ろ 黄はだい

I ろ

14 ，， ケ 鉢 ,, 

I― ― 
無釉 無釉 灰色 口縁部に菊花文のスタンプ文様

口縁部 灰褐色は灰褐色 粗粒子

I 
だいろ 赤い混入物

少益有り

15 ，，， 

I 'l 鉢または甕 瓦器 -I― 無釉 無釉 灰ハダ色 ヘラによる波状沈線文様
胴部 灰茶褐色 灰はだい 粗粒子

I I ろ 黒混入物有
り

第50図 'l I ❖ 碗 天目 9.4 濃茶褐色 濃茶褐色 灰白色 直口に近い微弱な外反口縁
1 口縁部 微粒子 内外面とも光沢のある施柚

2 ‘’ 
，，， ，，， ，， -I - 濃暗茶褐Ii農暗黒褐 灰はだいろ 舌状の口縁

色色 やや微粒子

3 ，，， ，，， 碗 ，，， 4.8 'l ，， 灰はだいろ 底部は無釉 淡灰肌色
底部

I 
I やや微粒子

外面に赤い
混人物有り

4 ❖ ケ
空.,.,~ 黒褐釉 14.0 I― -Ii炎黄白色1黄茶褐色 うすい茶褐 釉はほとんど光沢がなく、 土を
ロ縁部 陶器 色やや微 かぶった様にある。玉縁口縁

I 粒子赤い 縦耳有り
混入物有り

5 ，， ，， ,, ❖ J0.751 - - （クリーム 茶褐色 灰色＆淡茶 玉縁口縁、口縁は無釉、府部に
色っぽい） やや微粒子 数粂、草色釉線をめぐらす

I I 淡灰褐色 白い混入物
有り

6 ~ ，，， ，， ，， 12.0 黒褐色 1, 赤褐色 玉縁口縁
やや微粒子

I 気胞有り
白い混入物
少有り

7 ，， ，，， 鉢 ,, -I無釉 無釉 淡褐色に灰 瓦質に近い陶器

I 
口縁部 色サンド ロ唇は平坦になる

やや微粒子

8 ,, /; 摺鉾 ，，，， 19.2 -I茶褐色 1無釉 淡褐灰色 内湾した口縁、施縁は口縁内外
口縁部 （黒褐） はだいろ やや微粒子 にされるのみ、クシの数は約 6

半分は無 本
釉
灰肌色， ，， ，， 宮= ,, 20.4 -Ii農黒褐色Ii農黒褐色 灰色に褐色 広口の王縁口緑

口縁部

I 
がサンドさ 二次焼成のため、釉がはく りし

' .  れている ている
やや微粒子

10 ，，， ，，， ，，， ，，， -I茶褐色 I褐色
うすい灰褐 逆 L形の肥四口縁
色 ロ唇は平坦

I やや微粒子
I 気胞有、白

い粒少有り

ll ，，， I黒色陪 I，，， ，， I 23.1 I I ー I. ー I暗茶褐色 濃茶褐色 黒灰色 アサガオ形に広く壺、外面に当
やや微粒子 初の釉を残す部分有り、光沢が

ある
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部の器形は 1トレンチから出土したものと同様である。内部中央摘み部分は特徴的なので図化した（第51図8)。

器面の仕上げはナデ整形がなされ、丸底の裏面には箆削り痕がみられる。焼成は良好、すべてII類に分類される。

第51図8の蓋形土器の摘みは宝珠形で、最大直径は2.25cmである。色調は表側は明褐色、裏側は灰褐色、中心

部は灰色である。胎土は泥質、混入物として黒色物質が含まれ、土器の表面に浮き出ている。手触りはザラザラし

ている。器面調整では摘み部分には整形時の回転台による9鹿轄様擦痕、摘み根元付近ではナデ、娯側には箆削り痕

がみられた。底部は丸底である。

• 第3トレンチ

出土追物

得られた査料はほとんどが小破片からなるが、器種ごとに分類すると、次の内訳になる。青磁 (913点）、白磁

(210点）、高開行磁 (11点）、黒褐釉陶器 (565点）、天目 (25点）、染付 (11点）、瓦器 (20点）、須恵器 (1点）、

土器 (52点）である。

1. 胄磁

接合して完全な形をみるものは僅か盤と皿の各一点であった。その他は細片ではあるが、特徴的な部位で器種を

みると、碗形（口縁部126点、底部33点）、皿形 （口縁部39点、底部2点）、盤 （口縁部92点、底部22点）、壺 （胴部

4点）、杯（口縁 1点）、その他不明破片（口縁部 5点、胴部586) に分類される。

第55図 3は復元可能な盤で、口径が推鉢25cm、底径11.4cm、器高6.2cmを計測する。口縁部は弱い逆 L字形を

し、内底面にはやや幅の広い蓮弁が施されている。釉は厚く暗緑色をおびている。底裏面は円圏状に露体し、その

部分のみが褐色になる。

2. 白磁

破片ではあるが、器種ごとに分類すると碗形 （口縁部128点、底部35点）、皿形 （口縁部 7点、底部 4点）、盤

（底部3点）、壺 （蓋 1点）、水注 （口縁 1点）、その他不明破片 （口縁部 5点、胴部 1)になる。

第58図5は八角杯になる査料で、高台は四箇所で切 り込みがなされている。釉は白色で商台脇まででそれ以下は

無釉になる。内底面には重ね焼き時についたとみられる四つの低が残っている。

同図 8の皿の破片は、腰部分が屈曲をみせる特徴的な形態で、口縁推鉢9.4cmを計測する。釉は光沢があり安定

した青みが掛かった白色をおびる。小破片ではあるが、甜台部分は無釉になる。

同図58は高台の直径が4.2cmの皿破片である。内底面が僅かに盛り上がり、高台が外側に傾斜する。釉は白色で

高台の脇まで施釉される。
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3. 高麗青磁

皿形 （口縁部 3点、底部 l点）、その他不明破片 （口縁部 2点、胴部 6点）が出土している。

第59図 lの口縁部は内湾を呈して、内外面に白線で文様を描いている。素地は灰色で釉は淡青緑をおびる。貰入

が無数にみられる。同図 4は同部資料で、外器面に花柄の模様、内器面に三つを一組とする小さい円模様が連続し

てみられる。同図 3の同じく皿の立ち上がり部分の同部資料である。内外面に模様がほどこされている。同図 6は

皿の底部資料で、畳み付け以外は全体に淡青緑の施釉をなす。とくに内器面に細かい気泡の跡が多数みられる。

4. 黒褐釉陶器

破片の内訳は碗形 （口縁部 1点）、壺 （口縁部 2点、底部 l点）、鉢形 （口縁部 7点、取っ手 4点、底部13点）、

その他不明破片 （口縁部 3点、胴部527、底部 2点）になる。他煙管が 1点得られている。

口縁部査料

第61図6は逆L字形をした口縁部資料である。頸部から肩部まで緩やかに傾斜をみせる形態になる。釉は光沢が

ある黒褐色をおびる。素地は紫味をおびる暗褐色。

肩部資料

同図11は壺形の肩部破片である。内外器面に茶褐色の光沢のある施釉をする。器面には細かい気泡が毅う 。茶褐

色の素地には細かい石英粒子が沢数みられる。

底部賽料

第61図10は小形の器である。外器面には暗褐色の光沢のある釉が塗付され、内器面と外面の底裏は無釉になる。

底径2.8cmになる。

第60図 3は底から胴部が急な角度で立ち上がる資料で、裏の底面は離型材の砂が全面に残されている。素地は赤

褐色で、釉は僅かに外器面に垂れた状態で確認される。釉は薄いが緑色をおびている。

第60図2の底部は、内外器面に61図11の資料と同じ茶褐色の光沢のある施釉がなされ、同一系の器と判断される。

底部から同部への立ち上がり部分が外側へはみでるで立ち上がっている。底裏は離型材の砂が認められる。

5. 瓦器

瓦質土器は合計 8点出土した。そのうち特徴的な 4点を図化した。口縁部が 2点 （第60図5、6)、肩部が 1点

（第60図 7)、底部が 1点 （第60図 1)である。

第60図6の口縁部は口唇部が平たく （幅 3cm)、同部が少し張りぎみの鉢型である。色調は淡灰褐色で中心部は

灰黒色をしている。胎土には石灰質砂粒が含まれている。文様は 1条の沈線文が二組、口唇部にそって平行に引か

れ （幅約 2cm)その中に菊花文 （直径1.8cm、花弁15枚）がスタンプにより連続して施されている。器面調整は外

面には回転擦痕、内面には箆による削り 、撫でがみられる。

第60図 5の口縁部は最大直径33.5cmの口唇部が広がった長頸壺型である。色調は淡灰褐色である。胎土には細

かい気泡、微量の石灰質砂粒が含まれている。文様は口唇部に箆による沈線文が2条、続いて凸帯文 （幅1.5cm) 
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が 1条、凹帯文（幅2.3cm)、凸帯文（幅0.3cm)、凹帯文となっている。器面調整は全体に回転擦痕、撫でがみら

れる。割れ面から口唇部の凸帯文を取りつけた痕がみられる。

第60図7の肩部破片は同部が張る壺型である。色調は全体的に暗灰色で内部は灰色である。胎土には細かい気泡、

僅かに石灰質砂粒が含まれている。文様は外面に 2条一組の箆による沈線文で波文が施され、さらに 2条一組の沈

線文が引かれている。器面調整は外面は箆による回転擦痕が丁寧に施され、内側にも回転擦痕 （幅 2cm前後）が

ある。

第60図 1の底部はすり鉢で、色調は淡灰褐色で中心部は灰色である。胎土は精練され極めて細かい気泡と微量の

石灰質砂粒が含まれている。器面調整は外面は滑らかに撫でられているのに対し、内側には箆でクッキリと櫛目文

が施されている。摺り目の磨耗が見受けられた。

6. 土器

3トレンチから口縁部 2点 (5.72%)、胴部 32点 (91.43%)、底部 1点 (2.86%)、合計35点の土器が出土し

た。特徴的な口縁部 1点 （第3図 1)、胴部 1点 （第3図2)を図化した。I類は胴部破片 3点 (8.57%)、II類は

3 2点 (91.43%) と分類できた。

第59図10の口縁部破片は口縁部が若干外折し、口唇部は平たく、立ち上がりは2.7cm、頸部から后部にかけて逆

L字状の形態である。色調は茶褐色で中心部は灰褐色である。胎土は泥質で滉入物には細かい黒色物質、ガラス質

の鉱物が含まれ堅緻である。器面調整は箆によるナデがみられる。II類に分類される。

第59図11の胴部破片の色調は外面は肌色、内面は淡肌色であり、中心部は灰色である。胎土は泥質で混入物と し

て細かい黒色、赤色物質が含まれ堅緻である。文様は外面に鋸歯文状文様と斜沈線文を 2条づつ交互に組合せた叩

きを施している。器面調整として内側には箆によるナデがみられる。II類に分類される。手触りはザラザラ してい

る。ハンネラの胴部である。

ハンネラ

蓋形土器が3トレンチからほぼ完形が1点、口縁部が14点の合計15点が出土した。口縁部の器形は 1トレンチか

ら出土したものと同様である。特徴的なもの 3点（第59図12-14) を図化した。すべてIl類に分類された。

第59図13の口縁部は、肥厚した口唇部に箆による凹文が 1条施されている。口径は14cm、裔さは 3cmで底部は

やや平底気味である。色調は黄褐色である。胎土は泥質、混入物として細かい黒色、赤色物質が含まれ、土器の表

面に浮き出ているため、手触りはザラザラしている。器面調整は 2トレンチ出土の摘み付き土器 （第 2図3)同様

裏側中心部には箆による削り痕、その周りと表側はナデによる調整がみられた。

第59図12の蓋形状土器はほぼ完形品で口径13.4cm、高さ 4cmである。肥厚した□唇部には凹文が1条施されて

いる。底部はやや平底気味、摘みは宝珠形である。色調は明褐色で胎土中央は灰色をおびる。胎土は泥質、混入物

として細かい黒色、赤色物質が含まれ堅緻である。器面調整は 2トレンチ出土の摘み付き土器 （第 2図3)と同様

である。

第59図14の口縁部は口径12.9cm、高さ 3cmである。肥厚した口唇部に箆による凹文が 1条施されている。底部

は丸底であり、色調、胎土、器面調整は 3トレンチ （第59図12)と同様である。
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第図 トレンチ 陪 I器種 分類 ロ径 底径器高釉（外面）釉（内面） 素地 器形、文様、貫入

第50図 2 下思 ？ 黒褐釉 茶褐色 暗茶褐色 うすい灰色 ロクロ成形による横位のくぽみ

12 胴部 陶器 I 白い（砂？） が胴部一面に施されている

I ： 混入物有
気胞有り

第51図 ，，， ，，， 底 部 ，， 11. 9 黒褐色 無釉（と うすい灰色 底部近くは露胎、底部立上りは

1 ころどこ やや微粒子 シャープ
ろ釉有） （灰 ・白混

I I 
赤褐色 人物）

I （混入物 底部素地は
有） 赤褐色

2 ，，， ，， I胴部
，， 濃茶褐色ji農茶褐色 灰褐色 混入物が器面上に露出、相いは

クリーム 褐色 だをなしている

I I 
色 微粒子

赤い混入物
有り

3 ，， ，， 把 手 ❖ -I ― 黄茶色 黄茶色 淡褐色 縦耳になる。表面に二本の凹線
やや微粒子• が施される

I I 
（赤い混入

I 物有）
気胞有り

4 ，，， ，， ,;a - ，，， I - 16.5 茶褐色 濃茶褐色 淡褐色にl天 立上り部はやや外にはみだす

ロ縁部

I 
色がサンド

I I 
やや微粒子、
気胞有り

5 ケ ❖ ，， ，，， 15.4 黒褐色 黒褐色 暗灰褐色 立上りの胴部に横位のロクロ整
やや微粒子 形痕がみられる
気胞有り

6 ,, I,, ？ ,, 13.4 I - 淡褐色 褐色 淡褐色 立上りが大きく内湾する

底部 やや柑粒子 土器 〇類

＇ I 

＇ 
光る混人物
有り

6 ,, ，，， ，，， ，， I - l 1.3 黄褐色 無釉内 うすい灰色 す卜りが外反ぎみになる
面は茶褐 やや微粒子 施柚は胴部までなされ以下は無

I 
色で白い 黒粒混入物 柚
混人物有 有り

I |り 気胞有り

， ,,. ，，， 底 部 土器 無釉 無釉 灰褐色 底面から斜位に真っすぐに立上
やや柑．粒子 がる。底部は赤く露胎

I I 
白い混入物
有り

8 ❖ 4 層 蓋 ，， 
I 

,, 

I 
，， 中央灰色 ・ 底面は箆削りがなされている

I 
外器面褐色 把手は宝ジュ形

I 
やや微粒子
黒混入物有

第52図 3 表土 碗 行磁 11s.o -I - 淡灰緑色 淡灰緑色 淡青灰色 直口口緑、箆彫り蓮弁文様

l ロ縁部 微粒子 透明度が高く光沢のある施釉

2 ，，， 下 界 ，， ，， 
― |―-I 

，， ，， 淡灰色 王縁口縁、外面に箆彫りの蓮弁
微粒子 文梯

3 ,, ,, ，，， ，，， -I― |―I暗灰緑色 暗灰緑色
,, 直□口縁、箆彫りによる蓮弁文

椋、釉は光沢がある

4 ，， 黒色忽 ，，， ，， -I―|― 
，，， 

I 
,, 淡宵灰色 直ロロ縁、箆彫り蓮弁文椋、柚

微粒子 は光沢有り

5 ，， ❖ 

! 

❖ ク |― ー 一 I灰緑色 1灰緑色 淡行灰色 直口口縁、箆彫 り蓮弁文様、釉
気胞有り は匝く光沢有り

I 微粒子

6 ケ
,,. 'l 16 7 淡灰緑色 淡灰緑色 淡音灰色 直□緑、外面に富文帯、内面に

貫人が多 微粒子 箆彫りの曲線文様

I し、

7 ，， I下陪
,, ，， I - - 暗灰緑色 I ク ,, 玉縁口緑、内面に箆彫りの曲線

I 文様、貰入有り

8 ，，， 

I 

，， ，，， 

-I― 
- Ii炎褐緑色 淡褐緑色 淡灰肌色 器駆のある直口口縁、細かい貫

微粒子 入りが多屈に人る
気胞有り
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第 図 トレンチ 陪 器種 分類 □径 底径 器嵩 釉 （外面） 釉 （内面） 素地 器形、文様、貫入

第52図 3 碗 行磁 暗灰緑色 暗灰緑色 淡行灰色 外面に箆彫りによる曲線文様を， 口縁部 微粒子 施す

10 ，， ❖ ，，， ，， 15.8 淡灰緑色 淡灰緑色 淡行灰色 微朋な外反口縁、口唇部に刻目、
微粒子 外面に線彫蓮弁模様

11 ，， 黒色陪 ❖ ，， 14.9 暗緑色 暗緑色 暗宵灰 玉縁口縁、釉は光沢有り 、大き
微粒子 な貫入みられる

12 ，， ，，， ，，， 14.2 暗緑色 ，， 行灰色 外反口縁、文様はみられない
微粒子 釉は光沢がある

13 ，， ,, ，，， ，， 13.7 淡灰緑色 淡灰緑色 暗灰色 外反口縁、器面は簿く 、ロクロ
白色混人物 痕が凹として横位にある
微粒子

14 ,, ，， ，， 1, 17.7 暗緑色 暗緑色 百灰色 口唇部で外反なし、一見玉縁ロ
微粒子 縁にみえる。釉は光沢有り

15 ケ 下陪 ，，， ケ 16.9 淡灰緑色 淡灰緑色 淡野灰色 外反口縁、無文様、気胞有
微粒子

16 ,, 黒色陪 ，， /,, 淡野緑色 淡百緑色 淡野灰色 玉緑口縁、釉は光沢有り
微粒子

第53図 ，， ，，， 1111 ，，， 12.8 6.6 3.6 暗灰緑色、 暗灰緑色 灰色 口折れJIil、折れ部は明瞭ではな
l 口縁部 細かい貫 底部は淡茶 い。高台裏のみ露胎する

入多い 褐色、気胞
有、微粒子

2 ，，， ,,. ケ 11.6 淡灰緑色 淡灰緑色 淡甘灰色と 口折れJlll、外面に連弁文様、釉
ころどころ は薄いため器面上に出る
茶褐色、微
粒子

3 ，，， 黒色陪 ，， ，， 暗灰緑色 暗灰緑色 淡打灰色 外反口縁、口唇部に刻み、内外

気胞有密｀ 而に兜による綿彫り蓮弁文様
徽粒子

4 ❖ 下陪 ❖ ❖ 13.1 ,, ，， 淡行灰色 外反口縁、外面に箆彫り蓮弁文
微粒子 様、釉は光沢有り

5 ，，， 黒色陪 ,,. ，，， 25.3 淡胃緑色 淡胄緑色 淡胄灰色 口折り口縁、内面に波状の箆彫
気胞有 り文様有り
微粒子

6 & ，，， ，， ノ／ 暗灰緑色 暗灰緑色 淡青灰色 箆による沈線文（内 ・外）
微粒子

7 ，， ク ク ,, 13.4 淡行緑色 淡行緑色 淡行灰色 内涛形の皿、口縁部が微弱な外
気胞有 反をする
微粒子~

8 'l 下界 ,,. ,,. 13.3 淡灰緑色 淡灰緑色 淡百灰色 内湾形のIIIl、口縁部は微弱外反
微粒子 をみせる， ケ 表土 ，，， ，， 12.2 暗灰緑色 暗灰緑色 淡宵灰色 口唇部のみで微弱な外反をみせ
微粒子 る口緑

10 ，，， ,, /,, ，， 12.0 淡行灰色 淡青灰色 淡音灰色 内約形であるが口縁がわずかに
大きな貫 微粒子 外反する口縁
入有

1 J ，，， 下 辰 ,, ，， 12.0 淡W灰色 ，，， 青灰色 外反口縁、釉は比較的薄く光沢
白色混入物 有り
微粒子

12 ,, 表土 ,,. ク 11.4 灰緑色 灰緑色 百灰色 外反口縁、餌文様、釉は厚く光
白色混入物、沢がある
気胞有
微粒子

13 ，，， 下 陪 ，，， ，， 14 .1 暗灰緑色 暗灰緑色 淡行灰色 外反口縁、釉は1豆く光沢有り
微粒子

14 ，，， ，，， 碗 ，， 4.6 淡灰緑色 淡灰緑色 青灰色 見込み中央にスタンプ文様有
底部 気胞有 細かい買入多し

白色混入物
微粒子

15 ，，， 表 土 皿 'l 6.8 ，， ，， 淡秤灰色 腺折れ皿、内底面、箆描き文様
底部 微粒子
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第 図 Iトレンチ 層 器種 分類 口径 底径器高釉（外面）釉（内面） 素地 器形、文様、閏入

第54図 3 表土 碗 ご廿 磁 6.8 淡緑灰色 Ii炎緑灰色 淡黄灰色 見込み中央にかすかなスタンプ

1 底部 ところによ 文様高台は17-く、裏が祝胎する

I 
り茶褐色、
気胞有り
微粒子

2 ，，， I ，， ，， ，， 5.0 暗灰緑色 暗灰緑色 暗斉灰色 見込み中央に花様のスタンプ文
微粒子 様、性付から1J、］側は無釉

3 ，， 下陪 ケ ，，， -I 6.4 - Ii炎灰緑色 Ii炎灰緑色 行灰色 見込みにスタンプ文様有り
白色混入物 窃台は無釉になる

I 微粒子

4 ,, 
黒色陪 I，，， ，，， I - I 5.7 - ケ

I 
,, 暗灰色 見込みに葉状のスタンプ文様

底部は淡褐 高台は細く、無釉になる

I I 

I 
色、気胞有
微粒子

5 ケ I下層
ケ ❖ 7.3 暗灰緑色 暗灰緑色 淡行灰色 見込み中央にスタンプ文様、高

微粒子 台裏は蛇ノ目状に施釉、釉は光
沢がある

6 ，，， ，， ，，， ，，， 6.3 淡灰緑色 淡灰緑色 寺灰色と茶 見込み中央が円＜露胎
褐色 スタンプ文様有り、嵩台は無釉

I 

I 
気胞有り
白色混入物
微粒子

7 ，， 

1I 表土

❖ ，， 6.0 暗灰緑色 暗灰緑色 淡百灰色 見込み中央が円＜露胎、高台裏

底部中心は は蛇ノ目状に施釉される

I I 
淡茶褐色、
白色混入物
有、微粒子

8 ,, ,, ク ，，， 6.5 淡灰緑色 淡灰緑色 百灰色 見込み中央が円＜赤い露胎にな
ところどこ る。閥台裏が無釉になる

I I 
ろ茶褐色白
色混入物

I 
気胞有 り
微粒了

， ,,. ，， ，， ,, 6.7 — I暗緑色 暗緑色 百灰色 高台は赤く露胎する

I 
底部中心茶

i I 
褐色、白色

I 
混入物
微粒千

第55図 ,, ，， 盤 ，，， 28.4 12.2 6.9 淡褐緑色 淡褐緑色 淡黄褐色 ロ唇が直上にあがる。細かい買

1 口縁部

I 
気胞有り 人が多い。釉むらが著しく気胞
微粒子 部が篠胎する

2 ❖ ❖ ，，， ,, 25. 6 11.4 6.0 暗緑色 暗緑色 淡百灰色 内面の迎弁先は方形、釉は原＜
微粒子 施釉され光沢有り

3 ，，， ，，， ,, ，， 24.9 12.0 6.2 暗灰緑色 暗灰緑色 淡汗灰色 直上口縁、内底面わずかに盛り
微粒子 上がる。内面の巡弁先はブj形の

I I I 
堅緻 箆で描いてある

4 ，， ケ ，， 24 .6 淡灰緑色 淡灰緑色 淡粁灰色 口唇の立上りは長い、内面は線
ところどこ 彫り蓮弁文様、貫人有り
ろ茶褐色、
白色滉入物
気胞有り
微粒子

5 ク

I 
，， ，，， 'l 

I 24.3 
灰緑色 I灰緑色 茶褐色 口唇部の立上りは低い、内面の

白色混人物 蓮弁文様の施文は薄い

I 気胞有り
微粒子

6 ケ 下陪 ケ ケ 28.4 暗緑色 暗緑色 暗行灰色 釉はJ厚く、光沢がある
微粒子
堅緻

7 ，， ,, 
ケ ，， 24.2 淡緑色 淡緑色 灰色ところ 素地は焼むらがみられる内面に

どころ茶褐 線状の蓮弁文様
色、白色混
入物
微粒子
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第図 トレンチ 陪 器種 分類 ロ径 底径 器高 釉 （外面） 釉 （内面） 素地 器形、文様、四入

第56図 3 盤 斉磁 24.3 暗緑褐色 暗緑褐色 青灰色

1 ロ縁部 微粒子

2 1, 黒色陪 ,,. ，， 22.0 淡灰緑色 淡灰緑色 淡青灰色 ロ唇部直口、内面は箆彫り蓮弁
気胞有 り 文様、釉は庫く光沢有 り
微粒子

3 ，， 下 層 ，，， ,, 灰緑色 灰緑色 行灰色 波状口縁、釉は光沢有り
気胞有り

4 ，，， ，，， ，，， ，，， 暗褐緑色 暗褐緑色 茶褐色 ロ唇が長く直口する、内面に細

気胞有り い蓮弁文様
微粒子

5 ，，， 黒色層 ，，， ❖ 淡灰緑色 淡灰緑色 淡斉灰色 口唇部が直口する、内面は箆彫

気胞有り の線状蓮弁文様
微粒子

6 ，，， ，， ,, 暗灰緑色 暗灰緑色 脊灰色 口唇は直口、器壁は比較的薄い、
微粒子 蓮弁はシャープ

7 ，， ,, ，，， ，，， 淡青緑色 淡青緑色 淡灰色 ロ縁部は波形、内面は幅広の蓮
微粒子 弁文様
黒色混入物

8 ,, 下 層 /,, ，， 27.0 暗緑色 暗緑色 青灰色 口縁部波形、内面箆による文様
白色混入物 有り
微粒子

， ，， 黒色陪 盤 ，， 11.4 灰緑色 灰緑色 淡青灰色 見込み中央花と葉の文様、釉は

底部 白色混入物 厚く光沢がある
気胞有り
微粒子

10 ，，， 下 陪 ，，， ，， 10.5 淡行緑色 淡冑緑色 淡灰色 見込みにスタンプ文様、高台裏

白色混入物 赤く館胎する
気胞有り
微粒子

第57図 ,, ,, ，，， ，，， 8.0 暗褐緑色 暗褐緑色 茶褐色 見込みにスタンプ文様、内面に

1 貫入多い 貰入多い 白色混入物 細い箆彫蓮弁文様有り
気胞有り
徹粒子

2 ，， ,, ，， ，，， 9.5 淡竹緑色 淡青緑色 淡青灰色 見込みに花文のスタンプ有 り、
微粒子 高台裏は館胎する

3 ,, 黒色陪 ,, ，，，， 14.6 暗褐緑色 暗褐緑色 淡灰褐色底 貫人有 り。 砥台裏は重ね焼きの
部は淡茶褐 露胎部有 り、釉むら高台脇に著
色、気胞有、 しい
微粒子

4 ク ，，， 碗 ，， 8.6 暗緑色 暗緑色 淡青灰色 とび冑磁、釉は匝く光沢有り 、

古raJ ム口 気胞有り 貫入大きくわずか

微粒子

5 ，， 下層 香炉 ，， 6.7 淡緑色 淡緑色 淡灰褐色 内面の施釉は源い。かすかに外

ロ縁部 気胞有 り 面に線状の文梯がある
微粒子

7 ，， 水注 ，，， 暗灰緑色 暗灰緑色 淡秤灰色 釉は原く安定している。貫入は
微粒子 みられない

6 ，， ，，， 脚 部 ，，， ，， ，，， 淡青灰色 何らかの彫刻文様であるが、破
微粒子 片のため形状は不明、釉は光沢

があ り安定

8 ，，， 下 陪 酒会壺 ，，， 14.0 ,, ケ 淡青灰色 酒会壺蓋破片、外面象lj離によ り

（盗） 微粒子 文様不明

， /,, ，，， ，， ，， ，，， ,, 淡胄灰色 外器に凸出した蓮弁文様が配さ

気胞有 り れている
微粒子

第58図 ，， 碗 白磁 15.0 淡灰白色 淡灰白色 淡黄褐色 外反□緑、釉は薄く施釉される

1 口縁部 気胞有 り 腰部以下が無釉
微粒子

2 ，， ,, ,, ，，， 16.4 暗灰色 暗灰色 淡灰褐色 外反口縁、口唇はところどころ
気胞有 り 露胎している。貫入多い

微粒子

3 ，， ケ
,, ，，， 16.0 淡灰色 淡灰色 淡灰色 口縁は器匝を変えた外反を示

気胞有 り す、貫入が認められる
微粒子
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第図 トレンチ 層 器種 分類 口径底径 I器高釉（外面）釉（内面） 素地 器形、文様、貫入

第58図 3 下陪 碗
白磁 116.7I -I -

暗存色 暗行灰色 灰色 比較的器厚のある口縁部外反を

4 口縁部

I 
微粒子 呈す、貰入はみられず釉は安定
気胞有り している

5 ク
,, 

杯口縁部

,, 7.9 3.85 3.5 淡黄白色 淡黄白色 淡白褐色 八角杯、重ね焼痕が見込に有り 、

I I 
気胞有り 畳付削 り取り
微粒子

6 ,, /,, 碗 ，，， 9.4 -I; 炎青白色 淡青白色 淡百・灰色 内湾口縁

口縁部 気胞有り
微粒子

7 ,, ,,,. ，， <- 10.2 - I I - 淡黄白色Ii炎黄白色 淡白褐色 内湾口縁、腰部以下が無釉にな
（クリー 気胞有り る

ム色） 微粒子

8 ，，， ，， ク ，， 9.4 - I -Ii炎灰白色 淡灰白色 淡灰白色 腰折れの外反口縁fill内底に圏線

1 光沢があ 光沢があ 気胞有り がみられる

I る る 微粒子， 4ヽ 杯 ，，， 

I― 
3.7 - 淡費白色 淡黄白色 淡黄白色 見込みに黒褐色釉のたれがみら

底部 気胞有り れる
微粒子

10 'l 皿 ク 4.2 白色 白色 黄白色 高台部は無釉、貫人細かく多い
,, 微粒子

11 ,, 下居 ，， 
‘’ 4.0 -I 

,, ，，， 白色 性付部が四ツ削り取りがなされ
微粒子 る。見込みに重ね焼痕有り
密、堅緻

12 ,, 
" 

，，， ケ 4.2 淡黄白色 淡黄白色 淡白褐色 貫人有り 、高台は無釉
気胞有り

I 微粒子

第59図 ，， 黒色層 皿 翡麗青磁 20.8 暗灰色 I暗灰色 賠灰色 内側、 1条の沈線による文様

1 口縁部 気胞有り 外側 3条の沈線による文様

I 
I 微粒子 内湾口縁

堅緻

2 ，，， ,, 
"' 暗灰色 暗灰色 暗灰色 内、外にそれぞれ文様

文様→淡文様→i炎 微粒子

I I 
縁白色 縁灰色 ・

淡黒灰色

3 ❖ ，，， 皿 ，， -I I -
暗灰緑色 暗灰緑色 暗灰色 内面に段差のある皿、内外而に

胴部 気胞有り 文様が施される
微粒子

4 ケ ，， ク ケ 灰緑色 灰緑色 暗灰色 外面に菊花文、内而に竹管文様
微粒子 がみられる

5 ，，， 下 培 皿 ❖ -I― ー I暗灰緑色 暗灰緑色 暗灰色 内外而に線抽文様有り、細かい

口縁部 気胞有り 1't入多い
微粒子

6 ，， ,, 皿 ，，， 5.45 - 淡灰緑色 淡灰緑色 賠灰色 翡台は低く、::'::付のみ無釉見込

底部 微粒子、密 みに細い点抽文様有り

7 ク ，， 
碗口縁部

，' -Ii炎藍が淡藍が 白色 絵入、絵柄？、藍色

かった白 かった白 微粒子

I 気胞有り

8 ❖ 壺、胴部 ，， -I― 
淡クリー 濃茶褐色 淡茶褐色 鉄絵 （濃茶色）明～消
ム色 (i炎 やや租粒子
茶＆黄が 赤、白、黒
かってい 粒混入物有
る） 気胞有り

， 4ヽ 蓋 染付I7.7 6.3 12.45 i炎存みが i麟みが 白色 花、つる絵、近世、花は灰混 り
かった白 かった白 微粒子 の行色つるは藍混 りの青色

I 
（白が強い） （白が強lヽ）

10 ,, 下層壺 土器 褐色 褐色 淡灰褐色 頸の長い口縁部、口唇は平坦に

口縁部 黒混入物 黒混入物 やや柑粒子 整形。器面の調整は丁寧である
有、光混有、光混

I 入物有り 入物有り

11 ，， ク I壺府 部
ヶ 淡褐色 淡肌色 灰色 外面には縦位のキョ歯状叩き文

赤混入物 （クリー やや祖粒：：：f 様

I 
多有り ム色）赤 赤粒混入少

I 
粒混入物 有り
少有り
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第図 トレンチ 層 器種 分類 口径 底径 器高 釉 （外面） 釉 （内面） 素地 器形、文様、貫入

第59図 3 下陪 蓋 土器 12.9 3.0 明褐色 明褐色 灰色 内面ナデ調整、底面中央削り調

12 ロ縁部 赤、黒粒 黒、赤、 やや微粒子 整
混入物多 光る混入 黒、赤、白
有り 物有り 混入

13 ，， ，， ,, 14.0 肌褐色 肌褐色 肌褐色 内面はナデ調整、底面は削り整
赤、黒粒 赤、黒の 赤、黒の混 形
の混入物 混入物多 入物多有り

多有り 有り

14 ，，， 黒色層 ク ，，， 9.5 濃肌色 i農肌色 濃灰色 玉縁状口縁
赤、黒混 赤、黒痕 やや微粒子

入物有り 有物有光
光混入物 る混入物
有り 有り

第60図 ケ 下陪 すり鉢 瓦器 18.0 灰色 灰色（部 淡肌色 刻みは六本の目をもつクシでな

1 底部 分的に褐 やや微粒子 される

色）

2 ，，， ❖ 空． 施釉陶器 黒褐色 黒褐色 淡灰褐色 立上りがやや外側にはみ出す物

底部 やや微粒子 有り 。気胞有り
白、黒粒混
入

3 ，， ，， 底部 ,, 黄褐色 濃茶褐色 底面裏は砂粒付着
やや微粒子
赤、粒、混
入物有 り
気胞有り

4 ,, ，， 煙管 ，， 無釉 無釉 暗灰褐色 火受け部分
暗灰褐色 暗灰褐色 微粒子

5 ❖ ，，， ;,"'5:,: • ・ 瓦器 33.55 淡灰色 淡灰色 淡灰色 玉縁口縁、頸部に断面三角状の

口縁部 黒褐白粒 黒褐粒混 やや粗粒子 隆文帯をめぐらす
混入 入 黒粒混入

6 クヽ ，，， 口縁部 ，，， 淡灰褐色 淡灰褐色 灰色 スタンプによる菊花文
（ハダ色） （ハダ色） やや微粒子 内面にススが附着している

赤混入物 赤混入物少
少有り 有り

7 ,,, 黒色層 =.!u'ギ・ . ,,. 淡灰色 淡灰色 淡灰色 波状文様が描かれる

頸部 光粒、灰 やや根粒子
粒 灰粒混入有
混入有り り

8 ，，， 下 陪 底部 ，， 33.6 中 間 色 中間色 淡灰色 内面に黒色のススの附沼

（淡灰褐 （淡灰褐） やや微粒子

色）光粒 光粒が付
が付いて いている
いる

9 ，，， ，，， 盤状製品 ，，， 20.2 1. 9 淡褐灰色 淡褐灰色 淡褐色 表裏面粗い整形

赤、白粒 赤、白粒 やや租粒子

混入 混入 赤い粒混入

第61図 ，， 黒色陪 皿 天 目 12.25 濃暗茶褐 濃暗茶褐 淡灰色 ロ唇が舌状に尖がる。内湾口縁

1 口縁部 色 色 微粒子
気胞有り

2 ,,. ，，， 碗 ，，， 濃暗茶褐 濃暗茶褐 淡灰色 ケ

口縁部 色 色 微粒子
気胞有り

3 ，，， 下 庖 碗 ‘’ 4.4 濃暗茶褐 濃暗茶褐 淡肌色 高台は無釉、高台裏は若干削り

底部 色 色 やや微粒子 ぬいている
気胞有り

4 ❖ 互ギE 開褐柚阻器 14.8 濃茶褐色 無釉 （灰 灰色がサン 玉縁口縁、釉は光沢がある

口縁部 混） ド
淡褐色 やや微粒子

黒、白粒少
有り

5 ,, ,, ，， 濃黒褐色 濃暗茶褐 淡灰褐色 逆 L字の肥匝口縁

色 白と光る粒
有、半分は
淡褐やや微
粒子

6 ，，， 下 層 ,, ，， 15.6 暗茶褐色 暗黄混茶 沿茶色 口縁は逆 L字の肥厚口縁、内面
褐色 やや微粒子 部の釉はまだらについている

気胞有り
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第図 トレンチ 府 器種 分類 口径 底径 器高 釉（外面） 釉（内面） 素地 器形、文様、貫入

第61図 3 鉢 里掲柚阻器 無釉 口縁部無 明褐色 口唇が平坦になった逆 L字口緑
7 ロ縁部 器色は明 釉（明褐） やや微粒子 内側のみの施釉

褐色 濃茶褐色 赤、白粒の
混入物有り

8 ，，， ケ 究= ケ 明黄茶色 口縁部無 淡灰サンド 玉縁口縁、口唇は平坦になる
口縁部 釉（明褐） はだいろで

明黄茶色 やや微粒子
白、赤粒混
入物有り
気胞有り， ，，， ，， 鉢 白釉掏器 無釉 口縁部無 淡灰褐色 逆 L字口縁、内面のみに白化粧

ロ縁部 淡赤茶色 釉 （クリー やや微粒子 の釉をぬる
ム色） 白、赤混入
明黄灰色 物有り

10 ,, 下陪 窃= 施釉陶器 2.8 濃茶褐色 無釉 茶褐色 器原は 2mmと薄い、伐付のみ露
底部 茶褐色 微粒子 胎

黒粒混入 気胞有り
物有り

11 ケ 空= 褐釉掏器 ，，， 施釉は薄 淡茶褐色や 肩部が折り面有り 、内外面の釉
頸部 く、淡茶 や微粒子、 は光沢がある
ロ縁部 褐色 白粒混入物

有、気胞有

12 ，， 下層 ，，， ，，， ,, 濃茶褐色 淡茶褐色 釉は脱く光沢がある。肩に稜が
やや微粒子 みられる。有胞有り
白い粒混入
物有り
気胞有り

13 ,, 胴部 須恵器 無釉 無釉、灰 灰色、気胞 内面に叩き痕有り
灰色、細 色、細白 有、やや微 器原 9mm 
白粒混 粒混 粒子、細白

粒混り

14 ケ ，， 窃-・ 褐釉陶器 湊黒褐色 濃赤茶色 灰赤 （むら 府と頸の境に断面三角の帯文が
頭部 さき） 施されている

やや微粒子
赤、白、黒粒
混入物有り

15 ,, ，， ,;, ，， ，，， 無釉、濃 灰褐色 耳の形状は破損のため不明
黒褐色の やや微粒千 器駆は 4mmと薄い
釉がたれ 赤、白混入
ている 物有り

16 ，， ,, ，， ，， 濃暗茶褐 無釉 赤褐色やや 横位の紐状の耳
色 灰色 微粒子、白

粒混入物有

17 ,, ，， 空= 艇釉陶器 7.7 無釉？、 無釉 濃茶褐色 低い高台を丸く削りつくってあ
底部 暗灰褐色 暗灰褐色 やや微粒子 る

細い白粒混
入有り

18 I,, 下思 ，， 施釉掏器 濃茶褐色 Ii炎茶褐色 褐色に灰色 底部裏は粗面になる
がサンド
やや微粒子
赤、白混入
物有。気胞
有り
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• その他

1. 屋根瓦

第62-65、図に実測図をまとめた。製作技法などの諸特徴から、明朝系瓦 (2611点）、高麓系瓦 (1223点）、大和

系瓦 (189点）の三種類に区別される。全体に瓦は完全な形を残すものはみられず、すべて破片からなる。いずれ

の種類の瓦も建物遺構に明確な伴うものはみられなかったが、古瓦の高麗系瓦、大和系瓦については、北殿跡の敷

地下の造成層から集中して得られ一括資料としての性格がうかがわれた。以下、最の最も多い明朝系瓦から順次報

告する。

a) 明朝系瓦

明朝系瓦の形態による内訳は、軒丸瓦 (104点）、軒平瓦 (66点）、丸瓦 (522点）、平瓦 (1919点）、飾 り瓦 (2

点）からなる。

(1)軒丸瓦

南殿跡の瓦で報告した基準により分類をすると 、づきのA-Dの四タイプに分けられる。

軒丸A類とした資料は、花弁の一部を残して大きく欠損した資料ではあるが、珠文の数が後述の Bタイプに比

ベ小さく造形され、その数が多くなる種類である。第62図 1は花弁の表現が立体的なり、花弁は根元では一つで

あるが、拓影ではお玉じゃくし状に一つ一つが突出している。還元焼成炎の灰色瓦である。

軒丸B類は本地区で最も多く得られた文様群で七種類に細分された。

Bl・・ 第 62図2の資料で、瓦当の上半分が僅かに残る資料である。花弁はその先が二又に別れたもと、三つに別れ

たものがある。また花弁の間に小さいが弦状の文様が配されている。還元焼成炎の褐色をおびる。

B 3…第62図3は花弁の先が三つに別れたものが配され、花芯部が無文で丸く突出したかたちになる。還元焼成炎

の褐色をおびる。

B 4・・ 第 62図6、7は還元焼成炎の灰色瓦である。花弁の先は二又に別れたものからなり、中央の花芯は、瓦当の

中央からするとやや下側に位置し、細かい碁盤面状に刻みが施されている。珠文の数は14になる。瓦当と筒

部との角度は105度を計測する。

B 5・・ 第 62図4、5は還元焼成炎の灰色瓦と酸化焼成炎の赤色瓦が二種類認められた。花弁の形状は B4と同じく

二又に分かたれたものであるが、珠文の数が12になる。

B 6…第62図8は著しく瓦当面の風化した資料である。酸化焼成炎の赤色瓦。瓦当と筒部との角度は95度になる。

B 7・-第 62図9は花芯の輪郭の表現が方形になり格子状になり、また花弁の根元が直線的に描かれる特徴のある文

様である。酸化焼成炎の赤色瓦。

軒丸c類は軒丸A、B類が牡丹の花を横側からみた花柄に対して、茎、蔓などの細かい文梯も省略されている

ため、やや斜めないし上面から描いたような文様を呈する。この花柄で巨視的には 3種類に細分される。全て酸

化焼成炎の赤色瓦。

C 1・・ 第 62図11 花弁上面の表現が特徴的で、脈を凹線で表されている。花芯は一つで長軸に長くなっている。瓦

当の厚さは一定して薄い。

C 2・・ 第 62図10 珠文の数は 9個。花芯は括れて二つに分かれている。瓦当中央は最も厚くなるようなレンズ状に
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第16表 北殿跡 出土瓦 地区別一黄表

五名 1トレ ンチ 1上トレン層チ lトレンチ 2下ト レン層チ 3トレンチ SRS穫上
L3-!186lll コンクプリヽ ート コンクリプー濤ト 仁・1貨北倶l 正咬殿北fll1OO 樹 穴 弾 穴

L6-L8 撹求 北乱 屈部 表 土 合 計

ド層 試掲 3 覆 上 パイ 、I3 ,, ィ 119・120 

明 系 丸 瓦 12 4 5 1 4 104 12 I 8 31 340 522 

平 瓦 16 2 8 5 2 304 22 1 19 176 1,364 1.919 

軒丸 （胴部） 2 3 3 （晶 13 l oi 2 
(2) 湿GO 

軒平 （胴部）
7 7 2 4 2 44 66 

計 28 6 15 I 12 2 418 55 17 32 215 4 1.810 2.615 

古 I 丸 瓦 71 78 79 57 2 8 69 364 

平 瓦 131 190 16 105 1 11 3 170 627 

軒丸 （胴部） 1 (1) J 1 3 ( I ~ 

軒平 (,, ) l 5 
4 

10) 
10 

計 203 270 101 163 1 13 ll 246 1.008 

古 a 丸 瓦 4 7 4 l 10 26 

平 瓦 14 36 221 2 8 2 1 3 58 345 

軒丸 （胴部） I 
1 

軒平 （，' ） 2 
3 (0も

計 20 44 225 2 8 2 l 4 71 377 

がんぷり瓦 4 2 5 5 8 24 
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雲 形 1 I 2 

第17表 南殿跡 出土瓦 地区別一覧表

分~名 SRI SR2 SR3 SR4 SR5 SWl SW2 SW Pl SWP2 SWP4 SWP5 SWP6 地ho区ll畦S 地lo、区11I8t 地J●区1113圭 :: 寮北ほ 北米湛 :i 茉試日氾訴2割 藷酉方じi試i撼情 石 量 隋毀
長土 公正駁惰駁掲 合計

石畳 T p 

明系丸 瓦 6 1 5 2 1 17 5 20 17 l 18 5 8 8 10 11 2 21 3 12 230 32 435 

平 瓦 59 10 25 4 5 28 15 14 23 I 45 23 31 34 32 14 8 24 1 13 522 102 1,033 

軒丸（胴部） 2 1 I 1 3 l 3 2 l ， 5 4 <1; 12 温

軒平（胴部） 3 3 I 2 4 3 I ］ 2 48 <1~ 堪

計 67 11 31 6 6 49 20 38 40 6 64 31 39 42 46 26 21 5 51 5 31 845 167 1.648 

古 I丸 瓦 J I 1 3 1 1 16 2 26 

平 瓦 4 1 l 3 3 2 4 36 21 75 

軒丸（胴部） ゜軒平（胴部）
l ］ 

計 5 1 2 1 3 6 3 5 53 23 102 

古 [J 丸 瓦 1 
1 2 

平 瓦 2 2 3 6 I 27 3 44 

軒丸（胴部） ゜軒平（胴部） I 
1 

Jt 3 2 1 3 6 ］ 28 3 47 

がんぶ り 瓦
2 2 

~,.,.·, -. ― 形
l 1 



肥厚した形態になる。瓦当区径15.4cmを計測する。

C 3…第64図 1はC1、C2とまたことなる花弁の形状をしているため細分したものである。瓦当は断面で示すよ

うに薄くやや門面している。

軒丸D類は 2種類に分けられる。極めて小破片であるが、これまでのタイプとことなる花柄で文様である。い

ずも酸化焼成炎による赤色瓦である。

D 1 .. 第 64図 2の花芯は、小さい丸と大きい丸とを上下に合せた形状をする、 丸く突出したタイプのもので、その

花芯の周辺を巡るような半円状の花弁が配されている。表面は丁寧な撫で整形があり無文になる。

D 2…第64.図 3は、小破片であるため文様の全体の様子は不明であるが、D1の表現とはことなり凹面で花文様が

描かれている。

(2)軒平瓦

軒平A類は第63図 1の一例である。瓦当の右隅側の破片であるが、弦や葉部分は葉脈が具象的に描かれている

のがみられる。遠元焼成炎の灰色瓦である。

軒平 B類は中央に配された花芯とそれを取り巻く四～五枚の円い花弁で描いた花柄である。花弁とその両側の葉

の形状により 6タイプにさらに分けられる。

B 1・・・ 第63図 2はほぼ全体の形状がわかる還元焼成炎の灰色瓦である。中央の花芯の上縁には刻みがみられやや具

象的で、その周辺の花弁は丸く描いている。両側の葉は巣脈はみられず無文様であるが、輪郭に刻みを大き

くいてれ表現をしている。

B 2…第63図 3も上記 2と同じ文様系の還元焼成炎の瓦で、表而は褐色を帯び胎土中央は灰色を呈する。

B 3・・ 第 63図4は花弁部分のみの小破片で、遠元焼成炎の褐色瓦である。

B 4・・ 第 63因 5は上記 4と同じ系統の花柄で、瓦当の水きり部分の破片であるため、茎の文様がシャープに描かれ

ているのをみることができる。酸化焼成炎の赤色瓦である。

B 5…第63図 6は瓦当の右側隅の破片で、葉文様をみることができる。表面は荒れていて明瞭ではないが菓脈はみ

られず、葉は比較的円＜ 、輪郭の刻みが鋭く描かれている。焼成は酸化焼成炎の赤色瓦で、強く焼きしめら

れている。

B 6・・ 第 63図7は水きり部分を少し欠く程度の査科で、ほぼ全体の様＋がうかがわれる。花芯は丸く大きく 、周辺

にやはり同様の花弁を五枚配している。なお花芯の直上の花弁は線として表現されている。葉の表面はとく

に薬脈は表現されず輪郭に刻みを細かくいれることで葉をみせている。刻み模様は細かく鋭い。酸化焼成の

赤色瓦である。

奸平C類は、花芯が二つにみられ、葉の形状も葉脈が輪郭から外にはみでる様に表現されたー群である。形状

に若干の違いから四つのタイプに分類される

C 1・・・ 第63図8は瓦当の中央部が観察が可能な破片で、上側の花芯の表面に格＋状の線が施され、下側のそれは縦

位の曲線で描いている。両側の花弁もそれぞれ花芯の両側に付されている。茎は略され逆ハの字状になる。

葉脈は中央と両側の縁にあるが、縁側は弱く 、むしろ外側に突出した葉脈が棘状にみえ。酸化焼成の赤色瓦

である。

C 2・・・ 第63図10は葉脈がC1より僅かに少なくなるもので、中央をはしる葉脈もやや1柑線で輪郭となる葉脈はみら

れない。酸化焼成の赤色瓦である。

C 3…第63図11は輪郭の葉脈とはみだす部分が棘状に長いため、強調された直線的な三本の葉脈が描かれるもの。

酸化焼成の赤色瓦である。

C 5・・・ 第63図12は遥元焼成炎の灰色瓦で、葉脈が先のAlに比べると、太＜数は少ないが、一つ一つがシャープな
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第18表北殿跡軒瓦文様別分類表

地 区 名 1トレンチ 2トレンチ 3トレンチ
コンクリート 石垣北側 正咽貶北面f隕 樹 穴 弾 穴

中間泣成陪
東北部撹乱層 i< 土

バイプ溝 L6・L8、119-120

分碩 文様分類 色 赤 灰 褐 赤 灰 褐 赤 灰 褐 赤 灰 褐 赤 灰 褐 赤 灰 褐 赤 灰 褐 赤 灰 褐 赤 灰 褐 赤 灰 褐 赤 灰 褐

I I 

A I I 
I I I 

粁 13 1 I I l 

丸 明 B 2 I 
I l I 

~I B 3 I 

明 式 B 4 I I 
I 

式 CI 1 I 2 2 I I ， I 2 

- ff C 2 I I I I 
I J 

C 3 I 2 1 

- I 

古平 C 4 I 
I 

I [) 
2 

大 凡当部不明 3 I I I I l I l 15 2 4 

利l 瓦当悧部不用

系 at 4 I 2 3 4 2 2 2 l I 29 5 10 

-

内Ift 6枚
J I I 

I f-I 
C lk柑系）

花8枚 I I -I し2大柑系
I 

I 3 

十II I 
1£ 丼部不明 2 2 I I 

II J.:. l l 

利l凡当＂品―1瀾

硲 系

I ． iit l 3 2 I 3 

祁
古 ,i, a 

I 
I 

u 11/.li麗系
I I 

I 2 

系
·~· 

1心j瓦当馴部不明 I 
骰 I 

系 計 l I 
I 

1 2 

小 計 J I I 3 2 4 I 2 3 4 2 2 2 I I 29 7 15 

合 Rt 2 I 5 7 7 2 4 2 
I 

51 
， 

-141-



□
 

一土
{

-

)

r

,
 

三
g
‘f}
/

)

 ／． 

／
 

i

,
 

-
y
f
 

f
 

J
と

』

-．

．
 I
7
 

ヘ
)

ロ
ロ
~
り

ッ応
零
~
介
戸
、
グ

摩
：
い
汐
｀
嬌

桑
母
・
ぺ7
4

渇

一
t

、べ

5

へ
芦

、A
`

.
9
-

．

ふ

t
r.

-

．
 

、
9

•
‘

q
 

¥
．
．
、

．、

f‘ 文

、

{

,

 

6
 

E紐唸- 穴 浴 eヽ--:~. ., 心
"・ J ,;,:;. 'ー、,_・.>―̀ 

'-・- ‘｀・炉--:-~'-"".''·..--・ '; .,, ．・・ ク
、,'• .-、 ヽ '?'

,ヽ:--;.'.' '-I ,i--¥ゃ1'- .; ら~.:. •7-j: ...... t ,i涙t iだ_,,, • • --:: 
.,i- ,..., 頌斜_,;! ~-、 • , , 

、 々認‘ふ砂 、-.• , ゲ系溶‘，．^ヽ`{-
",;_-..·tr 汐-~ジ_,

ーとも・已',_ -~- . r-•:,r ．． 

藍正....___ ..',. —:,-·、-元：'."';-~籠
¥ -. ・- • _:.,,., ---:.<で~'r'/
；、 サ烙•％；＇ うr .. ・--・、

ヽ

'・・ .' 、 '~/~;
•' .. ・;-, ,:'i,-1 ;]翌:{,疇. . ,, 

• .. s!-,. ふ_. '透ダ ・・：／＿

• __ . ., 苓り泰窃； ；ゞ'.j,,~_ 
／ 

ゞ--~· 濠.";: さ念‘ヽ
心

.., 、・ふ✓
冷
又疇／

7 -- —ヘ.,;----·~ 一__.,,. : 娑多

巧`.......,,j誓？<·• ...'"' + ¥- ふヽ・•.•· ,... ペ
＼會•一·''.ぶ ノ

/~·... ...、.,..'·r

,.; ~ ~ 竺-~さ,・.::--/,.. 
、で，な、各店,:':$/
~~ 寄'.・¥・;Ji :/'ii ~.. ·~·- ，，,./ 

', ,. 、..• 、ヽ3~.. ,,: ""'-. '-・ • ,.、...

八
い
日
U

）ダ

t
 

V
、
•
}

‘
ィ

r
、ヤ

4

-

i

予ダー
も

｀
 

暴さ汲毒峯
I oe'I"や・`·€~ ·. 了字・ 一

ぎさば召
8
 

炉や和 ．．， 
歪｀ー屯ミ~ヽ ，

~, ―’ 

~--,,,=-~ 
‘ や‘• ヽ >、し三・緑~ ·心、ー、'-1、 ••. 妥、

, ... ヽ
'・" 

Ii.. 
ふ、‘吋・・.,. l :, ・ .I 

＇ '-;, ヽ '
，む← ＇

; "~. I ,,,_、-
Iゞ', I 

, I I 

---' O>--r ,. 
●`','ヽ 、,,_;:l. 兌＇点‘',. --::,.- : 

多ゞ；ィ・"-'ヽ． r-， 
',',• 

.,_ 
-・,t': 

ヽ •. ・

10 

像ら

..、-'・'ゞ ？‘吟,-.

口
い
り

5

,9
‘

クタ．
J

〗
、
そ
(
X
4

、

マ
-

弓
＂裟’‘‘

¢19
:
 

／
，
 ’

 

II 

□’ 

ロ
＼
釈
/

1

2

＼
 

1
 

ー
．．

/、

`
ロ•
寄

g
、古ぶ＇5̀息‘
ぷ(ャ

ゞ
g
^
 

゜
10cm 

13 14 

第63図 北殿跡明朝系軒平瓦
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S

 R
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第22表北殿跡大和系丸瓦 （古エ） 残存状況一覧表
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仕上げになる。葉の輪郭部分は全体に立体化していて、突出する線の表現ではない、また葉の中央は逆にI:!:!

をつくっている。わずかに横に残る花弁には刻みは施されず中央に窪みをつくる。

C 6・・ 第 63図 9は還元焼成炎の灰色瓦である。中央の花芯の上側部分を残す破片資料で、その花芯が平面形が方形

で、花芯の直上に庇状の花弁がみられる。

軒平 D類•••第63図13、 14に示した文様類で、 瓦当中央に位憐する花芯が上下にみられ、 上側が円＜、下側が水

滴の様な流線形になるものである。13は葉が突出していてやや両側に軽斜面につくられ脈は太く表現されている。

酸化焼成炎の赤色瓦であるが、表面にマンガン釉が薄くぬられ茶褐色をおびる。14の花芯でとくに下側のそれは

13に比べ細長くまたその両側にも同様の模様が配されている。酸化焼成炎の赤色瓦。

(3)飾り瓦

第64図5、6は形状が渦巻きの雲型をした資料で、表面がひだの連続で表現され、裏面は平坦面になる。いず

れも裏面に漆喰の付落がある。4は尻尾が破損してるが比較的形状がわかる査料で、右巻きに雲が浮き彫りされ

ている。すべて酸化還元炎の赤色瓦になる。厚さ約3.5cmo 

b) 大和系瓦 （古瓦 I)

総破片数189点になる。還元焼成炎の灰色瓦で、その内訳は軒丸瓦 (1点）、軒平瓦 (5点）、丸瓦 (26点） 、平瓦

(157点）になる。

軒丸瓦 第64図8は先の丸くなった花弁とその間に小さい珠文を配した資料である。10も小破片ではあるが、巴

文の尻尾の部分が残った資科で、外区部分に小さい珠文をみることができる。

軒平瓦 第64図15は破損査科ではあるが、瓦当面の中心部に五枚の小さいの花文が配されている。右側面が完全

に残っているため、巻ひげが五つと唐草がえかがれている。周辺は素文になる。なお文様面の全体に細かい白い砂

が全体に付着して、離型剤としてつかわれたことが知られる。14は細破であるが中央の花弁が八つにみられ、また

唐草が巻きひげと小葉が配される文様であることが推定される。

平瓦は無文様で、整形の痕跡として凹凸の両面に白色の砂が付滸していて、また両面に擦痕がみられる。とくに

凸面に比べると凹面側は斜位の比較的粗い擦痕が残るものが多い。なお、離れ砂が先になされ、調整の擦痕は後で

なされている。最後の整形は側面側のようで、丁寧な面仕上げで砂目や擦痕が消され、さらに側面の整形時余った

粘土の縁は多くが凹面側にまわして仕上げているものが多い。瓦の長軸の一端は凹而側に面取りがなされている。

側面の角度は斜位になり凹面側が長く、凸面側は短くなるようにある。製作の順序を、擦痕のi農淡、離れ砂の切り

合い、また、凸面側の縁に整形台縁のずれた圧痕がみられることから考えると、凸面の調整→凹面の調整→側面、

端面側になるものと考えられる。

第65図 5は表裏面に白砂とかすかな擦痕がみられる以外無文にる査料である。側面が残り 、三面にわたり角取り

調整がなされている。色調が全体に褐色を呈するが胎土中央が灰色をおびている。

丸瓦は、玉縁が明瞭に造られ、その裏は面取りがなされている。 また筒部の側面は丁寧な撫で整形がなされス

ムーズな平面になる。なお側面は水平方向と凹面側方向の斜位の二面の整形からなる。筒部端の凹面側は面取り横

方向になされている。筒部凸面は縄目の叩き板痕と綾杉の叩き板痕の二種類がみられる。いずれも撫で消し作業が

なされているが、丁寧にはされず完全に消しきってはいない。裏面の凹面には目立つぐらいに白色の砂が付箔し、

また模骨の紐痕が明瞭に認められ、したがってめだった調整がなく製作時の状況をそのままとどめている。

第65図 1は凹面に面取りが残っている端部資料で、凸面に綾杉状の叩き文で、中央が方形の渦巻き文になる。凹
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第23表北殷踪高麗系 平 瓦 （古II) 残存状況一覧表

地 F 名 ］ トレン—,. 2トレン・r3トレン .,. 北覆 S R 上5 U覆-118石溝上 コンクリート パコンイクリプー湛ト 石垣 it11!1 喉正 穀 1t而fl!! 樹 穴 弾穴 中LH間S泣、11皮9・1'ii?0 東北紀攪乱層 表 上 ,J、 wt 合
パイプS¥¥'3 

分慎 角ti 色 ,A:灰出 ,h, 灰 褐介s灰出 ぷ,m褐 ,A: 灰褐 •h'fl< i.l~l 灰出 赤灰 渇ぷ， 灰褐 ぷ・ 灰 褐 ,/j， 灰 Ill 介．．灰 褐 ，A：灰 褐 ・A''天 褐ぷ： 灰出計

右 右Iた 2 3 3 6 2 8 

角上か量,9 J 

le - R 
左

1 I 2 3 I 4 

un f~ 上●... I, ,, I I I 

平
fi ,1; 

I I 2 2 
下右

I 
左広

I I I I 2 

さ
-r左

It 3 5 I I I 6 13 4 17 

瓦 右 快広右も

ィ， 飼
皇左
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角
侠左
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債l
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り

＂ 
広1i.

古
侠

遺
上
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- 2 

皐

Il 下 広
讀

It 
'Jo) 

上 ,む.. ,: -

- lK 

右下 ., .. む, 

角 上 :r 
左 ,~ 

高 -
ト- ，l .. " ,c 

9見 下 ~ 
右

'* 
上

舅

~ 3 下

左

上 ~ 
系

!t 

挟
2 2 4 I 6 3 9 

上
鴻

角
削

1 1 3 1 5 1 6 
量

下 広
嬬

l 1 2 I I I 4 3 7 

量
胃

I 2 s s 7 3 I I 2 4 I 19 12 31 

‘ 角
' J 11 7 l 8 4 I I •I I 2 I 25 15 J 58 28 87 

量

L 計 7 4 22 1' I 18 8 I I 5 2 2 I 2 34 18 
92 "' 

141 

9え 形

小 it 7 7 22 14 I 23 9 I I 6 2 2 I 3 40 18 l 105 51 157 

合 !t 14 36 33 2 8 2 I 3 速 157 
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第65図 北殿跡大和系軒丸瓦 I・3、高麗系軒平瓦 2・3

大和系平瓦 5
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第24表北殿跡南麗系丸瓦 （古IIl 残存状況一覧表

地区名 1トレンチ 2トレン千 3トレンチ 北覆 S R 上5 L覆3・118石I土貴 パコンイプクリSWー3ト パコンイクリブー溝ト ゎ・垣北欝l 正 霰 北 冑 樹 ," ,, I• 穴
1•111込成層 東北品撹乱肖 表 J: 小計 合

嗅面 L6-~.119-\10 

分頷 剛` 色
介C 灰 褐赤 "" Ill 

介． 灰 褐 ；/f， 灰 褐 ~: 灰 渇 •A, 灰渇 ,,1, 灰 Ill .~, 灰褐 赤灰 褐亦 灰出 朴灰 褐~' 灰出 赤灰 褐赤 灰 褐 赤 灰 褐計

t I 2 3 3 

flJ I l l 2 I I 4 2 6 

n ・令• 

叩 l I下i 

さ 計 I I 3 1 1 2 7 2 9 

丸“ 上

り 角 ―F

＾ 残右

羽 2 1c 

状 計

瓦 - 方
角 lLドe 

ド

残 -t（； 

J l上ドe 

古 計

＇え形

Il 角 覺 2 4 2 I 4 2 11 4 15 

!t I 3 7 3 1 I 6 2 18 6 24 

}'. l I 

~. 1 
9隻§

叩 I 争
高

さ 計 I I I 

量 上

麗

し 角下

,, 右

系

2 左

計

t. ,-
Iり .LIL ' 

残"ヒ，． 

,・ 
3 /L ,. 

計

・,;; 影

11, 鱗 I I I 

,t 1 1 I I ' 

小 t.t I 3 7 3 I I ＇ • 7 3 19 7 26 

合 計 4 ？ ' 
I IO 26 
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面は紐痕が細か く残り 、斜位の擦痕がられる。

3は凸面に縄目の叩き文があり 、凹面に紐痕が残る。紐の長軸間の幅は約 5cmになる。器面には白砂が認めら

れる。灰色。

C)高麗系瓦 （古瓦I])

総破片数が1223点になる。還元焼成炎の灰色瓦である。形態別には奸丸瓦 (7点）、軒平瓦 (10点）、丸瓦 (364点）、

平瓦 (842点）からなる。

軒丸瓦 第64図9は中央に丸く突出した蓮子一個があり、その周辺に鰹節形をした花弁がめぐっている。残念な

がら外区の状況については破損のため不明である。

軒平瓦 第64図11-13、4、7である。11は小破片ではあるが瓦当面の下縁部資料で、水平になった幅広の軒平

瓦になるものと推定される。部分的に蔓や花弁の先が広いに花が認められる。12も同じく文様面の下縁部破片であ

るが弧状になるものである。花は前述の軒丸瓦と同じ鰹節形をした花弁がめぐっている。4、7、13も小破片では

あるが、花、蔓が施された軒平瓦資料である。

平瓦は有文になる。凸面には綾杉状や文字の叩き板痕が残り 、凹面には細かい布目痕とその上からかぶるような

整形擦痕が特徴的である。側面には半分まで切り込み痕があり 、残りの半分は破面になり、分割目安痕が認められ

る。整形技法が古瓦I・大和系瓦と明らかに異なっている。

第64図16は凸面に綾杉状の叩き文、凹面に長軸に沿った擦痕が明瞭な破片である。灰色。17は凸面には叩き文の

中央部が1菫かに残るもので、綾杉状に囲まれた部分が空白が認められる。灰色。第65図2は凸面が綾杉状の叩き文、

凹面がやや斜位の擦痕がみられ。 4は同様の造りなりるが、叩き文の中央が格子状になっているタイプであること

がわかる。側面には分割目安となる切り込み痕が明瞭に残る。

丸瓦の凸面は綾杉状の文様があり 、全体に撫で消しがなされ完全な文様残すものはみられない。凹面は細かい布

目痕が全体を覆い、その後の整形時になされた祖い擦痕がみられる。側面は平瓦の製作と同じく切り込み痕と破面

が明瞭に残り 、その後の整形はされていない。

2. 敷瓦

狐は破片資料を含めて259点得られている。色調や形態で幾つかのタイプにわけられ、その分類は南殿地区の記

述でもふれたが、『首里城跡』歓会門・久慶門内側地域の復元整備事業にかかる遺構調査報告着記載の基準にして

紹介している。色は赤と黒に分けられ前者が113点、後者が146点になる。形態上の種類はD、E、F、H、 1の五

タイプに区分された。

分類碁準をあらためて提示すると次のようになる。

Aタイプは溝の蓋になる製品で、平面形が長方形、表裏面に袂りが造られ噛み合う造作になっている。

Bタイプは、 Aタイプと組み合わせる資料で、袂りが互い違いになる。当ニ タイプは出土していない。

Cタイプは、下駄の様に二本の足が付く形態のもので、高さが約7.2cmを計測する。17点出土している。

Dタイプは、平面形が長方形で、厚さが5.5-6.0cmをはかる。挟り （段差）の状況により ニタイプに細分される。

Dは長軸の一辺に袂りがあり 4.5-5.0cmをかり、同一面の横軸の一片にもl.O-l.5cmの挟りがみとめられる。D

は長軸の一辺の袂りがあり 1.0cmで横軸には挟りみられず、裏面の逆に対応する長軸の一辺に挟りが付されれてい
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第26表 首里城北殿 墳集計表

I-"-'ニ
1 トレ ン—I- I Iトレン一1-1屈 1トレ ン・/-ト¥,j 2トレンチ ド枡

2 トレ ン -/- 3~ 2ト色レン-Hi.1 2 トレ ン .,-• ~色l'l 3トレン,- 3トレン.,.日竹 北SR,,覆I・
コーラル柑下，・;1; ぷ、 Il・.l>l 
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るものである。総数で9点得られている。

Eタイプは、正方形を呈するもので、厚さ別にみると 3-4 cmクラスが22点、 4-5 cmクラスが42点、 5 cm以上

クラスが22点あ り、総数86点になる。

Fタイプは、三角形を造るもので、厚さ別に三種類に細分してある。 3-4 cmクラスが4点、4-5 cmクラスが

7点、 5cm以上クラスが 1点あり、総数16点になる。

Hタイプは、平面形が長方形で袂りがみられないものである。ほとんどのこの資料にシックイやセメントの付焙

が認められた。大きさでは七つに細分されるが、当該地区ではH7・・・長軸30-3lcm、短軸18cmで、厚さは4.5cmに

なるものが、わずかに 1点出土したのみである。

Iタイプは、完全な形をみせるものが得られていないが、横軸が13.5cmで、その横側に袂り （段差）がある資

料である。当資料も 1点のみ出土している。

レンガ

大きさのわかる資料は出土せず7点の破片からなる。色調は赤～橙褐色をおびる。部分的にセメントの付着がみ

られ、旧琉球大学時期の可能性もあるものであるが確実性に乏しい。

3 鉄製品

鉄鏃、弾丸、鎧兜、角釘、不明製品などがある。

鉄鏃は 3点得られている。第67図3、4、5の資料でいずれも、柄が破損し全体に錆が覆うが、平根式鏃に分類

される。 3は残存長さ3.3cm、重羅10g、4は残存長さ3.3cm、重羅 6g、4は残存長さ3.6cm、重鼠lOgになる。三

；資料とも北殿の北東部表土。

弾丸

弾丸は 2点出土している。両査料とも器面が剥離し内面が露出した形になっている。第67図6は径2.7cm、重枇

56g、表土。7は径2.7cm、重最60g、L7-117グリ ット。

鎧兜

鎧兜の部材と考えられる資料で完全品は得られていない。大きな資料を第67図1、2、10に示した。 1は兜の側

面部分の資料と考えられるもので、板状の鉄片を重ねて湾曲している。厚さ0.3cm。 2は細かい鎖で布状に細工さ

れた査料である。10は兜の天辺部分とみられるもので、中央に孔が穿たれている。資料は平均した厚さをし0.2cm

をはかる。これら資料は北殿の北東部表土。

角釘

ほぼ完全形をしたものを図化した。第67図8、9の2点である。 8は頭部は L字形をし、長軸が全長11cm、断

面幅最大 1cm、重巌74g。9は先の資料と同じものであるが、極めて小形になるもので長軸4.2cm、断面幅最大 3cm、

重羅 2g。両資料は燦弾穴から出土している。
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不明鉄製品

第67図11は鍋の様な器の縁かもしくはその他製品の縁と考えられる 、湾曲した部分の資料である。図面復元で直

径が25cmになる。表土出土。

4. 貨銭

本資料は328点余り得られている。ただし錆化が著しくまた、破損したものが多く文字の配列から確実に確定で

きるはわずかで、残りのいいものを第68図 1-15に示した。貨銭の種類別では23種になる。内訳をみると中国銭が

15種、大和銭 1種、琉球銭1種、他に明治期の 日本銭2種、大正時期 3種、昭和初期 1種、米国硬貨 3種からなる。

時代別では、中国の唐代、北宋代、南宋代、明代、清代になる。他に江戸時代、明治時代、大正時代、昭和時代、

琉球王からなる。貨幣の文字を中心に列記すると、次のようになる。開元通宝、祥符通宝、天雁喜通宝、天聖通宝、

皇宋通宝、嘉祐通宝、熙寧元宝、元農通宝、元祐通宝、紹聖通宝、聖宋元宝、大観通宝、政和通宝、洪武通宝、大

世通宝、寛永通宝、乾隆通宝、無文銭 （鳩目銭） 、半銭、一銭、 五銭、 1セント硬貨、 5セント硬貨などからなる。

遺構の出土状況は第 表に示した。

5. 骨製品

ここで紹介する資料は、骨鏃とその他の機能不明の計4点の資料からなる。いずれも第 1トレンチから検出され

鏃

第68図16は平面形が細い葉形をした鏃で、研磨が良好で長軸の中央には稜がみられる。完全形の資料ある。最大長

6cm、最大厚7cm、最大幅1.15cm、第 1トレンチ下層出土。首里城では初めての賓料で注目される。

その他の製品

ここでは機能が明確でない資料を一括して報告する。

同図17は破損資料のため全体形は不明で、先部分が尖る製品の一部である。断面に示すごとく 一面は平坦になるが、

他方がやや丸く研磨されている。両側には先の鏃の様な刃はみられない。残存長3.3cm、最大原0.3cm、

同図19は魚の背骨を丸く筒状に研磨した資料である。ただし中央には微かな孔はみられれが、人工とは明確にはい

いがたい。直径1.7cm厚さ0.8cm。

同図18は玉状の製品で研磨が良好である。貫通する孔はみられない。何等可の製品の付属査料ではないか。

6. 円盤状製品

総数91点を得た。いずれもしても瓦、施陶器、無釉陶器、染付、青磁、白磁、土器、瓦器、ガラスの 9件の素材

に円＜加工した二次製品である。出土状況、大きさ別の状況については表に示した。
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第68図21は透明なガラス瓶の様な曲面を有する製品を素材に二次利用した資料で、周辺を打ちかき円盤にしてあ

る。 レンズ製品ではない。直径は約2.8cm、厚さ0.4cmを計測する。表土出土。

同図20は碁石で、全体観は鏡餅状をなす。色は黒色。直径は2.2cm、厚さ0.7cmを計る。L8-104グリット出土。

7. 石器

この項目に含めたのは、石斧 (3点）、砥石 (1点） 、石弾 (5点）の三種類である。

第69図 1は、平面形が長方形をした偏平の石斧である。横側は稜ができ平坦に仕上げている。刃部は両刃で平面

形でみると一方に偏っている。刃縁には細かい刃こほれが認められるがいまだ鋭さが残っている。器面には製作時

の整形打痕があるが、研磨は比較的良好で光沢もみられる。素材は斑レイ岩。法巌が長軸9.8cm、横軸5.6cm、厚

さ1.8cm、重婿180g、表土。

同図 2は、刃部が細かく浩され面をなすもので、用途を改変しているとみられる石器である。全体の形状は上記

査料の相似形をなして大きいもので、その分厘みと重最が備わっている。側面には稜線はなく全体に研磨され磨面

になるが、保存状況が悪く表裏面に大きな剥離痕がある。素材は輝緑岩。法晶が長軸9.8cm、横軸5.6cm、厚さ1.8cm、

直厳535~J 、表土。

同図 3は、袂れは造られていないが横断面が方形になるいわゆる柱状片刃石斧である。保存状況をみると、側面

を大きく縦位に剥離して完全形ではないが、頭部近くの剥離面側に側面が残っていることから全体の形状は復元さ

れる。研磨は極めて良好で光沢をはなっている。刃縁には細かい刃こほれが観察される。素材はホルンフェルス （接

触変成岩）で、県外の産である可能性がある。法最は長軸11.3cm、厚さ3.8cm、重屈245g、表土。

同図 4はほとんど器形をとどめないほどに破損した砥石の破片で、黄褐色をおびている。作業面が僅かに表面と

側面に認められ、それぞれ砥磨面になる。素材は凝圧岩。法最は長軸7.8cm、横軸9.6cm、厚さ3.3cm、重趾250g、

第 3断割ト レンチ出土。

石弾とした資料は大きさにより大きく 二群に分類される。第65図6、7は小形の球休になるもの。 6は自然面に

なるもので3.7X 3 .8cm、重載60g、表土出土。7は細かい叩き痕がみられやや不定形になる。大きさが4.4X5 cm、

重屈70g、表採。大形の球体になるもので、 5は半分を欠落している。8.2X8.4cm、重醤350g、表土出土。第70

図2は12.8 X 13. 3cm、重祇2780g、爆弾穴出土。同図 1は鋭餅状をしている。大きさが14.4Xl3.9X9.2cm、重最

350 g、表士。

8. 石製品

当項目で報告する査料は、龍柱、高欄類で、紐的には僅かでまた、完全な形を残すものは出土していない。素材

はすべて砂岩（ニービのフニ）からなる。

龍柱

第73図2は大龍柱の破片で、器面の一部にほぞ穴が確認され、その内は叩き痕のある平坦な面がみられる。接合

面の近くの破損資料と考えられる。彫刻された鱗はシャープであり 、深さが約 1cm、横幅は 7-8cmを計測する。
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ほぞ穴は平面形が楔形をし深さが約 2cmをはかる。

第73図 3は小龍柱の頭部近 くの破片で、頭にかざした王を握った部分が観察される。爪は四本を数える。彫刻さ

れた文様は爪以外に角、耳、髪がわずかに認められる。なお背の中央にあたる鱗は輪郭されたハート形の文様が連

続して表現されている。

高欄

第73図 1は親柱に相当する四角柱の破片資料である。一辺の長さが約15cmをはかる。なお対応する二面にほぞ

穴がみられ、その穴の中に細かい叩き痕がみられる。深さはいずれも3-3.5cmになっている。角は窟戸面の様に

丸面に仕上げてある。

第71図、第72図の四点は橋の勾欄にある羽目石である。72図 1はほぽ全体の姿が残る；資料で表裏面に彫刻がなさ

れている。表面は小 さい花菊を全面に配し、裏面は鶴と亀が描かれている。羽目石の最大横長さ68.5cm、最大高

さ39.5cm、最大厚さ12cm。残存重巌46kg。71図 1は約全体の三分の二を残す羽目石で、表面に龍、裏面に獅子を

二頭を配するものである。72図 2は羽目石の半分を欠落し風化が著しいが、表面に麒話、裏面に鳳凰がみられる。

71図2図は羽目石の四陽のひとつの破片査料で、前述の彫刻部分はみられないが、細かい叩き痕が図に示すように

残っている。

なお第71図 1、第72図の羽目石資料については、戦前の鎌倉芳太郎氏により撮影紹介された龍淵橋の羽目石と合

致する。何故首里城内に存在するのかという疑問については北殿が1936年頃から1945年の沖縄戦で焼失するまで沖

縄郷土博物館 （付録参考資料参照）として存在しており 、収蔵品の一つとして保管されていたものが、去る大戦で

崩壊し砲弾破壊跡に瓦礫として埋められたものが、今回調査で掘り出されたとみる可能性が高い。なお、この龍淵

橋は円鑑池から龍淵への水路に架けられた橋で、天女橋と同じl502年に造られている。

9. 煙管

第60図4は煙箭の火受け部分の資料で、素焼きの陶器製品になる。完全形で、筒部の器面は面取 り整形をおこな

い八而休に仕上げてある。黒褐色をおびる。火受け部分の口径1.2cm、煙りの出る側の径1.0cmをはかる。

以上各三つのトレ ンチを陶磁器類を報告 したが、遺物の内容、種類が共通し、明らかに一つの造成層をなしてい

ることが確認された。種類ごとに総括整理すると、破片総数資料は4460点で、その内の51.8%が青磁 (2309点）で

続いて、29.7%の黒褐釉陶器 (1329点）、6.3%白磁 (285点） 、6.4%土器 (289点）、1.9%染付 (89点）、高麓青磁0.8%

(37点）、天目1.2% (54点）、東南アジア系染付0.01% (1点）、瓦器1.3% (59点）、須恵器0.01 % (5点）などか

らなる。

10. 自然造物 （貝殻）

首里城北殿地区から得られた貝類は、戦中、戦後の攪乱にあったためか、総個体数の56.68%の 6割 りが攪乱層

からのものである。貝種は、25科62種類からなり 、総個体数367点を数えた。生息地別にみると 、海産22科57種類 (359

点）、陸産 3科 3種類 (8点）に大別される。さらに海産貝は、巻貝と二枚貝からな り前者が17科44種 (248点）と

67 .57%を示し、後者が7科15種 (111点） 30.25%と圧倒的に巻貝が主と して持ち込まれていたことが数字で知ら
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れる。なお、巻貝、 二枚貝いずれも個体数の集計分類に際しては、完形資料、殻頂部を残す資料、破片査料の三種

に分け、数是として表に掲載されるのは完形資料と殻頂部資料を対象にした。

巻貝を種類別に、羅的な採集状況をみると 、マガキガイ 15.53%(57点）と最も大祉に採集された貝になっている。

つづいて、ヤコウガイの蓋9.54% (35点） 、チョウセンサザエの蓋5.72% (21点）、オニノツノガイ5.72% (21点）、

ヤコウガイ4..63% (17点）となる。

同じく＝枚貝を種類別にみると アラ スンケマンガイ 18.8% (69点）、ホソスジイナミガイ2.72% (10点）、ウラ

キッキ1.63% (6点）、チョウセンハマグリ 1.36%とになる。生息地別にその数が多い科でみると、リュウテン科

25.89% (95点）、その生息環境は潮間帯中 ・下部、千瀬、礁斜面およびその下部の岩礁、転石である。続く科目の

記述をすすめると、マルスダレガイ科25.34.% (93点）、潮間帯中 ・下部の岩礫底、砂泥底、砂底、スイショウガイ

科17.44%(64点）、亜潮間帯上縁部岩礁、タカラガイ科7.63% (28点）、潮間帯中 ・下部、潮間帯上部、千瀬岩礁と、

いずれにしても岩礁に生息する貝を主として採集されている。

陸産貝については、3科 3種類で総数 8点と、全体からすると2.18%とわずかに出土したにすぎない。
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第27表 首里城北殿巻貝出土状況

1トレンーI- 1トレン-1-1・.J,,l lトレン+ドh 2トレン -1-t―,,, 2 ト レ ン ・t黒色~1 3トレン.,. 3 トレン ・1·Fl➔ 3トレンチ，＇）¥f!cl'i 
t,,; If 名 ll It 名 ,, . い地

’必形 芯Iii 絞I¥ ・,;: 形 殻lit絞I¥・ ＇、し形 殻f/i 岐J; ・ん影 殻Tit 破I¥'・必形 改fii依）i んヽ形 穀ffl 穀i;・ 完形 投「(i 阪I¥・・ん形 殻rn岐)¥・

I ニ ・ンキウズ 什 サラサ パ ・rイラ I -4 -a I I 2 I 

2 オキナワ イシダタミ II -I -b 

3 ニ シキウズ I -2 -" I 2 

1 ＇） ュ ウ テ ン H -f・, ウセンサザエ I -3 -a I I I 

5 -,., ウ七ンサザエのと I -3 -a I I 2 6 I 

6 カンギク II -I -b 1 2 I I I I I I I 

7 ヤ コ ウガ イ I -4 -a 3 I I I 5 6 I ，1 10 

8 ヤ コウガイの必 I-↓ -a 2 I I I I I I 2 

， アマオプ ネH アマ オ プネ I -I -b I I 2 

10 ニシキアマオプネ I -I -C 

II マングnープアマガイ ffi-I -b 

12 ヤ マ タ ニシ HIオキナワヤマクニシ V-8 I I 

13 オニノツノ ガイ科 オニ ノツノ ガイ I -2 -c I I 3 I 3 I 

14 クワノミカニモリ I -I -a I I I I 2 

15 ョコワ カニモリ I -2 -c 

16 ウミニ ナ科 セ ンニン ガイ 皿・0-C 
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第28表 首里城北殿二枚貝出土状況

1トレンチ lトレンチ上培 lトレンチ下層 2トレンチ下陪 試掘 2黒色培 3トレンチ

香号 科 名 貝種 名 生息地 完 形 殻頂 破 完形 殻頂 破 完形 殻頂 破 完形 殻頂 破 完形 殻頂 破 完 形 殻 頂

L R L R 片 L R L R 片 L R L R 片 L R L R 片 L R L R 片 L R L R 

48 ウミギクガイ科 メンガイの一種 I -2 -a l 

49 ッキガイ科 ウラキッキ II -2 -c 2 
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58 チョウセンハマグリ Q -I -C 1 I 1 

59 アラスジケマンガイ ffi-I -c 4 4 I 2 2 2 11 10 2 I 4 10 5 l 

60 ヌ ノ メ ガ イ fi -I -C l 2 

61 アラヌノメガイ I-3-C j 

62 ホソスジイナミガイ I] -I -C l 2 l I 

小 計 4 4 0 0 0 I 0 0 0 0 2 3 0 0 0 6 2 l l 0 13 12 2 I 4 9 2 3 3 

合 計 4 I 3 7 15 16 

総 ムLI 計 22 I 13 33 24 52 
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種別合計 科.g1J

破片除く 合計

L R L R 片 L R L R 片 し R L R 片 L R L R 片 L R L R 片 L R L R 片 L R し R 片

I I 1 0 0 0 I I I l 

l l 2 2 I 3 2 0 4 I 6 ， ， 
I I l 1 0 0 
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I 2 2 

1 I 2 I J I 0 2 2 3 

I 3 0 0 1 3 

゜
3 4 

0 l 0 0 

゜
I l 8 

I 0 0 I 0 

゜
J I l 
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゜
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゜
2 2 
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゜
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I l I 3 2 1 4 2 I 3 5 8 
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゜
3 5 
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゜
l 1 

1 5 2 l JO 4 0 1 0 10 15 166 
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JO 8 12 7 3 168 387 367 I 

-171-



3トレンチ下吊 4トレンチ上吊 4トレンチ下厨

j! 
完形 殻頂 破完形 殻 頂 破 完形 殻 頂 破

L R L R 片 L R L R 片 L R L R 片

l 

l 

I 

I 

3 7 4 I J I 

l 

3 ， 5 

゜゚゜
0 l I l 0 

゜゚゜
0 0 

， 2 

゜28 15 l 

比率

（％） 

0.53 

4. 74 

1.05 

4 .21 

0.53 

1.58 
※沿．個1付数に対する巻貝、二枚貝の比率

(367) (256) (ii I) 

％
 

100 
~
 

％

％

 

5

5

 

7

2
-

．
．
 

9

0

 

6

3

 

．
．
 

．
．
 

．
．
 

．
．
 

．
．
 

．
．
 

貝

貝枚

巻

二

:; .37 

00% 

、

）

ラ

キ

カ

イ

ユ

ダ

ラ

ガ

ル

ラ

カ

ウ

マ

ピ

ダ

コ

ナ

ナ

ル

ヤ

ハ

ハ

タ

.,r 

）

科

科
ン

イ

‘、rク計
テ

ガ

澳

ゥ

ラ

ク

9

ュ

カ

品

リ

タ

製

（

（

（

（

※
 

f

、

-172-



第V章結語

今回の遺構調査の目的は、冒頭でも述べたが南殿および北殿の正確な位置、基壇の規模構造などの解明と、建物

の歴史的な変遷が何回あったのかを明らかにすることであった。その結果次のことがらがわかってきた。

1 . 南殿の正確な位筐、規模、構造などについて

1609年の薩摩侵入後の天敬年間 (1621-27) に建てられたと理解される建物 （南殿）に関しては、東壁の礎石が

ー式列状に検出されたことにより、その位置について明確におさえることができた。ただ基壇部分の構造などにつ

いては後世の破壊がひどく詳細を知ることができなかった。

2. 南殿の建て替えについて

従来、南殿は薩摩侵入後に新たに創建されたと考えられていたが、調査の結果、それ以前の建物が確認されたこ

とで、南殿も正殿と同様、 6回に及んで立て替えられたいたこと、また正殿と接続されていたことなどが判明した。

第74図上に示す変遷がたどれるものである。

南殿l期…首里城正殿建物の 2期につながる建物で、薩摩侵入後に創建された南殿の下陪から検出された。建物

敷地は、そのほとんどが琉球石灰岩の岩盤を削平して構築したものである。正面基境は調査地区の東隅側に一部残っ

て、化粧石が切り石による布積みで丁寧に積まれている。化粧石の表面は赤褐色になり表面が極めて脆い状態にあ

るもので、強い加熱を受けた痕跡が確認された。この時期の基壇石組は、さらに東方向に延び、南側に展開する第

Il期正殿基壇に接続している。この正殿基壇は1453年の王位継承の乱で焼失したものと考えらており 、南殿の時期

が特定されることになった。建物は配置としては正殿に対して90度の角度で建てられていることになる。なお建物

の上部構造については残念ながら不明である。

南殿Il期・・・首里城正殿建物の 3期のラインが南進してつながるもので、南殿の位置は動かずI期と同じである。

南殿m期…首里城正殿建物の 4期と重なり、接続部分には石階段が確認されている。位償は I期と同じ位置にお

いて立て替えている。

南殿w期…首里城正殿建物の 5期に連結するものと推定される。

南殿V期・・・首里城正殿建物の 6期と対応する。正殿の化粧石が南へ真っ直ぐに連続して南殿側に接続するもので、

南殿の基壇の位置は 1期と同じであり、正殿の位置に対し90度の位筐に配置されている。

南殿VI期…首里城正殿建物の 7期と対応する。この時期にいたり前代の建物軸とは異なっている。南殿建物の東

側壁の礎石がほとんど遣存していることから建物位僅が復元されたが、基壇部分の化粧石はことごとく破壊され検

出することはできなかった。この建物は薩摩侵入後に建てられたいわゆる「南殿」である。記録の上から天啓年間

(1621-27)の建物であることが知られている。建物の方位については正殿とは前期の建物の異なり 、直角には位

置せず、内側 （御庭側）に約80度ふれている。これはすなわち地軸の真北を指示しているもので、本土の建物の建

築方法に一致していると ころがあり、そのわざわざこの建物の軸を変えるかについての背景について今後の検討課
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題になろう 。

以上、首里城南殿は I期からVlI期までの遺構が重複して確認された。規模構造については破壊が著しくみること

がてぎず、詳細な時期確定は難しいものの、I期からVI期の建物に関わる古記録では、 『琉球国由来記』巻三居処

門宮殿の項に、 つぎのようにみえる。 「世之頂（百浦添 • 世誇之間有北）城御殿 （南風御殿。御番所之敷有之由申

偲也） 此両殿何世代建之壊之哉不可考」とあり、つまり 1609年の薩摩侵入後の天敬年間 (1621-27)に建てられた

と理解さ る南殿より古い建物で、第I期から第W期の建物が「城御殿 （グスクウドゥン）に相当するものと考えら

れることである。

3. 北殿について

残念ながら北殿地区は基壇の化粧石垣はもとより当時の地表面ごと削りとられ、その建物の位置すら確認する手

立てが消滅していた。ただ建物の基礎に位罹する部分の試掘調査から北殿地区は、そもそも地形が北側に向かって

傾面地になる部分を、 14世紀後半から15世紀中頃の遺物を混入する客土を造成をして レベルを上げて一定の平場と

していたことが明らかになった。この造成作業は建物のを建てる前提として理解するならば、北殿の当初の構造や

位樹は不明であるが創建時期については、少なくとも15世紀中までさかのぼることは考えられる。正殿のIl時期の

ころには存在していたものと推測される。正殿、南殿、北殿の配僅はこの頃から始まっているものと思われる。

造成作業は一時期になされたもので出土遣物では一括遺物としての性格があろう。したがって得られた磁器、瓦、

骨製品が今後の一定の目安になるものと理解される。

4. 出土遣物について

先史時代の遺物として石斧、叩き石が僅かではあるが、南殿、北殿地区から得れている。首里城はもともと丘陵

地であり、はるか先史時代から人間活動の遺跡であることはす地的にも十分理解され、その可能性を注目しておき

たい。今後のその他の資料の追加により確実になるものと思われる。ただ注意されるのは北殿が戦前の一時期、郷

土博物館として経営されたことがあり 、収蔵品の一部が散逸した結果とも考えられるため配慮しておきたい。

歴史時代に至ると、 14世紀後半から15世紀中葉の時期のものが多くみられた。生産別では中国産、日本産、琉球

産、朝鮮産、東南アジア産と多岐に亘る。もっとも首里城が活動した時期のものである。

建物に関連するものでは、当該時期の高麗系瓦、大和系瓦がある。大きさでは両瓦とも完形品は得られていない

ものの、高脆系瓦の約25%小さいのが大和系瓦である ことが推測された。また、技術的には平瓦ではおのおの異なっ

ているが、丸瓦では技術の融合が確認された。時期は14世紀後半-15世紀中葉頃のものである。

生活器類に関連するものでは、最も多いのが中国産青磁 (51.8%)、続いて黒褐色釉陶器 (29.7%)、白磁 (6.3%)、

土器〈ハンネラ含む〉 (6.4 %)、染付 (1.9%)、高麗青磁 (0.8%)、瓦器 (1.3 %)、天目 (1.2%)、須恵器 (0.01%)、

東南アジア系染付 (0.01%)が得られている。

近世の造物では、瓦、硯、石筆、貨幣など、今回整理の都合で割愛してあるが大和産、沖縄産陶磁器類も得られ

ている。詳細な報告は次回に委ねたい。

さる第二次世界大戦の遺物は、明らかに大戦でこの首里城は破壊されたという歴史的な事実を証明する遺物の一

つである。大塁の破片類が爆弾の穴などから出土し、戦後の片付けとして廃棄されだ性格のものであった。
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図版 1 上 ：旧琉球大学（昭和30年頃）北殿跡、南殿跡に建つ瓦葺き校舎

下：旧琉球大学（昭和30年頃）南殿跡地域に建つ瓦葺き校舎



図版2 発掘調査前の状況上：全景（東より） 中：南殿跡下：北殿跡
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上：調査地区全景（西側より）

下 ：南殿跡～北殿跡全景
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図版 4 南殿跡近景上 ：西側より 中 ：東側より 下 ：北側より



図版 5
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南殿跡上： SR7と碇石下： SR7(第 I期基壇）

~-. 

·•·. 



図版 8 南殿跡上 ：SR7とSR9の接合下 ：SR7の西側



図版 9 南殿跡 上左：西側より SR6 上方 ：東側より SRS.6.7 

下： SR6および前面の溝 (SWP7)



図版10 南殿跡上 ：SR9正面部下 ：SWP7 
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図版12 南殿跡東側地区 上：南東隅階段と旧大学石積

下：旧大学石積裏の状況





図版14 南殿跡上 ：正殿跡との接合地区 下 ：正殿跡南側階段 STWI 
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図版17 南殿跡上 ：SWP4 下： SWP2 



上 ：旧大学パイプによって階段部が破壊される。

左下 ：近景左右： SWPS 



図版19 南殿跡上： SWP8 下：南殿跡西側地区
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図版20 御庭地区上：東側より 下：岩盤をくりぬいた樹根穴



，
 

，
 `
 

ー

ぷ’’

ぐ.
・.

 r' 

｀^亀
l

·~
、
.......__ 

/
1
 -::: 

..
 

.ヽ_.,,. .
 ・;;. 

ヽ

：夕,
.. 

,• 
Ii'，{

i
ぃ，．，

•
1

 

：ぶ‘ら
、
蝙・

,
 ．

．． 
I

 ..令、~~ヽ"I 

＇ 
ヽ

．
 

I
 J• 

~
... ’，

’ヽ
 

(、;•·' 

・.. '
 

,
 

ヽ
,,,

I
 

'
 

.. 
ti} 

t
 -

'` 
.

 
I

 

•• 
訳裟KS垢語煤誼溢1F

｀ 

一氾空図`

 



図版22 北殿跡発堀状況上：東側より 下：西側より
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図版23 北殿跡上：奉神門側地区で検出された石組遺構 中： SR4 下： SRI 



t
 

北殿跡上：爆弾跡調査状況下：奉









図版28 北殿跡 上 ：SR3 下 ：SR 5 (爆弾により破壊された部分）
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図版30 北殿跡
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図版31 南殿跡明朝系瓦
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図版32 南殿跡明朝系瓦
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図版33 南殿跡 明朝系瓦 1-4 大和系瓦 5.6
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図版34 南殿跡 大和系瓦 I-3.5 高麗系瓦 4
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図版35 南殿跡填 瓦
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図版36 南殿跡貨銭上 ：表下：裏
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図版37 南殿跡貨 銭 上 ： 表 下 ： 裏



図版38 南殿跡貨銭上 ：表下：裏
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図版39 南殿跡貨銭上 ：表下 ：裏
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図版40 南殿跡 円盤状製品
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図版41 南殿跡硯、砥石、骨製品、石製品、王、煙管 上：上面 下：下面
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図版42 南殿跡石器 1-6、北殿跡 石器 1-2
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図版43 北殿跡青磁上 ：外面下 ：内面
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図版44 北殿跡青磁上 ：外面下：内面
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図版45 北殿跡 青磁上：外面下：内面
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図版46 北殿跡 青磁上：外面下：内面
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図版47 北殿跡青磁上：外面下：内面
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図版48 北殿跡青磁上 ：外面下： 内面
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図版49 北殿跡 白磁、青磁、高麗青磁、染付上：外面下：内面
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図版50 北殿跡青磁、白磁上：外面下：内面



2
 ~ 

3
 

5
 

6
 

10 

8
 

11 2
 

ーJ 14 

ー5 6
 

几
墨

＇ 
ィ

直

L こ；
3
 

~ 雫
r" 8

 
6
 

10 
12 

，
 

II 13 
14 

<
J
 

ー

ー6 

図版51 北殿跡黒福釉陶器上：外面下：内面
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図版52 北殿跡黒福釉陶器上：外面下：内面
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＇ 図版53 北殿跡黒揚釉掏器上：外面下：内面
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図版54 北殿跡瓦器上：外面下 ：内面
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図版55 北殿跡 青磁上 ：外面下：内面
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 図版56 北殿跡 青磁上 ：外面下：内面
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図版57 北殿跡 青磁上 ：外面下：内面
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図版58 北殿跡青磁上 ：外面下 ：内面
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図版59 北殿跡黒福釉陶器、白磁、高麗青磁、瓦器上 ：外面下：内面
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図版60 北殿跡 黒福釉陶器上：外面下 ：内面
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図版61 北殿跡黒矯釉陶器、土器、砥石上：外面下：内面
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図版62 北殿跡青磁上：外面下：内面
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図版63 北殿跡青磁上：外面下：内面
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図版65 北殿跡青磁上 ：外面下 ：内面
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図版66 北 殿跡青磁上 ：外面下 ：内面
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図版67 北殿跡青磁上：外面下：内面
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図版68 北殿跡白磁上 ：外面下：内面
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図版69 北殿跡高麗青磁、近代磁器、鉄絵、土器上 ：外面下：内面
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図版70 北殿跡瓦器黒椙釉掏器上：外面下：内面
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図版71 北殿跡黒福釉陶器、須恵器上 ：外面下：内面
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図版72 北殿 跡明 朝系 瓦
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図版73 北殿跡明朝系瓦
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図版74 北殿跡明朝系瓦
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図版75 北殿跡明 朝系 瓦
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図版77 北殿跡 大和系瓦、高麗系瓦
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図版78 北殿跡大和系瓦、高麗系瓦
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図版79 北殿跡墳瓦
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図版80 北殿跡博瓦
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図版81 北殿跡 金属製品



~ 

1
涵
瀾
努
疇
，

"
J
 

．
 

II 

c
 

8
 

.12 

C
]
 

8
 

12 

図版82 北殿跡 貨銭上：表下：裏



13 

17 

20 

凹

． 
14 

18 

14 

ー、
J

ヽ

15 

． 
19 

..... 

嵐

21 

)6 

..., 

13 15 

18 

19 

r
 

ー
，．
 

17 

20 

J
-

／
 

ノ．
 

トヽ

｝
 、一

ヽ

21 

図版83 北殿跡 貨銭 1-3、骨製品 4-7、円盤状製品 8-9 
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図版84 北殿跡石器
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図版85 北殿跡青磁（第55図 3に対応）、石弾
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図版86 北殿跡石造製品
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図版87 北殿跡 石造製品



図版88 北殿跡石造製品
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図版89 北殿跡石造製品



巻貝

1 サラサバテイラ 2 オキナワイシダタミ

3 ニシキウズ 4 チョウセンサザエ

5 チョウセンサザエの蓋 6 カンギク

7 ヤコウガイ 8 ヤコウガイの蓋

， アマオブネ 10 ニシキアマオブネ

11 マングロープアマガイ 12 オキナワヤマタニシ

13 オニノツノガイ 14 クワノミカニモリ

15 ョコワカニモリ 16 イワカニモリ

17 センニンガイ 18 ヘナタリ

19 カワアイ 20 マガキガイ

21 スイジカイ 22 オハグロガイ

23 クモガイ 24 クモガイ （幼）

25 ァッソデガイ 26 ハナマルユキ

27 ハナビラダカラ 28 ホシダカラ

29 ヤクジマダカラ 30 ホシキヌタ

31 ウキダカラ 32 キロダカラ

33 クチムラサキダカラ
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図版90 首里城南殿・北殿跡出土貝殻遺存体



34 トミガイ 35 シオボラ

36 オキニシ 37 ツノテツレイシ

38 ガンゼキボラ 39 シラクモガイ

40 ヒメホラダマシ 41 シマベッコウバイ

42 スジゲロホラダマシ 43 イトマキボラ

44 チトセボラ 45 ツノマタモドキ

46 ニシキノキバ 47 コオニコプシ

48 オニコブシ 49 マダライモ

50 クロミナシ 51 サラサミナシモドキ

52 ジュズカケサヤガタイモ 53 キヌカツギイモ

54 アカシマミナシ 55 タガヤサンミナシ

56 クロフモドキ 57 ヤナギシボリイモ

58 シロマダライモ 59 サヤガタイモ

60 ヤセイモ 61 クロザメモドキ

62 イボシマイモ 63 ウシノツノガイ

64 ツヤギセル 65 シュリマイマイ

66 パイプウニ
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図版91 首里城南殿 ・北殿跡出土貝殻遺存体
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二枚貝

67 リュウキュウザルボウ 68 メンガイの一種

69 ウラキッキガイ 70 ケイトウガイ

71 ウワラガイ 72 リュウキュウザルガイ

73 ヒメジャコ 74 ヒレジャコ

75 シラナミ 76 シャゴウ

77 リュウキュウバカガイ 78 イソハマグ リ

79 マスオガイ 80 リュウキュウマスオガイ

81 シレナシジミ 82 ハマグリ

83 スダレハマグ リ 84 チョウセンハマグリ

85 アラスジケマンガイ 86 ヌノメガイ

87 アラヌノメガイ 88 ホソスジイナミガイ

89 イオウハマグリ 90 オキシジミ
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図版92 首里城南殿・北殿跡出土貝殻遺存体



戦前の郷土博物館

昭和58年 5月鎌倉を訪れた際、鶴ヶ丘八幡宮の大通りにさしかかると琉球古典音楽が聞こえてきま

した。音楽に引き寄せられるように会館に入っていくと、鎌倉芳太郎先生の 「蘇る琉球織物」展が開

催されていました。そこには、復元された織物、花織浅地・織矢絣・ 入り手縞 ・浅地手縞 ・クジリゴー

シイなどがありました。ビデオでは戦前の首里城内の正殿や南殿、北殿などが映し出され、私にとっ

て懐かしいものばかりでした。早速、展示会の感想を鎌倉芳太郎先生に電話で申し上げたら大変喜ん

でおられました。残念なことに先生は 6月4日他界され、そのことには旅の途中で知 り、人の命の｛夢

さを痛感致しました。

戦前の首里城内の写真をみると、北殿にあった郷土博物館のことが思い出されます。昭和11年首里

城内の北殿に郷土博物館が設立されました。初代の館長をした兄 （故島袋源一郎）の設立に向けて、

あるいは設立後も資料収集に東奔西走していた姿が今でも浮かんできます。

首里城内の正殿に向かって、右側に南殿があり、左側に博物館に使われた北殿がありました。北殿

は、かって冊封使の歓待に利用されたところでシナ風の造りになっていま した。館内の柱は、円柱の

大木が使われ左端に昇り龍、右端に降り龍が彫られ、朱色とややくすんだ赤色が塗られていました。

館内には尚家の宝物をはじめ、紅型・陶器・漆器 ・三味線・書画 ・馬具・翁などが所狭しと展示され

ていました。展示物とは別に人目を引いたのは豚を象った基金箱 （ピートバンク）でした。それは、

兄がMTLのメンバーとして救瀬事業の一環に、ささやかな手助けをしていたものです。

郷土博物館に収集されていた資料は、今次大戦ですべて灰と化してしまいました。戦後、首里城跡

を訪れれてみると琉球大学が建ち、構内に戦前の首里城の面影はありませんでした。

むなしさや首里の城址に我立ちて

誰に語ろうこの胸ぬちを

（沖縄タイムス掲載 『唐獅子J より）

1985年 8月24日

仲原照 子

今帰仁村在住 大正 5年生まれ



首 里 城 の 歴史概略

西暦 王名 首里城関係事項 内外の状況

605? 天孫氏 都城を中山に建て、名づけて首里という

1350 察度 l 浦添按司から王となり首里へ 1338 足利尊氏、室町幕府を開く

1406 尚思紹 l 尚巴志、武寧王を討ち父思紹を王にたてる 1368 明が興る

1427 尚巴志6 竜澤を堀り安国山を築く 1429 尚巴志、全島を統一

1453 尚全福4 志魯・布里の乱が起こり、首里城炎上

1470 尚円 l 第二尚氏王統が始まる 1467 応仁の乱始まる (1477終わる）

1477 尚真 I 首里城歓会門、久慶門創建（尚真王代）

1494 尚真 I8 円覚寺の宗廟（御照堂）設立 1492 コロンブス新大陸を発見

1501 尚真25 玉陵を築く 1506 一向一揆起こる

1508 尚真35 首里城北殿創建（正徳年間） 1517 ルッターの宗教改革

1529 尚清3 首里城守礼門創建（嘉靖年間） 1532 「おもろさうし」第 1間編集

1546 尚清20 首里城東南の城壁工事完成 1543 鉄砲種子島に伝来

1609 尚寧2] 鹿長の役、薩摩軍侵攻 1549 キリスト教伝来

1628 尚豊8 首里城南殿創建（天啓年間） 1600 関が原の戦い

1660 尚質 13 首里城正殿焼失 1615 清が興る

1671 尚貞 3 首里城正殿の再建工事始まり、瓦吾に建て 1623 Iおもろさうし」3巻以下編集

改められる（竣工72年）

1677 尚貞 9 東苑（御茶屋御殿）創建

I 1109 尚貞 41 首里城正殿、南殿、北殿焼失 I 

1712 尚益3 首里城北殿、南殿再建される

1729 尚敬 17 首里城正殿重修される

1739 尚敬27 溜刻門前に日時計を置き時刻を計る

1753 尚穆2 首里城内に寝廟殿、世添御殿を創建 1776 アメリカの独立宣言

1768 尚穆 17 地震の被害にあった首里城正殿を重修 1789 フランス大革命

1846 尚育 12 首里城正殿重修 1840 Iアヘン戦争

1853 尚泰6 ペルリ提督来琉首里城訪問 1867 江戸幕府倒れ、王制復古

1857 尚泰 I0 中城御殿（世子殿）を当蔵へ移転する 1877 西南の役

1879 明治 12 首里城明渡し、熊本鎮台分遣隊駐留 1894 日清戦争おこる

1909 明治42 首里城跡、首里区に払い下げる 1904 日露戦争おこる

1924 大正 I3 沖縄神社創建し正殿を拝殿とする約62000nf 1914 第 1次世界大戦おこる

1925 大正 14 正殿国宝指定 1917 ロシヤ革命

1933 昭和 8 歓会門、瑞泉門、白銀門、守礼門等国宝指定 1931 満州事変おこる i 
1945 昭和 2o I首里城の建物・石垣等、沖縄戦で焼失 19391第 2次世界大戦おこる



琉球王統略系譜

舜天王統

舜天一舜馬順熙一義本

英祖王統

※Rは冊封使の略で人名は

正使 ・副使を示す。

英祖 大成 英 慈 玉 城 西威
1229-1299 1247-1308 1268-1313 1296-1336 1328?-1349 
1260年即位 1300年即位 1309年即位 1314年即位 1337年即位

察度王統

察度 武寧
1321-1396 
1350年即位
明使楊載

第一尚氏王統

1356-1406 
1396年即位
R時中

尚思紹 尚巴志 尚忠 尚思達 尚金福
? -1421 1372-1439 1391-1444 1408-1449 1398-1453 
1406年即位 1422年即位 1440年即位 1445年即位 1450年即位

R柴山・周弊 R余井・劉遜 ⑨陳僻・万詳 R陳諫・韮守宏

尚泰久 尚徳
1415-1460 1441-1469 
1454年即位 1461年即位
⑲季乗枠・劉倹 ⑯i番栄・察哲

第二尚氏王統

尚円 尚宣威 尚真 尚 清 尚 元
1415-1476 1430-1477 1465-1526 1497-1555 1528-1575 
1470年即位 1476年即位 1477年即位 1527年即位 1556年即位
⑯官栄・韓文 R茄曼・張祥 R陳侃・高澄 R郭汝森・李際春

尚永 尚寧 尚豊 尚 賢 尚質
1559-1588 1564-1620 1590-1640 1625-1647 1629-1668 
1573年即位 1589年即位 1621年即位 1641年即位 1648年即位
R葱崇業・謝杢 ⑲夏子陽・王士禎 R杜三策・楊捨 R張学礼・王咳

尚 貞 尚益 尚 敬 尚 穆 尚 温
1645-1709 1676-1712 1700-1751 1739-1794 1784-1802 
1669年即位 1710年即位 1713年即位 1752年即位 1795年即位
R注揖・林麟● R海宝・徐傑光 R全魁・周煙 ⑨趙文楷・李鼎元

尚成 尚 瀕 尚育 尚泰
1800-1803 1787-1834 1813-1847 1843-1901年
1803年即位 1804年即位 1835年即位 1848年即位
®斉蜆•特錫章 ⑲林鴻年・高人錯 R趙新・千光申



位 F皆表 位廂制度について― i立階の制度1よ15111・・臣、治国王が中央集権をおこなったこ
まさ ;I f, ' 

ろにはじまる。 各間 l;IJの按ri)をかItに集め,·A ~ し か,.t--1 

居住させて社会の上層となし、その従名たちを中層となし、 一般のfE尺を下府として身分を区別する必要 K、 fやや冠を

定めてa111度をたてた。近 Ill:の制度が確屯したのは尚哀王代で、 1689年（尚貞21) に系図,,gを股げ求語を紺集するようになってからである

近世の制度は正従一品から正従九品まで18の品位陪、およぴ王 f・・按 ri]・三司'I':,rt, ロなど20の位1:釦がある （『沖縄k 百科れ典』 より ）

声

呼 称 I品位位 階久米村位階

,,,, 
キ無品 王王 チ

，， 
角I無品按按 司

正 一品 紫地,;な浮う織．・(冠., 人

三 司 岩

親9えー ヵプJ：・I従一品 三 司‘再 l

正二品 三司官座さ'藪¥ 三司‘百座敷

二ニー 二品 紫

•上 正三品申

人

上

官紫金）こ夫

森

• 国王の子（直王子）

・王叔及び王弟

・勲功のある按司 （御位王子）

・王イ・家 ・按司家の長男

・親方家の長男

・勲功のある親芸上

・一般の親方は正―．品までのぼる

・筑堡之家が親方になると里之子家に昇

格することがある。

・正一品は従一品からの1まる

・従一品は正従二品からのぼる （総地頭

に限る）

・正二品は従二品からのぽる

・従二品は正従三品からのぼる

格

か/,さ-
冠 *~ ・衣~ 月舒

赤地金入占大お

は -:')\ • <,』Iヽ 糾糸 緑・え

金 裕五色淫織冠 祠組 朝ぅ
7 (金押差） 赤地五色浮織織冠冠 祉 ， . -衣.え, 

貨地五色浮 ー

紫地五色浮織冠

廿地五色浮織冠

金杵
紫地浮織冠

（銀押差）

花金益銀抒

m押花）

炉，，S 

＜
雲

寺j
 

島

盃机

親↑

頭

頭

ふ云
地

島
犬

先

盃親

雲，， 1 さとう ぬ しペー,.A
里之＋親玄上

上人

（
総
称

ベー ら 1、
伐宍上 9略祢I

，~-之 f家

9くとう人 ペー ら人

筑産之視雰上

茂食上 （略称）

筑梵之家

新参亥

'・ ー"'系持
墨系

I<,;-. ー アク七ント ）

ロロ．申口は官職でもあって退役 （総地頭に

限る）すると紫‘肖となる

・正四品からのぼる

従三品申口 座 申 口座
・従四品からのぽる

・脇地頭はJ';:通この位までにのぼる

那覇里主正議大夫

正四品 I I・従四品からのぼる

吟味役中議大夫

従四品座 敷 座

・正従五 ・六品からのぼる

敷 • 平士は苦通この位までのぽる
• 平民はこの位までの（よる

点代士は

7銀舒

m押み）

正五品
5

当ぃ理
（
庫

s
、.)下 ＼ 

］ 
囲参 ・夫地黄

」珀 ・先島頭

・正七中家格のあるものの中からのぽる
銀秤

jj,J押芯）

従五品

正六品

従六品

当座敷当座敷

下l!li理勢訊 ～、＼、＼

勢頭座敷勢預座敷

・正七品からのぼる

・従七品からのぽる

・従七品中家格のあるものの中からのほる ］

皿位の新参，

系持 ・無系

銅甘
捐押花）正七品旦之＋親裳上

里之—f視芸上 ・正従八品からのぼる

1岱）通Ill ・ 総地碩、脇地頭は親雲上を称する

従七品

子I正八品
さこう ‘‘ 里 ＾ J/ 

屯之f家

里 主 従八品
里之 r家の島持

:.1 >fl 登レぅ 人 正九品
之

筑登之家

以下謳系まで
l従九品

筑登之親雲上
筑盆之親芸上
叫•Jll

下匝理里之子文二□□
・正従九品からのぽる

・脇地頭は親雲上を称する

・家格のある里之子家からのほ’る

・総地頭、脇地頭の家抒をつぐと弔主と

署名する

ニ<I::;:;正：二
筑笠之座敷

筑笠之座敷 ・ 筑数之家 ・ 新参 • 平民

通ド） ．脇地頭の家行をつぐと里王と署名する

::. 
＋ 沼代家

ロ
即＇ 
夕階

服
位
ほ

無位
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